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１研究概要

研究責任者鈴木敏雄

西村和久

奥秩父笠取山（標高１９００ｍ）の頂上付近で湧き出す水が多摩川の源である。源での水滴は－の瀬

川、丹波川となって、東京都の西端で奥多摩湖（小河内ダムにせきとめられて出来た人工湖）に入る。

その後、ダムの下流で、はじめて多摩川と名を変えたあと、日原川をはじめ、数々の小支流や平井)|｜

・秋川．浅)||等々と合流したから、東京湾に注いでいる。その流程はｌ２ａ２９ｍｍｌで都内最大の川で

ある。

パリのセーヌ川、ロント゛ンのテームズ川など、首都は常に代表する川を有しており、首都東京を代

表する)||は多摩)||である事に異論はないであろう。しかし、多摩川は首都東京の発展と共に変貌し、

下中流域は経済の高度成長期に「都市の川に魚が泳ぐのはナンセンスである」とでも言う発想が

先行し、ここ’０年から２０年ほどのわずかな間に、悪臭を放つ下水と化してしさった。蚕た、人

々の)||とのつながりをノスタルジアとして遠ざける事が文化生活の代償ででもあるかのように、川に

背を向けＹむしろ、せっせと川を苛め主くった感さえある。河)||は人間との係り合いにおいて１）リ

クリェーシ。ン（Ｍの活力の再生）の場、２)水産業の基盤の２つの大きな役割をもっている')し

多摩川では川と人間の間にある基本的な関係か特に中・下流域で減少しており、更に水産基盤の価

値を持つ川は全国的にも減少している。

この間の調査・報告は特に水質面で多く、知見も十分収集されてきており、従って、川の回復につ

いては、実行の時期と方策に問題が絞られてきた感がある。

しかし、多摩川の汚染も河口から５３Km離れた羽村堰の上流には及んでおらず、多摩地域には、更

に秋)||・平井｣||をはじめ注だ清例な川が各所に現存している。これら、現存する川に中・下流

の二の舞を演じさせる事たく、私達の子孫のために守り、残す事は、種々の破壊要因が加わりつつあ

る多摩地域において、急､務を要する事である。

本研究は多摩川の自然の保全・回復を主眼としたものである。をた、本研究は蚕糸指導所、農業試

験場五日市分場、当水産試験場奥多摩分場の三者のプロジェクトとして実施した。当分場は水生生物

の生態、）Ilと人との関わりに焦点を置き、その保護・回復策を検討した。なおその調査対象が川とい

う連続性があるため、その検討内容の一部は下流に注で及んでいる。

無論、本メイン・テーマは非常に雄大だ、しかも研究者にとっては永遠のテーマとも言えるべきも

のであるため、５ケ年間（１９７ａ４～７８３）の調査では､その朧気を概要をつかみ得たにすぎず、調査

・研究はまだまだ続けられたければたらない。

５ケ年間の調査を振り返ってみると、水産試験場の特殊性の一部かあらわれている。つYfD、私達

の職域は前述の多摩川の源流から珊瑚礁に落日が輝く小笠原群島蚕での千数百キロの水界であり、こ

の東京から北海道に至るほどの長い水界の各所に研究員が配置され、調査・研究および業者の指導に

－１２７－



当っている。勤務職員数が島しょに偏重しているためか、５年間の本プロジェクト研究担当者をゑて

も、その異動は他機関に例をみないほど激しい。

しかし、「全ての水がローマに通ずる」ように私達も、いずれの水界の担当者となっても、目的

は一つであると言う認識のもとに業務に取組んでおり、異動による調査の中断もなく、５ヶ年の調査

を終了出来たことは、この種の調査・研究にとっては特筆すべきことであると考える。

なお、本研究の担当者は次のとおりであり、（）内は本研究従事期間である。なお、本文とりまとめ

は１９７８年７月に終了し、とりまとめ者の名前は各項ごとに記述した。

鈴木敏雄（１９７４５～７９．２没）西村和久（１９７６４～）

刀ロ藤憲司（１９７６．４～）飯村利男（１９７３４～）

伊藤茂（１９７３４～11）（現水産試験場技術管理部長）

田中米満（１９７３４～７５３）（現八丈分場）

村井衛（１９７３．４～７７．８）（現小笠原水産センター）

斉藤謡１Ｍ５４~７８３）（現大島分場）
以上のほか、水生植物に関する研究には、東京水産大学・岩本康三教授および庵谷晃助手の協力に

より共同研究を行った。

－１２８－



２昔の多摩川
西村和久

（１）多摩川とアユ

多摩川は「篝火の影にそしるき玉)'|の鮎ふす瀬には光そいつく」（夫木集の和歌、’３１０年頃）

とうたわれたほど、古来よりアユの川として名高い。また、玉川浜源日記２）（１８４１年）ては

「玉)||の鮎、他川に生ずるとは異なり、鱗に金色ありて、味美なり。他)Ⅱのは色うす黒みありて、

味劣れり｡」と多摩川のアユをほめている。

府中．立川・日野周辺では、将軍家へアユを献上することが義務づけられ、甲州街道を鮎籠を担

いで夜どおしかけて翌朝上納するならわしであったと言う３）｡１８３２年（天保３年）のアユ漁

について、村鏡４）では「しらかけ」「はねあみ」「やな」等の漁携方法、更には溜魚（禁漁区）

の設定方法等も記述されており、沿川住民のその漁獲に力を入れていた事が判る。

明治に入ってからは、１８９４年波江５）のアユ漁調査、１８９９，１９００年の服部ら６）の

多摩)||のアユ人工ふ化の試みがおこなわれ、１９０５年にはＪｏｒｄａｎ７)により多摩川の鵜漁（鵜飼
い）が世界に紹介された。なおこの鵜漁は昭和のはじめまでみられ、小作（東京都羽村町）でもこ

の漁を行なうものがあったという。

４．５月頃になるとアユの稚魚は海からⅡ|をさかのぼってくるカミ毎年アユが上ってくると、）|｜

には西瓜の様な香りかたたよい（アユはこのにおいに主D香魚の別名をもつ）、漁師・料亭はこの

においで活気づいたと言う。

１８９１年、羽村に東京市水道のための堰堤がもうけられた。当初の堰堤は、魚族に対する影響

も顕著ではなかったが、市の膨脹と共に飲料水の需要も激増し、堰堤も完全な構造に築堤された。

このためアユの遡上が困難となり、「堰堤上流十余里の間、遡河魚類の影を没し為に沿川多数の漁
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業組合は解散の止むなきに至りたり」８）と言う記録もある。

東京府史９）によればアユの漁獲高は図lに示すとおりであり、昭和７年の河川漁業協同組合は
３１ケ所、組合員数４９３９人であった。

関東大震災ごろ、羽村堰堤下までのぼって来ているアユを網ですくって荷車で吉野養魚場（都
水産試験場奥多摩分場の前身）にはこんでの飼育の試みもなされた。これはアユ放流のための準備
作業であったが、１９１４－１９１５年には石川千代松博士により琵琶湖産'｣､アユの多摩１１|への移
殖が試みられ、アユ放流事業の可能性が示唆された（その記念碑は現在青梅市の豊か淵公園にあ
る）。

千尾
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１９２５年、農林省・滋賀県及び東京府の協力で米原．東京問のアユの長距離輸送が成功し、昭

和２年（１９２７年）羽村堰上への放流が開始された。その後、放流用種苗は小多和湾．江戸川産

も用いられ、図２に示したとおり１９４５年の大空襲下でもとだえる事なく、漁業協同組合の熱意

により現在も実施されている。

中村’1）によれば１９０７年から１９３６年頃の多摩川はアユ漁（遊漁を含む）が盛んで、
当時の主な釣り場は羽村堰下から赤岩に蚕で及んだという。また二子玉川（世田谷区）、京王多摩

川（調布市）には屋形船か浮かびアユを食べさせており、最近まで、八王子の鮫陸源、藤田屋、日

野橋の玉川享、丸芝館、府中の魚元、調布の井上亭等、江戸時代からの料亭が残っていたと言うこと

である。更に屋形船は１９５５年頃までみられたという。

当時のアユの釣り場１２)、アユ釣りのにぎわい１３１４）等が出版されたが､徐々に釣り師の人気
は多摩川から相模川にうつりつつあった。この最大の理由は水質の悪化である。

なお、多摩川のアユの分布は現在奥多摩湖として水没した小河内部落まで及んでいた'3)。

（２）多摩川の改変

多摩川に生息する魚類にとって最も大きな影響を与えた改変は羽村堰と小河内ダムの建設である。

前者は遡上魚類を遮断した最初のものであり、現在は調布取水堰、二ケ領宿河原堰、二ケ領上河原

堰ｖ大丸用水堰、四ツ谷本宿用水堰、日野用水堰､昭和用水堰､'Ｍ三堰､ノ||丼ダム、白丸ダム等々Ｙ大きな堰

‐堤のみを数えても十指をこえるが、多摩川ではこれら堰堤で遡上魚のみでなく、そこに生息する魚

類の移動まで制限されている。この物理的障害に加えて、羽村堰では本流の水のほとんどが大都市

東京の飲料水として、山口，村山貯水池に送られ、堰下は極度に水量を減じている。更に１９５０

年代からの経済成長に歩調をあわせるように、中下流の各支流が下水路と化し、羽村堰より下流を

汚染していった。

小河内ダムは１９３８年に建設がはじ在り、途中４年間の中断をはさんで１９５７年に完成した。

ダムは水道用水の確保、発電、洪水調整等の多目的ダムて･あり、満水面積４．２５ｋ㎡である。ダム

下に第１発電所、海沢：〈（約８１hm下流、奥多摩町）に東電氷川発電所、御岳（青梅市）に第３発

電所が稼動し、その排水は小河内ダム、白丸ダムの底層水のため極めて低温て゛あり、これらの流入

する多摩川本流の水温を低下させている。

東京水試１６）の調査によれば奥多摩湖たん水後の水温は図３に示したとおり、６．７月に低く

１．２月はやや高めとなっており、この水温ではアユの発育は非常に悪く、むしろ、冷水性魚族（マス

類）を放流したほうが河Ⅱ|の効率的な利用がはかれるとしている。

羽村堰．,｣､河内ダムの建設と共に魚類に大きな影響を与えたのが砂利採取である。多摩川の砂利

採取の歴史１７)は江戸時代よりはじ玄り１９２３年の大震災後急速に拡大し、１９８４年には東京

－１３１－
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一○－たん水前の弁天峡での測定値､－●－たん水後の海沢放水口下での測定値

市内の砂利使用量のｌ／３は多摩)||産であったというハなお、１９５２年に河川保護の見地から丸

子橋から下流が禁止され、１９６４年に全川禁止となったか、玉川浜源日記２）に青梅周辺の河原

は「大柳、天ケ瀬、千ケ瀬、羽村あたりの河原の石は玉と敷けり」と言われた玉石も消え巨大な

砂利穴が各所に出現した。

採石・林道工事等による土砂の沢への流入は各所で河床を高くし、これら砂利の除去かないと下

流は大雨時、洪水の恐れがあると言う。特に秋)Ⅱについては１９６７年から建設に着手した奥多摩

有料道路が、工事の性格上、山の急斜面をブルドーザーで切り崩したため、大量の土砂が沢へ落ち、

南北秋川へ流入し、降雨時の濁水は多摩)||本流にまで及んだ。１９７０年には工事の差止めの仮処

分命令をで出されたが１９７３年に完成した。しかし、流入土砂の影響は現在にまで及んでいる。

水質汚濁に伴なう魚類のへい死の記録は多いが、１９７０年カシンベック病問題で閉鎖した調布

取水堰事件は特記すべきものであり、その間の経緯は加藤’8）,/iこより記述されている。

〆

(5)・マスの増殖

明治１０年（１８７７年）にアメリカよりニジマス卵が柚木村（現青梅市）に輸入され、本邦に

おけるマス養殖業の草分けとなった。

多摩川上流域には１９１８年よりニジーマスの放流が行なわれた。西多摩郡では府の指導のもとに

１９２０年、ニジマス放流を実施したところ、犬は－－尺以上、小は５．６寸のものが相当数漁獲さ

れ、本事業の拡張が切望された8)。府においても水産奨励事業として継続し今日に至っている。放

流方法は当初、ふ化後１ケ月位で河川に放流したが１９３２年よりは歩留を向上させるため２．３

ヶ月間飼育してから放流し好結果を得たという。
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なお、放流効果としては１９３０年に岨端沢（青梅市柚木町）でカワマス（Salvelinunfonti-

nalisMitchil)の自然産卵が確認された、しかし、この岨端沢はワサビ田の新設により、泥土の

流下、沈積が淵を埋め、岩穴を塞ぎカワマスの生息場を破壊してしまった。

１９３７年、日原川を漁場に奥多摩養鱒協会が発足した。協会の設立主旨は「日原川は本支流あ

わせて、流域３０里以上、水面積５町歩以上あり、水質は清例で水量多く、かつ溪谷美が良く、東

京オリンピック（１９４１年、開催地返上）時の外人客誘致・帝都における－大遊楽地として、ま

た、地元農山村の経済的悲境打開の一助として、大衆的スポーツとしての釣場つくり」’９）て､ある。

なお、この発想が後述する河川つり場として、都独自の発展をとげることとなった。

（４）河川の漁獲高

１９０２年から１９３０年にわたる当時の東京府内全域における魚種別漁獲高の構成比を東京府

史９）によって図４に示した。金額としてはウナギが年々増加しているが、逆にナマズ・ドジョウ．

Ｅ

０，５㎡巴５０

図４魚種別漁獲高比

Ａ：アニＢ：ウナギＣ：ドジョウＤ：ナマズＥ：フナＦ：コイＧ：マス

フナは１９２０年の統計で姿を消し、マスは１９３０年より数字があらわれている。
１９）

東京府水試の１９２７年の調査によれば表ｌに示したとおり、河口付近でのシラウオ、中流

域のアユ・ハヤ（ウグイルウナギ等の漁獲高が多く、また上流域にはイワナ・ヤマメ・カジカ等
がみられる。

また､'１９２７～３］年までの多摩Ⅱ|の平均漁獲量は全国で２８位､漁獲高は11位であった'0〈

１９３８年の漁獲量は1,695トンである（表２）。年々増加傾向を示していた遊漁者数は５０万人を突
破し、これらの人々による漁獲高は１５０万円と推定されるなど、内水面漁業の主体が専業者から

遊漁者に移行する傾向がみられ出している。なお、当時の漁業協同組合は２０ケ所、組合員数
４，６５１名てある、

１９５７年から１９６８年注での漁獲調査では平均漁獲量は５００トンで、内訳はウグイ.・ア

ユ・オイカワ・マスの順であり、１９５７年以降減少し、１９６２年頃より３５０トン前後となっ

ている２１)。

－］３３－

１９０２ Ａ Ｂ Ｃ ロ

１０１２ Ａ Ｂ 、 Ｆ

１０２１ Ａ Ｂ Ｆ

1９２５ Ａ Ｂ Ｆ

１９３０ Ａ Ｂ Ｇ



露
但し、河川の漁獲量は遊漁者の釣獲量や、地元の自家消費量の把握が出来ない困難さがあり、漁

業協同組合に集荷される海の漁獲量とは性質をことにしている。

表=東京内水面の漁獲高（１ＳＳＳ年）表１多摩川での漁獲調査（１９２７年）

倫獲墨ＩＤ 漁獲高（円）

１，６３９

１５６

５０

４７３６４

１４，２８８

２，８１０

２，０８０

３７６

l７

ａ５５９

２，１３８

９１９１

４６６

１２，０００

９６１８４ JILIJ三 ４０ａｏ

５２，０２９

(5)多摩川の魚

多摩川の魚についての報告書は意外に少ない。１８４１年ごろ２）の多摩)Ⅱの魚は表３に示す
’1種類が記録されている。

中村２２）によれば１９２７から１９４５年頃に多摩川に生息し゛た魚はスナヤツメ・ウナギ・アユ゛

ウグイ・マルタ．オイカワ．キンブナ．ギンプナ・コイ・カマツカ・ニゴイ・ヤリタナゴ・シマド

ジ尋ノウ．ホトケドジョウ．ギパチ．カジカの，６種である。ＯＳＨＩＭＡ23)は１９５７年の調査で２５
２５）

種をあげているが、中村２２）によれば２３種であったと言う。梶川は１９７３年に府中周辺で２０

種を、東京都水試21）２６）は１９７３～７４年に淡水域２９種汽水域８種の計３７種を、中村27）
は１９７６年に３３種を報告している。

近年、多摩川水系の魚種は増加傾向にあるが、これは調査域の広範囲化とアユ放流にともなう混

入種の影響が大きい24（

中村２２）によれば、戦前はアユ．ウグイ．カジカなどが中流域の代表種であったが、戦後は次第

にモツゴ・ギンプナ・ゲンゴロウプナ・ナマズのような下流域の泥底を好む魚が増加したという。

これら採集記録をみても多摩)||が清例な河川から汚染の進行している河川になってきている事が判
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表Ｓ１Ｓ４１年頃の多摩川の魚２）

三菱fl墨;二＝

JlFijrjiIFLrj三
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Ｓ多摩川の現況

西村和久

（１）慨況

多摩川の改変の項で述べたように、多摩１１|は羽村堰を境に２分され、羽村堰から平井)||の合流点

までの間は堰堤の漏水と若干の湧水以外はほとんど都市下水で、特に永田橋の上流で流入する都市

下水路は水量も多く大きな汚濁源となっている。この下水路には西多摩尿尿処理排水も流入してお

り、このため、永田橋は本調査地点中、最も汚染された場所となっている（底生動物の項参照）。

下水処理水は北多摩１号処理場（府中市）から秋川処理場（秋川市）までの２０K1,の間に１３４

万，?&／dayが流入しており、更に現在進行している流域下水道の完成時には多摩河原橋付近で本流

の水の７５９ルム上が下水よりの流入水になると指摘されている２８）。

なお、水温およびにごりについては後述するとおりである。

多摩川沿川には奥多摩・秋川・多摩川の３つの漁業協同組合があり表１－１に示した漁業権を管

理している.なお、組合員数は１９７３年現在合計Ｍ０９名である29)し

表１－１内水面共同漁業権一覧

範囲

羽村堰より上流

漁獲権魚種

アユ、ニジマス、￣ヤマメ、ウグイ

フナ、ワカサギ、イワナ

アユ、ニジマス、ヤマメ、ウグイ

オイカワ、コイ、フナ、ウトギ

アユ、コイ、フナ、ウグイ、

ワカサギ

漁業権者

奥多摩漁業協同組合

漁業権名

内共第１号

拝島橋一羽村堰
秋川
平井川の一部

多摩川原橋一拝島橋

葵栗I|}の一部
成木川

内共第２号 秋川〃

多摩川〃内共第３号

ｾﾞﾆｰﾐnnL二J
奥多摩〃内共第４号

北浅川内共第５号

多摩川
111崎河川

〃
〃

（ ガス橋一多摩)||原橋アユ、ウグイ、フナ、コイ、

ウナギ、オイカワ

農内共第５号

多摩川水系の漁獲量は２３次東京農林統計年報（水産編）によれば、２０８トン（１９７１～７５

年の平均）てある。本水系は釣をはじめとするリクリエーションの場として、近年活況を呈して

いるが、釣人口の調査記録はなく、当分場では漁業協同組合の発行する入漁券（日券、年券）、

河川つり場の入場者数等から年間廷７０万人前後と推定している。
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漁業協同組合は増殖計画を毎年たて都内水面管理委員藺会で決定後、東京都公報で公にされぞ，

(表１－２参照)･組合はこの計画に基づき増殖策を講じている。なお、釣り人の遊漁料は東京都
内水面漁業協同組合遊漁規則により定められている。

表１－２増殖計画（昭和５３年度）

（東京都公報６１７７号）

－１３７－

免許番号 魚種 放流尾数
1尾当り
換算基準 産卵場造成

内共第１号 アユ

ニジマス

イコ

ヤマメ

イワナ

ウグイ

６０ｑ０００尾

９６０００

７ｑＯＯＯ

１３５，５００

１２，０００

７５
０

●
の

２
０
４
２
２

２

８ケ所

内共第２号 ユ
ズ
イ
ナ

マ諭
ン

ギ
メ
イ

ナ
マ
グ

ア
ー
ー
コ
フ
ウ
ヤ
ウ

９６ＭＯＯ

１６００００

９ＱＯＯＯ

３００００

３０００

l７ＱＯＯＯ

５
０

■
●

２
０
４
４
０
２

２
１

６０ケ所

内共第３号 ユ
イ
ナ
イ

グ

ア
コ
フ
ウ

ｌｌＱＯＯＯ

３１５，０００

３５００００

５

●

２
４
４

７ケ所

内共第４号
●

ニミンマニ〈

コ イ

ヤマ〆

ｌｑｏｏｏ

2，０００

１０，０００

２０

４

２

内共第５号

年
と

ユ
ズ
イ
ナ
メ
イ

〒 マン
マ

グ

ア
ー
ー
コ
フ
ヤ
ウ

ｌｑｏｏｏ

ｌＯ,０００

５ｑＯＯＯ

5，０００

２０．０００

５

●

２
０
４
４
ｏ
］

Ｄ
】

２ケ所

農内共第５号 アユ

コ イ

フナ

ウナギ

ウク イ

オイカワ

８０，０００

２１５，０００

１５０，０００

ＬＯＯＯ

2．５

４

４

１０

２ケ所

３ケ所



但し、満水面積４２５㎡ある奥多摩湖は漁業権が設定されていないが、都水道局の委託を受け、

水産試験場が昭和５２年度にはヤマメ（平均体重４２７，）２０千尾、ニジマス（同２９８？）

２０千尾、コイ（同１４１）１５４千尾およびワカサギ卵１６０００千粒を放流し、更にコイ．フ

ナの産卵期には人工産卵床を設置するなど、毎年、同程度の規模での魚類増殖策を行っている。

①多摩川上流域の水温調査

西村和久

奥多摩湖たん水後の多摩川の水温変化については、１９５８年の報告’6）があるが、その後’９６３

年に第３発電所（御岳）が白丸ダムの水を利用し稼動を開始した。しかし、第３発電所の放水も低温

のため、多摩川上流は、更に温度変化の激しい河川となっている。

ア．方法

観測地点を図１－１に示した。観測は原則として、月１回、

それも、当場と都水道局小河内管理事務所と共同で実施する

奥多摩湖観測日と同じ日に実施した。観測期間は１９７６年

７月から翌年１０月の間、観測時間は常に近似するよう努めた。

奥多摩

帥雛鯉岫

イ。結果及び考察

御岳結果は表１－３に示すとおりである。

海沢橋下流(d)では東電氷川発電所の放水量か多く、河川

を横断して観測しなければならないため欠測が多くなった。

なお、本測点は都水試の観測点１６）と同じ場所である。

河川は普通、下流に行くに従って、水温が上昇するが、多

二俣尾

青梅
調布橋

図１－１水温観測点模式図

摩川の場合、上流・下流ではなく場所によって異なる。つま

り、東電氷川発電所、第３発電所の放水部の水温は極端に低下し、これらの場所を離れるに従って

昇温する傾向にある。特に晴天時にその差は大きく、例えば１９７６年７月のｃ地点と。地点の差

は１１<６℃、ｈ地点とｉ地点の差は８．１℃であった。

水温は魚類にとって、最も基本的な環境要因である。その水温か上に述べたように大きく変動す

ることは、そこに生息する魚類にとって、特に生理面で負の要因として多大な影響を及ぼしている

．事が十分推測される。

なお、奥多摩漁業協同組合か実施したｈ地点での観測結果は表１－４に示したか、同じ月でも水温

変化が大きい。このことは、本地,点の水温がｄ、ｉからの放水量および日照によって多分に変るこ

とを示している。

また、降雨等により増水した時、ｐＨは８８を記録しており、上流の採石の影響が現われている。
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表１－ｓ観測結果（℃）

観測日
７/5６ 唾４ ”６ '9/5５ Ｍ５ ';／ ”３ ”２ ”９ ツ2６ ”41”８ z/2８ 唾９ ｌＺ６ '砿４地点三
一
蕊

１８８ 1９４ 1２３１３２ ９０ ３０ ４２ ７４ lＬ６ １２８ 1５５ １８１ 1６０ １４８

山
一
唖
一
匹

２１３ ２３Ｊ １２６ 1３８ ６９ ２０ Ｌ９ 718 １２３ 1３８ １４０ １４２ 1２８ １６１

２０４ ２２３ １３２ 1３５ ８３ ２５ ３９ 7L６ １１９ １３５ １４５ 1７４ 1３６ １５４

８８ １４８ Ｔ２

２２２ １３２ １３５ ８２ ２５１４．０ T２ １１７ lａ４

躯
熊

１４０ １２８ １３６

￣－

１４７

９９ ３０ ４８ ６８ ９０ ９２ １２０ １３６ １２９ １４５

1８２ １７L５ 1４８ 1０１ ３０ ６０ 1０６ １１２ 1４０ 1８８ １４３ １６２

２０７１２０５ １５２ １４７ ２５ ４６ ８１ １３０ １３４ １４５ ２１０’１５３ 1Ｔ２

1２６ １３８

－

１６４

１２８ １ａ５ ９８ ６０ 6０ ６６ ８７ T９ １２０ １３１ 1２９ 1３７

１７１ １３６ １４０ ５２ ５７ ７２ 1０８ ９６ １３５ 1６９ １４８ １６２

１５５ １６５ １３２ １３８ 1０３ ５２ ５８ １０７ ９４ １２５ １４６ １３５

1６５ １８３ １４０ １４７ 1０３ ５０ ６７ ７８ lＬ３ １０２

巳－

１１８

１２５ １４８ 1３７ １５７

１７０ ２０２ １４５ lａＯ １０５ ５７ ６２ １２７ １４５ １６９ １４６ １６２

表１－４御岳フィッシングセンター(h）における水温とｐＨ（１９７７）

数値は各月の平均値を、（）内は最高値・最低値を示した。

ＦＩＬ〈

(奥多摩業績７８０３）
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②日原川汚濁源調査

原武塑．斉藤実④・加藤憲司

台風５．６号による降雨（５号１７３４１，，，６号ｕ４０ｍｌｍ）以後、日原)||から流入する濁水が多摩１１１

に流れ川を白濁化した。この状態は４日経過しても依然おさまらないので汚染源の調査を行った，

ァ．方法

自動車で川沿いに目視で汚濁地域を調査し、孫惣谷出合い、国民宿舎日原ヒュッテ下、平石橋、ね

よと橋の４点で水温測定および採水を行った｡ｐＨおよび蒸発残留物については試水を持ち帰り、ｐＨ

は比色法、蒸発残留物は定温乾燥器で１２０℃、２時間後に秤量した。調査は１９７５年８月２７日

に実施した。

イ．結果

調査結果は表１－５に示した。

孫惣谷出合いでは全く清澄であったものか、ヒュッテではささ濁りとなり、兎峯下流は徐々に粘士

色の濁りとなり、平石橋では川底の透視が困難であった。

表１－ｓ調査結果

[I⑪

ｍはit占十Ｐロ

露発礒留キ

平石橋・ねよと橋間で白濁の度合いが更に増

し、これより下流の奥多摩鉱業氷川工場あたり

から、急激に粘土色の濁りを増した（図１－２

参照）。

,ｐＨは上流から７．４，７．７、７．８，８．０と下

流にむかって高くなり、アルカリ質の流出が予

想された。

蒸発残留物は孫惣谷・日原ヒュッテでは変化

みられなかったが、平石橋では孫惣谷の約２倍

戦
１１凍谷

日
原
ヒ
ュ
ッ
テ

峯

と橋

(至奥多摩湖）

図１－２日原川の汚濁状況

●調査点、今奥多摩鉱業所

..、ささ濁り、１１１１白濁して川底の透視できず、

×××褐色おびる
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ねよと橋では約５倍に増加した。

日原川では増水時の濁水が澄むのに長期間を要することが多く、多摩川本流の河川つり場や釣り人

からの苦情が多い。今回の調査では、その直接の原因を明確に出来なかったが、濁水が粘土色である

こと、採石現場もしくはその加工工場を通過すると濁りが大きくなることなどから、採石の影響も示

唆されており、水中生物に対する影響も含めて、今後調査を続けたい。

『

DＰ

－１４１－



Ｚ）魚類

加藤憲司

、緒ロ

多摩川水系においてその魚類相が、都市の拡張、資源開発等によって変貌をよぎなくされてきたこ

とは既述のとおりである。本水系における魚類生息環境の保全およびその増殖対策の一環として我々

は１９７３年７月から１９７８年１月の５箇年間にわたり多摩川水系の中～上流域の各地点において魚類

の採集をおこなった。またこれに平行して聞き取り調査を実施して本水系の魚類相の把握に努めた。

この他既往の文献も参照した結果、現在多摩川水系に生息する主要な魚種の分布状況をある程度明

らかにできたと考えるので報告する。萱た本報告では聞き取り調査等からの'情報をもとに知近年特に

忙減少の著しい魚種、逆に増加した魚種に注目し、その消長の原因について環境との関係を考察した。

なお本報告の採集記録の一部は東京都水試21)２０と重複することを付記しておく。

②採集水域の概況と採集地点

採集地点は多摩川本流の関戸橋を最下流として、本流では昭和橋に至る１２地点、支流では浅川ｌ

地点、秋川８地点、日原)''５地点、小湧水流の矢川１地点の合わせて２７地点であった。各調査地点

の位置は図２－１に示し、調査曰を表２－１に示した。採集水域の概況は以下のようであった。なお

水質については既存の資料を表２－２にまとめておいた。

忽侭弓ョ
Ｎ

fTfDiffiL
四ﾉ西丁日一、「

辱蝋

、

､
、

、二
、

1｡ 。
４

コュア
ーー●

~、
２１

／~－、

－｣－、
０１０Ｋｍ

、ニーーーーーーヘ、
、図２－１調査地点の位置と地点番号

日原川（枠内）の詳細については図２－２に示す。
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表２ 調査地点と調査日１

地
点
番
号

査調 年 月 日
河川名 地点名

１９７３ １９７４ １９７５ １９７６ １９７７ １９７８

UljI
多摩

!）ｉｉｉ
務
妬
雑
務
堀
務

一
藩秋

J2a)'8｜％溺聖（

〕26沙６ ％務班

％溺潅

％溺潅

％溺溌

好

遍甥 務潅渚|ｿ/鍔|/影ﾒ（２１１新井橋

蝿
“
％

＃
縦
紬
方

％

％
脇

(日野市） '匙 垢桟

倉沢

'j､川谷

唐'松谷

大ｉ雲取谷

(奥多摩町）

（〃）

（〃）

（〃）

日原） ２２

２３

２４

/;ｉｆ;秘≦25

/３７ﾉ?≦2≦25

２５

長沢谷（〃）２６

％ 1％矢 矢川（国立市）２７

1４３



表２－２魚類調査地点の水質（１９７６年４月～１９７７年３月）

本表は「東京都．１９７２．都内河川・内湾の水質測定結果」によって作成した．

調布橋は柳淵橋の１８ｋｍ下流、高幡橋は新井橋の１ｋｍ上流に位置する。

測定値の単位はｐＨを除いてｐｐｍである。各項目につき範囲を上段に、（)内に平均値を示した。

側 多摩川 秋川 浅川
一一一一一一

．高

幡

橋

定
項
目

拝
島
橋

調
布
橋

東
秋
川
橋

関
戸
橋

羽
村
堰

昭
和
橋

沢
戸
橋

日
野
橋

７．１－８．８

（７．４）

５．６－１２．１

（８．８）

１．３－２１．２

（６４）

２．１－１４．８

（５８）‐

７．１－７．８

（７４）

６．６－１２．３

（９．３）

１．０－１３．３

（４３）

１．１－１０．４

（４４）

７．３－８．８

（７．９）

９．５－１４．３

（１１６）

０．５－３．２

（Ｌ７）

１．０－２．７

（１．８）

７．４－７．８

（７５）

７．３－１３．４

（110）

０．１－４．８

（１１）

０．２－１，６

（０９）

７．２－８．２

（７．６）

１．２－１２．９

（１０．４）

０．３－３．０

（１２）

０．５－２．１

（１．０）

７．３－８．４

（７．９）

９．０－１３．６

（１０８）

０．６－２．２

（１２）

０．６－２．８

（１．４）

６．９－７．６

（７．２）

５．３－１２．７

（８２）

２．４－１６．５

（８１）

２．９－１２．７

（６．４）

7.3-8.1

（７．６）

９．６－１３．３

（11.2）

０．５－１．８

（１１）

０．７－１．９

（Ｌｌ）

６．９－７．５

（７８）

４．５－１１２
（７．５）

３．３－２２７

（107）

４．４－１５７

（８２）

Ｈ
Ｏ

ｐ
，

ＢＯＤ

ＣＯＤ

ア．日原川

全)||が深いＶ字型溪谷であり、本調査の全調査域を通じてその上流部に民家のないのは日原川の
￣

各調査地点のみであった。なお調査地,点の最上流部の標高は約１，５００腕であった。

イ．日原川合流点～羽村堰

奥多摩湖からの発電用導水路の放水ロが海沢、御岳の２箇所にあり、これより上流部の水量は奥

多摩湖の余水および日原川をはじめとする支流群によって確保されている。また発電所放水の水温

は夏季でも１６～１７℃程度と低く、この影響は羽村堰まで及んでいる（水温観測の項参照）。

羽村堰より上流部では、途中青梅市等からの生活廃水の流入はあるものの水は清澄で、青梅市日

向和田付近より上流では山地が流れに迫り、溪谷を形成している。

ウ。羽村堰～秋川合流点（昭和用水堰）

羽村堰において多摩)Ⅱ本流の水はそのほとんどが玉)||上水および村山・山口両貯水池へ導水さ

れてしまい、堰下には通常ごく僅かの水流があるにすぎない。この水量の少なさに加えて永田橋上

流における都市下水路の流入により水質は一挙に悪化する。この付近では水は濁り、下水臭を発し

川底には腐泥の堆積が著しい。この状態は支流の秋)||が合流する福生市熊Ⅱ|官で続く。一方本区間

は河川が平野部を流れるため、流れの両岸には広い河原力瀝開し、ここでは各種植物の群落も発達

している。また、両岸の丘陵・段丘崖からの陰水流か河原を貫流して本流に流入している箇所もあ

ろ。
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エ．秋川合流点～関戸橋

秋)||の合流後、本流は水量も増加し、水は透明で川底の腐泥の堆積量も少なくなる。しかし下流

にいくに従って、各種下水・廉尿処理場・下水処理場廃水等の流入を加え水質の悪化がふられる。

特に日野橋より下流部では永田橋～秋川合流点でみられたのと同様の汚濁が観察される。この区間

も両岸には広い河原が展開するが、整地ざれグラウンドとして利用されている部分も多く、羽村堰

～秋川合流点間でみられたヨシ等の大規模な群落は少ない。

オ．浅川

新井橋ｌ地点のみの観察であるが、通常水は濁り、下水臭、腐泥の堆積等は本流下流部と同様で

あった。

力．秋川

山田堰付近より上流部では、高尾橋～小和田堰間を除いて山地が流れに迫り溪谷となっている。

水は全川を通じて透明であるが近年下流部でやや濁りがみられるようになった。本川は奥多摩有料

道路建設工事等の土砂により淵が埋まり、早瀬も減少して河床が平坦化している。特に山田堰より

上流部は溪流本来の河床状態を失ってしまっている。

キ．矢川

立)||市羽衣町の湧水を起点とし、立川段丘の各所から湧出する水を集合して国立市谷保で府中用

水に合流する流程約１．５Kｍの小川である（川幅８～４加、水深１０～３０，１）｡一時期水質が悪化

していたが現在は清澄な流れとなっている。

⑤調査方法

採集方法は、日原川の各調査地点で釣りによった他は原則として各地点とも、調査地点を示す橋ま

たは堰の上・下流ｌＯＯ７７ｚ以内において投網・曳網・手綱等を適宜用いておこなった。この他出漁中

の釣り人からの標本の寄贈も受吠在た目視びくのそき等による生息確認もおこたった。

同一魚種が多数採集された場合は計数後に放流した。

採集魚は原則として現場で１０％ホルマリンで固定し実験室へ持ち帰り、種の査定および測定をお

こなった。種の査定は中村30）に従った。

聞き取り調査は漁協関係者を中心に適宜実施したつ

④調査結果

各地,点別の採集記録を別表に示した。全区間での採集魚種は以下に示す１０科２５属２７種であっ

た。この他に１９７３年１２月１７日に関戸橋地点でタナゴ類１尾（全長５５ｍ加）を採集したが標
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本紛失のため種名は不明である。フナ類については亜種を区別しなかった。

ヤツメウナギ科Petromyzontidae

LスナヤツメEntosphenusreissneri（Dybowski）

科サケＳａｌｍｏｎｉｄａｅ

２．ヤマメOncorhynchusmasou（Brevoort）

３．アマゴOncorhynchusrhodurusJordanetMcGI1egor

４．ニンマスＳａｌｍｏｇａｉｒｄｎｅｒｉＲｉｃｈａｒｄｓｏｎ

５イワナSalvelinuspluvius（Hilgendorf）

科Plecogdossidaeァユ

６．アユＰｌｅｃｏｇｌｏｓｓｕｓａｌｔｉｖｅｌｉｓＴｅｍｍｉｎｃｋｅtSchlegel

イ科Cyprinidae．

７．タモロコGnathopogonelongatuselongatus（TemmincketSchlegel）

８．ニゴイHemibarbusbarbus（TemmincketSchlegel）

９ツチフキAbbottinarivularis（BasilewdEy）

１０カマツカPseudogobioesocinus(TemmincketSchlegel）

１１．ゼゼラBiwiazezera（Ishik…）

１２モツゴPseudorasboraparva（TemmincketSchlegel）

１３ウグイTribolodonhakonensis（Giinther）

１４アプラハヤMorocosteindachneri（Sauvage）

１５カワムツZaccotemminkii（ＴｅｍｍｉｎｃｋｅｔＳｈｌｅｇｅｌ）

１６オイカワZaccoplatypus（TemmincketSchlegel）

１７．フナCarassiusauratus（TemmincketSchlegel）

１８．コ イＣｙｐｒｉｎｕｓｃａｒｐｉｏＬｉｎｎａｅｕｓ

ドジョウ科Cobitidae

l9・ドジョウMisgurnusanguillicaudatus（Ｃａｎｔｏｒ）

２０．ホトケドジョウLefuaechigoniaJOrdanetRichardsoｎ

２１．シマドジョウＣｏｂｉｔｉｓｂｉｗａｅＪｏｒｄａｎｅｔＳｎｙｄｅｒ

ナマズ科Siluridae

２２ナマズParasilurusasotus（Linnaeus）

キギ科Bagridae

２３ギパチPseudobagrusaurantiacus（TemmincketSchlegel）

メタ・力科Cyprinodontidae

２４メダカOryziaslatipes（TemmincketSchlegel）

／、 ゼ科Ｇｏｂｉｄａｅ
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２５．ヨシノポリRinogobiusbrunneus（TemmincketSchlegel）
２６．ジユズカケハゼRhodoniichtlVsIaers（Steindachner）

力ジカ科Cottidae

２７．カジカCottuspolluxGiinther

各地点の採集魚種を表２－３に示した。またこれらのうち稚仔魚（幼生を含む）の採集されたのは
ｽﾅﾔﾂﾒ.ﾔﾏﾒ･イワナ･ﾀﾓﾛｺ･ﾆｺﾞｲ・ツチフキ･モツゴ･ウグイ･ｱﾌﾞﾗﾊﾔ･オイカ
ワ・フナ・ドジョウ・シマドジョウ・ギバチ・カジカ・ヨシノポリの１６種であった。なお、この他
にキンギョが日野橋で３尾（全長４５～１３５１７２ｍ）採集されているが、整理の都合上今回はフナと
して扱った。

⑤考察

ア．地点別の魚類相

本調査の調査期間と調査時期．地点が重複する東京都水試２１）、中村２７)の両報告の結果を本

報告の調査結果に加えると、各地点の出現魚種は表２－３に示したとおりである。地点別の魚類相
と、その特徴を下流から順に記載すると以下のようになる。

関戸橋～多摩大橋

アユ、タモロコ、ニゴイ、ツチフキ、カマツカ、モツゴ、ウグイ、アブラハヤ、カワムツ、オイカワ、

フナ、コイ、トヅコウ、シマトツョウ、メダカ、ヨシノポリの１６種が採集されている。このうちアユ

は関戸橋付近にも放流されているにもかかわらず、ここでは採集されていない。ウグイの採集量はオイ

カワに比べて非常に少ない。日野橋では汚水の流入する左岸を主体に採集したカミ右岸ではまだ水質も
比較的良好でありぃ今後は両岸における出現魚種の相違にも着目する必要がある。

拝島橋・昭和用水堰

出現魚種は前記区間とほぼ同様であるが、両地点ともアプラハヤが断続的に採集され、拝島橋ではナ
マズがとれている。

永田橋・羽村堰下

永田橋では、汚濁の著しい本流と、右岸から流入する湧水流の両方で採集をおこなった。ギバチ、ホ

トケトヅョウ、ジュズカケハゼ、ヨシノボリは、全てこの湧水流から採集された。この湧水流からはそ

の他にもモソゴ、ウグイ、アプラハヤ、ドジョウ、シマトヅョウの各種の稚魚が採集された。本地点で
は、日野橋～昭和用水堰下の区間の共通出現種からアユ、ニゴイ、カマツカの３種が消えているか、傍

水流から採集されたギベチについては多摩川本流では唯一の出現地点となっている。またこの地点を境

にウグイ、オイカワの採集量が逆転し、ウグイの割合が多くなる。羽村堰下では水量は少ないものの水
は清澄であり、本地点て､初めてカジカの出現をふる。なお東京都水試２１）は永田橋を貧腐水性域に含め
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表２－３１９７３～１９７８年の多摩川水系における地点別出現魚種

地点番号

、
｜
柳
淵
橋

、
｜
川
井
堰

皿
一
昭
和
橘

昭
和
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水
堰
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摩
川
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羽
村
堰
上

拝
島
橋

羽
村
堰
下

多
摩
大
橋

関
戸
橋

日
野
橋

水
田
橋

地点名

■ご=T=芒
△

￣￣｜

(！!」
４

総出現種数
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表２－３（続き）
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５１５１６ １３ ２１１ ２ ２ ６

○：本調査による採集

。：東京都水試'9)の採集

△：中村２５)の採集

総出現種欄の上段は本調査によるものを示し、（）内は東京都水試１９〕中村２５)の
出現種数も含む。
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ているが、本地点の汚濁の進行は明白であり、強腐水性域とするのが妥当である（底生動物の項参照）。

羽村壇上～昭和橋

スナヤツメ、ヤマメ、アマゴ、ニジマス、アユ、タモロコ、カマツカ、モツゴ、ウグイ、オイカワ、

フナ、トショワ、シマトヅョウ、ヨンノポリ、カジカの１５種が出現するが本区間全体に共通出現する

のはウグイ、カジカである。中村２７）はこの区間をウグイ・カジカ型水域と仮称している。

羽村堰上には砂泥底のワンド（入り江）が点在し、ここからはタモロコ、モツゴ、フナ、トツラウ、

シマドジョウなどが採集され、本区間の出現魚種数を増加させている。ｚfたここは本調査でスナヤッメ

が採集された唯一の地点である。オイカワの採集量はこれより上流域では非常に少だ〈たり、その採集上

限は多摩川橋であった。

浅川（新井橋）

ニジマス、タモロコ、ツチフキ、モツゴ、ウグイ、アプラハヤ、オイカワ、フナ、コイ、ドジョウ、

シマドジョウ、メダカ、ヨシノポリの１３種が採集されている。このうちニジマス、アプラハヤの２種

は本来比較的上流域の生息種であり、また、これらがいずれも’２回の調査中１回のみの採集であるこ

とから本地,点における常時の生息は疑問に,思われた。

秋川

東秋)||橋では全調査地点中最多の１８種か出現した。魚種の構成をみると、多摩Ⅱ|本流の多摩川橋よ

り下流部に出現したほとんどの魚種がこの－地点に集約されていることがわかる。すなわち昭和用水堰

から関戸橋の間の出現稚魚にギベチ、ジュズカケハゼ、カジカが加わって多彩な魚類相を形成している．

二枚貝に産卵する習性をもつヒガハタナゴ類のいないこと、オイカワの採集量がウグイよりも多いこ

とを除けば、本地点では往時の多摩川中流域でみられた魚類相２４）がまだ保存されているものと思われ
非常に興味深い。

秋川橋より上流部ではヤマメが出現しこの他にはウグイ、アプラハヤ、オイカワ、カジカ等特定の

魚種のみの生息となる。ウグイとオイカワの採集量をみると、東秋川橋ではオイカワがウグイよりも多

いカミ沢戸橋ではオイカワの出現は稀になりその上流の上日向橋では生息をみない。

日原川

生息魚種はヤマメ、イワナ、ウグイ、カジカに放流されたニジマスを加えた５種か生息すると思われ

るが今回の調査で採集しえたのはヤマメ、イワナのみであった。ウグイは１９７６年６月４日に多摩川

合流点の約３００ｍ上流で稚魚を確認しこの他ここではカジカも採集しているがこれらの２種の分布

上限は明らかでない。
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イ．各種についての考察

スナヤツメ

本調査では羽村堰上のわずかｌ地点でのみ採集された。採集尾数２尾のうち1尾はアンモシーテス期

幼生（１３４，，ｗｌＴＬ)、もう１尾は成体（１７１汎ｍＴＬ）であった。中村２７）は本種を浅川の浅川橋（八王

子市）、および秋川橋から採集している。本種は通常砂泥底に潜っていることから採集されにくいもの

と考える。

ヤマ〆

多摩川本流の川井堰、昭和橋、秋)||の沢戸橋より上流と南・北秋)||の各地点および日原１１１で採集さ

れた。本種は経済の高度成長期にかなり減少したが、現在は当場で採卵養成した稚魚が各河川漁業協同

組合によって毎年放流（１９７８年放流尾数３１０千尾）されており、釣り人からも一時期に比べてか

ﾅｒｈ釣れるようになったとの'情報を得ている。多摩川本流では羽村堰より上流全域、および各支流群

が主な生息場と友っている。日原川におけるイワナとの分布境界は大雲取谷の小雲取谷合流点付近、長

沢谷ではナギ谷合流点と日影谷合流点の中間地点、，｣、川谷では悪谷合流点といずれも標高,,１００～

Ｌ２００ｍの地点であった（図２－２）。また日原川ではこの分布境界付近で稀に上記両種の自然雑種

ざれ３１１学術上も貴重な河)'|となっている。が採

熱」

JfLpjL
図２－２日原川におけるヤマ〆とイワナの分布概要

○

棡
芥

▲はイワナ、○はヤマメをあらわす。 ０ ５Ｋｍ

アマ．

１９７４年に奥多摩漁業協同組合管内の各河川（多摩川本流、日原)||等）に放流され、１９７４年５

月に柳淵橋、川井堰の調査で採集されている。しかしその後の調査では全く採集されず、釣り人から

も採集の情報を聞かないので現在はほとんど生息していないと考えられる。
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ニジーマス

多摩川橋、大沢橋、新井橋の３地'点で採集されている。本種は北米原産の移入種で本水系ではzwh;自

然繁殖も確認されていないことから採集された魚は全て放流魚ないし養魚場からの逸脱魚と考えられる
27）

ｏ

イワナ

東京都内では日原)''水系にのみ分布するが、多摩川本流でも時折生息が伝えられている。しかしこれ

が日原川から流下したものであるかそれとも本流で繁殖しているものかは不明である。今回の調査では

日原川水系上流の小川谷、唐松谷、大雲取谷、長沢谷で採集された（図２－２）。近年林道の延長に伴

い自動車での入漁者が多く、すでに分布をみない谷が出現するなど資源の枯渇の恐れがでている。

アユ

多摩)Ⅱの日野橋より上流域と秋川の合計’’地点から採集されている。そのほとんどが５月に採集さ

れており、稚魚の放流時期とよく￣致する。現在拝島橋より下流では水質汚濁等の環境悪化により生息

適地が狭められ、解禁日でもアユ釣り人の姿はほとんど象ないという。本流の羽村堰より上流部では

奥多摩湖の底層水の放水による低水温の影響でアユの成長も悪く、７月上旬の解禁日も毎年数尾程度の

平均漁獲尾数となっている（アユ解禁調査の項参照）。秋)Ⅱでは奥多摩有料道路建設工事等の土砂の流

入によりアユの生息に適した淵や早瀬が埋まり小砂利の平瀬の続く平坦な河床となってしまった。中村

２７)は水産資源の保護および増殖の観点から多摩川水系を考える場合アユを主対象とすべきであるとし

ているが、上述のように本種の生息環境は相当悪化しているのが現状であり早急に対策を講じる必要か

ある。

カーマツカ

多摩)||、秋川両河川の聞き取り調査で減少の著しい魚種の筆頭にあげられた。本流では日野橋～昭和

用水堰下、羽村堰上、秋川水系では東秋川橋、引田大橋、沢戸橋で僅かに採集されている。本種はかっ

ては川に入ると足で踏みつぶすほど生息していたという。中村２２）２４）も多摩川水系における本種の減

少を記録している。本種は砂礫底に生息するので、その減少の原因としては腐泥などによる底質の悪化

等も考えられる。

タモロコ

関西からの移殖魚であるか、羽村堰上より下流の各地,点および東秋川橋、新井橋で採集されかなりの

汚濁にも耐えられることを示した。

ゼセラ

東秋川橋から１尾のみが採集されている。元来琵琶湖水系のみに生息する種で、アユ稚魚に混入した

ものと,思われる。

モツ．゛

タモロコの採集地点とほぼ同様の地点から採集されておりタモロコ同様に汚濁に耐える力の強いこと

を示している。中村27）によれば本種は少なくとも昭和，０年以前は調布堰から下流にのみ生息して
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いたが、多摩川の水質悪化に伴って次第に上流に分布を広げたという。
ウグイ

本調査では日原川の各地点を除く全地点から採集されており分布域の広い魚種である。しかし、汚濁
の進行した地点ではその採集量は少ない。南秋川での生息上限は人里付近、北秋川では大沢付近（いず
れも標高約３５０加）であり、中村２７)の結果ともよく＿致した。

本種は第５種共同漁業権の漁業権魚種となっており各漁協は４月上～中旬に人工産卵床を造成して増殖
に努めている。

アブラハヤ

本流では日野橋と拝島橋より上流の４地点、浅川の新井橋、秋川水系の４地点の合計８地点で採集
されている。秋川での聞き取り調査によれば本種は以前は上流域のヤマメ釣りの対象外漁獲物としてよ

く釣れたが、最近ではほとんど釣れなくなったという。中村３２）によれば本種は、山間の溪流から中流
域にいたる河川の淀象や水溜り、山間部の湖沼、あるいは平野部でも湧水を水源とするような水の澄ん
だ細流に生息しくあ首り急､流忙は出ないという。秋川は既に述べたように上流からの流出土砂によって

淵が埋められ、流れは平坦化しており、これらが本種の生息場を狭めていることも推測できる。
オイカワ

上流域を除く各地点で採集される。多摩川本流での上限は多摩)''橋付近、秋Ⅱ'では十里木付近である。
秋川では各種の魚種が減少するなかで例外的に増えた魚種て、あるという。また生息域も以前に比べて上
限か拡大したという。

フナ

タモロコ、モンゴとほぼ平行して出現する。この両種と同様汚濁に耐えうる種といえよう。日野橋、
新井橋での採集量が多く、多摩｣'|、秋川の両漁協では放流もおこなっている。
コ イ

関戸橋、日野橋、多摩大橋、新井橋、東秋川橋の５地点で採集されている。各漁協とも毎年放流をお
こなっており、秋川での放流地`点の上限は、本宿付近（檜原村）である。多摩川水系では本種の稚魚は

ほとんど採集されておらず２１）、その再生産の有無について今後とも検討の必要があろう。
ドジヨウ

本流では多摩大橋より下流の３地点、永田橋、羽村堰上、浅川の新井橋から採集されている。関戸橋、
日野橋、新井橋等でかなり採集されるため、本種もやはり汚濁に耐えうる種と言うことができる。
シマドジョウ

東京都水試２１）、中村２７）の採集結果を加えると本流では昭和橋を除く全地点、秋),,の沢戸橋より下
流の全地点および浅川の新井橋て囑採集されており分布域か広い。
ナマズ.

本流の拝島橋と秋)||の東秋Ⅱ|橋の２地点のみで採集されている。本種は夜行性で採集が困難である。
東秋川橋での採集は増水で水が濁っている時におこなわれた結果である。
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ギバチ

本流では永田橋の湧水、秋)11では東秋川橋、山田堰下で採集されており、中村２７）はこの他に秋｣,,橋
で採集しているｎ本種も減少の著しい種である。但し、夜行`性の魚なので採集方法が困難であることも

採集地点の少なさに影響していると考えられる。

〆夕力

多摩大橋と新井橋の２地点のみから採集されており、その他に東京都水試２１）が関戸橋で採集してい
る。

ホトケドジョウ

矢川および永田橋の湧水流の２地点のみから採集された□中村２７）は秋川の秋留橋の湧水のある浅い
水たまりから本種を採集している。本種の生息場も清澄な流水であるため多摩川水系では減少の著しい

種である。

カジ力

本流では羽村堰下より上流の各地点、秋)''の東秋川橋、沢戸橋、上日向橋、大沢橋の合計’０地点で

採集されている。現在本流の羽村堰下より下流では全く姿を梢してしまったと,思われる｡本種は水の清

澄な礫底に生息し、卵を礫の下側に産みつける習性をもち、また餌は水生昆虫が主体である。このため

土砂の流出、ヘドロの堆積等の河床の悪化は本種にとって直接的な悪影響を与えると思われる。秋),,で

は近年急激にカジカが減少したという。日原川でもかっては日原部落のやや上流まで多数のカジカがみ

られたが林道工事、採鉱、林木の伐採と搬出（鉄砲出し）等の開始後河床があれて激減し、現在では雁

とんどみられないという。日原川水系では１９７６年に川乗谷において中村２７）が採集している。

その他

中村２７）は上記各魚種の他にウナギAnguillajaponicaTemmincketSch,egelを秋川橋で採集

している○本種については秋川漁協の放流が毎年おこなわれていることから、この採集魚も放流魚の可

能性が高いと思われる。

ｳ・主要魚種の分布範囲

以上の考察から本水系の主要な生息魚種の分布範囲を若干の推察も加えて「可能なものは図２－３
Ｊ

に示した。

エ環境指標生物としての魚類

本研究の結果、多摩)||本流と秋)||において魚類の分布概要を把握することができた。主要な出現魚

種の分布をみると、まず最上流部の日原川源流にイワナが出現し、次いでヤマメ、やや下流でカジカ、

ウグイ、アユ（放流由来）かあらわれる。平野部に近くなってヤマメが姿を消し、かわってオイカワ

が出現しはじめる。更に下流ではウグイとオイカワの採集量は逆転し、玄た、この付近より下流では

タモロコ、モツゴ、フナが目立ってくる（図２－３）α津田．森下３５）は淀川水系における魚類の分
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虻二）
図２－３多摩)|｜・秋川における各種の分布概況

１９７３～１９７８年の採集記録をもとに－部推察を加えて作成した。

分布域の端に止め線のあるものは分布限界の明らかなことを示す。
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布と水質汚濁との対応について概観しており、そのアユ、カジカ、オイカワ、フナ等の消長パターン

も今回刀多摩川水系における調査結果に類似の傾向を示した。しかし、これら魚類の分布も環境条件
の異る多摩Ⅱ|本流と秋)||では微妙に異っており、現時点で環境指標生物として用いるにはむずかしい

面がある。水野３４）は、，）魚類の移動能力が大きいこと、２）定量ﾛ慨集が困難なこと､３）地域
ごとに魚類相の異ること、などの理由で、魚類を環境指標生物として取り扱うのに様々な問題点のあ

ることを指摘している。今回の調査でも、例えばウグイの消長をみると、汚濁の進行と平行して採集
量の減少がみられるように,思われる。しかし、永田橋のような強腐水性水域でも採集量の多い特異的
な地点もあり、その指標生物としての取り扱いには困難な面がある。＿方、伊藤３８）は、「魚類は一

般に水生生物の中ては最も長い生活史を有するので持続的な指標性という面ではすぐれている」とし

ている。我々もこの観点に立って、本調査の採集結果および聞き取り調査等から得られた魚類相変遷

の長年にわたる歴史を併せて検討すると、多摩川水系におけるu汚濁に耐えない種"と"汚濁に耐えうる種，の識

別はある程度可能と思われた。すなわち前者のグループには、アユ、カマツカ、アプラハヤ、ギバチ、

カジカが、後者のグループにはタモロコ、モツゴ、フナ、ドジョウがあげられる。但しここでいう汚

濁とは水質の悪化のみでなく、底質の悪化等、魚類の生活史の－部あるいは全体に悪影響を及ぼす諸

要因も含んでいる。但しこれらの諸要因と魚種の消長との因果関係については、更に今後詳細な調査

を実施する必要がある。

当然のことながら、上記の２つのグループは互いに敵対関係にあるものて､はない。後者のグループ

に位置づけられた各魚種も必ずしも好汚濁種ではなく、むしろ汚濁耐忍種なのであるということを認

識しておく必要がある。

そしてこれらの政汚濁に耐ええない種,,が'恒常的に採集される時点をもって、我々は河川環境の回復

を知ることができるのであろう。

秋川の東秋)||橋ではこれら両グループの魚種が採集されて本地点の魚類相が多様であることを示し

ている。このように魚類相が多様で、しかもそれか持続性を有するようなモデル水域を拡大すること

が、今後目指していく何),環境回復策（特に中流域における）の一つの方向と考える。中村27）のい

う、ウグイ．カジカ型水域"の拡大も同様の主旨と考えるものである｡

ダ

オ．魚類資源の保護と回復

中村２４）２７）は多摩川における魚類資源の回復法としてｌ）羽村堰の取水を停止し、下流部から
の取水に切り換えることによって中流部の水量を増加させる、２）都市廃水の浄化を撤底させる、

３）水源林乱伐・骨材乱掘の抑制、４）水量．水温の曰変化の安定等をあげている。我々もこれら

の主旨に賛成し、次のような方策を提示する。

①河川形態改変の抑止

工事等に伴う河川への±砂の流出は淵や浮き石を埋め、河床を平坦化させ、その結果、魚類の生

息場．産卵場．摂餌場等を破壊する。例えば、水質面ではまだ良好な日原川や秋川においても河床

－１５６－



形態の悪化に伴う魚類の減少が生巳ている。今後各種の工事（道路建設。河川改修等）、伐採．採

掘等の開発行為を抑制し､環:境を保護するとともに、注たすでに河川環境の悪化した水域では、必、

要に応じてＬＡＧＬＥＲ３６）らの河川改良技法も導入してその回復をはかる必要4)あろうし，萱たその
対象としては前述の日原川、秋川のように水質の良好な水域があげられ、対象魚種にはイワナ、ヤ

マメ、‘ウグイ､アブラハヤ、カジカ等があげられよう。

②水量・水温の安定と低水温域の高温化

奥多摩湖から流出する低温水の流れる多摩川本流の御岳～羽村堰間においてアユ等の成長を促進さ

させるために水温上昇の方法を考える必要がある、しかし当面実現困難な場合はサケ科等の冷水性魚

類の増殖優先も考えるべきであろう。

③河川水量の確保

中村２２）２７）のいうように羽村堰からの取水を停止し、下流からの取水によって中流域の水量を
を確保しその魚類相の回復をはかる（カマツカ、ウグイ、ギバチ、カジカ等が主対象）。但しこ

れには次項で述べる水質の浄化か必須条件となる。

④都市廃水の徹底浄化

生下水が河川へ直接流入するのを防止するのは勿論であるが、下水処理法についてもきだ多くの

問題が残されている。現在河川へ放流されている下水処理場の処理水は、下水臭、濁りともに著し

く、この水を見る限り下水処理場ではなく下水放水場の感さえする。そしてそこに生息する生物も

また汚濁に耐えうる種ばかりが出現する。現在進行中の流域下水道計画についても、尿尿．＿般下

水の￣括処理をはじめ多くの問題点か未解決のささ残されており’8）、本計画が河川水質の改善に

抜本的な解決を与えていないことがわかる。今後その放水位置も含めて再度の見直しを望むもので
ある。

⑤魚類の保護と増殖

魚類の増殖は自然の再生産力を活用するのか原則であるが、イワナ．ヤマメ等のように生息絶

対量の少ない遊漁対象魚については、禁漁区の設定およびその撤底した管理、種苗の放流等によっ

て、保護と再生産の助長をはかる必要かある。注た中流域の湧水流には、アブラヘヤ、ギバチのよ

うに現在汚濁のすすんだ本流には生息できなくなった魚種もまだ生残しており、これらの湧水を

保護することも将来の中流域の回復を考えるうえで重要と考える．また、現在河川漁.業協同組合で

実施しているウグイ人工産卵床の造成についてい,,の条件を考慮して積極的に取り組む必､要かあろ
う。

－１５７－



別表地点別魚類採集記録

jIilii;nilｷﾃﾞ堅l〕菫工rii=iijjj
関戸橋

１９７ａ７２０ １９７ａｌｌ、７
－

１２：４５

1９７３１２．１７ １９７ａ1０．２７ 1９７４．２．２７ １９７４．５．２５
￣￣￣－－－－－￣

１３：００

１５：１５
￣－－￣￣￣￣－－

２４．３

９：４０－

１０：１０
１０：００－

１１：４５

ＴＯ

９：５０－

１１：５０

１２：４５－
１５：００

２４．８ １５．２ lＴ５ 1２．８句
三
二

４

８４－１１３
３７ ２１

６５－９２
１

６８ ５８－８６

２

１０４－１１１ ７２
－－－－－

９

５０－７］

３

７４－８５
３

８１－１０９

１

１０４
１

９０

１３

７１－１０１
２１２

４１－１０５

１１９ １７

６９－９１
９７

４４－１１０

１

７０
４２

２７－９６

１３

８１－１１５
２

６８－８７

1

１００
１

９８

１９

７３－１０７
１２８

４２－１１０

１

９７

６９

４３－１２０
２８７

３０－１３９

６

６７－１２０ 3:11271
２０

３３－１０１

１７

５６－８４

６４

４０－１４７

１

１３５
５６

５１－１２２

３６

６９－１１９

９

８２－１８３

３

１０２－１９４

１

８０

３２

出現種数
Ｆ７

５ ８ ７６ ３

技・呪採集方怯 投 投 投 投 技・曳投
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ことを示す。採集方法の,'投'’’1曳，，．,手”は各々投網・曳網・手綱をあらわす。

野 橋

］９７６９ ９７６１Ｌ２１９７５．９１９
－

１０：３０－
１１：３０
－

２５．０‘

１９７６２２５

１４：５０－

１５：５０

１１．４

1９７６３３０１１９７６６２ １９７'ｚａ２３

１４：１０－

１５：００

１２．０

］１00

１１．４皿:i註35110:牡2０
１４．０ ２０８

８

６４－７９
４

６６－７７
３

８４－９１

１

６１
１

８４

３

６１－７９

０
－

７６

１

５５

５

９５－１１４

７

６２－１０７

２
４７－５４

ｏ
Ｓ

ｌＯ１－ｌＯ７

２

５６－６６

１

７６

８８

４４－１０８

１１８

４６－１１８

８３

４８－１３７
４

５２－１０２

１８．

４７－１４０

５

６９－８５

２
５５－６９

１

１６８

1２９．

－－￣

１

４９

－－

６

－

投

６ ７ ８

■￣一

投

６ ６ ７ ６

￣

役技 投 役 技 役・手
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別表地点別魚類採集記録

各魚IYilについて、上段に採集個体数を、下段にその全長(､､）範囲を示した｡＋印は確認し

日野橋（続き） 多調査地点

調査日

調査時間

水温に）

スナヤツメ

ヤマメ

ァマゴ

ニジマス

イワナ

ァユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モﾄﾞｿゴ

ウグイ

アフ゛ラハヤ

カワム、ソ

オイカワ

フ ナ

コイ

ドジョウ

ホトケ
ドジョウ
ー一一

s/マト゛ソ吉ウ

ナマズ

ギーベチ

メダカ

ヨンノポリ

摩

1９７４．２２７ 1９７４５．２４ ｌ９７４ａ２２1９７３１０２７

１３：００－
１５：４０

１９７８１．２５１９７'Ｚａ２７

９：４０－

１１：４５

２１．６

１２：３５－
１４：００

１２：５０－
１３：５０

１３：（)0－

１３：５０
１０：１５

１７２１１．２１５．２２１．０ １１．４

４

１１０－１３３

２

７５－８１

９

６８－９３
３０

５９－１００
２１

６０－１１０

１

６７
７

７６－１３９
５

９０－３５０
１

１０５

４

６２－７０
２

７６－９７

１

６４
８

７２－１１１

０
￣

７６－７７

６

６５－１１４

３

６９－１１２
６

７１－９７

３３

３０－７５

３

３９－１０８

３

６６－７７

４

７１－８９

９

６４－８３
２

７８－８０
４８

６０－９９
２９

４６－９３
１

３９

２４

７０－１３２
２３

７３－１１５
１６

６４－１０７

１６３

２９－１１４

１９

４０－１１４１

２
６４－７４

４４４

３３－１３８
２６３

３３－１２２
８４

３９－１１７
２３

３２－１２２
７

９２－１１８

２

５５－６５
７

８０－１０３
７

６２－１１１

５

８６－１２２
３７

５２－１９７

７

６８－１１９

８

５８－１０７

２
７０－２７３

１３

７３－１１９

１

１０２

－－￣

￣

６

２９－３６

４８

￣￣

８

役・曳

９

－

投投採集方法
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たことを示す。採集方法の鰄投'，（,曳'，“手''は各々投網・曳網・手綱をあらわす。

犬 橋 拝島橋

１９７ａｌＯ２６

９：４０－
１１：３０

１６４

１９７５．１２３
－￣￣￣￣－－－

１１：３０－
１２：３０

￣￣￣￣￣－－－

９１７$

1９７６２２５１１９７６３３０１１９７６５．２７ 1９７６９７ 1９７６１１２０ 1９７７３２３

１３：２５－
１４：２０

１３：４５－
１５：００

１２５

１２：００－

１２：５０
１３：２０－

１４：００
１３：００－

１３：５０
１２：４５－

１３：５０

１１．４ １５．１ ２４．５ １０．７ １１．２

４

６８－７４

１

２５２

４

７６－９８
５

６６－９５
１

６０

５

１０４－１３３
１

１５９
１０

１４８－２９３

ワ
ー

１５１－２６１

４

７４－８８
２

９１－１００

１

９２
１

１０８
１

１１８
９

６７－１７２

１０

６６－９６

４８

５５－１３０

１２

６０－１０８
４

６８－７６
５

８５－９８
１

６６
４

６０－８３
５３

５８－８２

７

６４－９２

８

７３－１３３
１０

６８－１８２
２

１６１－１８９
９

６８－２５３

１

８０

３６

４１－１２４

０
と

５５－７６

４４

３８－１３４

１

６８

７７

４７－１３０
３１

５２－１２２
１１３

２８－１１５
１２

５９－１１５

１３１

２５－１５０

４

５５－１１９

６１

３８－１２４

５

７４－９８
６

１０１－１３８
２

１３６－１３７
３

６９－１０６

１

６８

---‐

､-－’４ ８

一

投

５

－

投

４

￣

投

８

￣

投

６ ５

￣

投投 投 投 投 投 役
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別表地点別魚類採集記録

各焦

Ｊ１:iL〕し
塗ついて､上段に採集個体数を、下段にその全長(")範囲を示したＰ＋印は確認した

拝 島

1９７４．２．２７ 1９７４．５．２４

１３：００

1９７４８２２ 1９７５．９９ 1９７５．１２．３ １９７６２．２５
－

１１：０５－

１２：００
－

６L７

庁竺９：３０－

１１：２０
１３：１５－

１５：１５
１５：００－

１６：００

２６０

１０：４０－

１２：００

5.7 ２１．３ ２２．０ ８８

スナヤツメ

ヤマメ

ァマゴ

ニジマス

イ・ワナ

アユ

タモロコ

ニゴイ

ツチフキ

カマソカ

ゼゼラ

モツコ゛

ウグイ

アフ・ラハヤ

カワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケ
ドジョウ

シマドジョウ

ナマズ

ギペチ

メダカ

ヨンノポリ

ジュズカケ
／、 ゼ

２
１２３－１５０

１

７８
１

７９
２

６３－７０
１

７４ 6５２６６
－－－－－－－

，’
一ｌ

Ｌｌ－且_ﾆｰLL4」
３１

Ｌ2-二LL■

73i8８１

２

２８７－３４８
１

４６

１８

７３－９４
２

９１－９６
２２

４７－９５
２

６６－７３

１

９２

３

７７－１２６

４３

３９－８９
２４

５４－８３

１７

６５－１５４

７４

２７－７２
３

６２－６８

１

７８

２
６８－７１

１１

５４－８８
－－

２４

５２－１０１

４５

６１－１２８
８

５１－１０２
２

６６－７０

４

３４－７１

１

６４ ７４

４７

４８－１２３
２６７
１５－１４２

４２

３１－１０３
３

１０３－１２８
１

９７

５４

２０－１１４
３２１

且lLi」

7,2771
９

９０－１４０
８

３１－１３２

５

９２－１５５
１

８８

８

６０－１０３

７

４６－５５

１

３３５

３

５０－５８
２８

３３－４５
２

５５－５８

カン力

出現種数

－－￣
１

１６

￣

役

１２ ８ ７

－

役

ｏ
］

５

￣

役採集方法 技Ｉ役・曳 投・曳 役

－１６２－



Iifi〒L三i三ｺﾞ芒竜刀掌fif
昭和用水堰下 永田橋

1９７３１０２６

９：２０－
１０：３０

１５．５

1９７６１１２０1９７６５．２７1９７３１０２６1９７８１．２５ｌ９７Ｔ９２７

１４：４０－

１５：４５

２０．０

l９７Ｔ３Ｌ２３

１４：３０－
１５：３０

１４：４５

１５：３０
１０：３０－

１１：３０

１００
１２６１４．０１１．１

６

８４－９８
２

１３５－１４５

３

３１－８７
２
６６

２

３２－３７

８
７０－１０４

３

１５０－２００
２

１０６－１２１
３

７７－７８
３

７７－１０２
１

８８
２

５５－８３

１

６９
３．

７１－８４

￣

３

５４－７８

２７

５２－１８０

１

４８

２７－７６
９

６７－１０１
２０

５７－８９
３

３７－７８

０
￣

９６－１０１

４

９９－１０８

１

８４７０
－

１６

４６－１４４

１３

４１－１７４
１３

５４－１０１
３６

６２－１２５
２７

４５－１２０
３２

３１－１２８

２

５６－６１
２

８２
１

７２

３

８９－１０７

１

９０

６１

２０－１２２

５

３０－６８

６６

６０－１１９
４０

４６－１３９
１４

２８－１１７
１１

８５－１１０

３

６６－１１５

31§１０３１

７面一

２９

２５－１１６

３

１０４－２１４
３

６６－１１５

日

１

７８
１

５９
１

６２

--Ｌ
－－ｉ－

７

￣

役

９８６３

－

役・手

８

－

技・手

４

－

役

５

一

投 技・手役・手役

－１６３－

Ⅱ礼

！＃



別表地点別魚類採集記録

韮二二二逹iii
１９７４．２２８

９：１５－

１０：１０

1９７４５．２３

９：２０－
１１：３０

1９７４．１０３ 1９７５．９１３ 1９７５．１２．４ １９７６２２４
－－￣－－－－－

１０：００－

１１：００
－

１０４

９：１０－

１０：５０
１０：１０－

１１：００

１０：００－

１０：５０

６５ １６１ １６８ ２１．１ １１．４

ス
ナ
ユ
コ
イ
キ
カ
ラ
ゴ
イ
ヤ
シ

、〃
・
ム

マ
ワ

ロ
．
ゴ
フ
ツ
ゼ
ツ
グ
ラ

ン
モ

チ
マ

プ
ワ

ー
ー
イ
ア
夕
一
一
シ
カ
ゼ
モ
ウ
ア
力

１

５３

２

５５－８２

１

６２

１７

６５－１５０

４４

３７－１５３

１

７５

１３

７０－１３４

２

７２－９２

１

７６

８

９０－１３８
オイカワ

フ ナ

コ イ

ドジョウ

ホトケ
ドジョウ
ーー

ンマドジ含ウ

ナマズ

ギベチ

メダカ

ョンノポリ

ジニズカケ
ー’、 ゼ

ヵジカ

出現種数

採集方法

０

一

投

６

－

投

４

－￣

投

２1５

投 投・曳

－１６４－



ことを示す。採集方法の．`投，，瞬曳，，“手，'は各々投網・曳網・手綱をあらわす。

橋（続き）

三７７丁5-亜~｢扇~7丁
羽村堰下

１９７６６２
－－－￣￣－－－

１３：２０－
１３：５０

－一一￣￣￣－－

１７８‘

1９７７１０１９ 1９７８１．２６ l９７６９Ｌ８ l９７６１Ｌ１８ １９７２ａ２４ l９７Ｔ９２８

１３：２０－
１４：００

１８１

１４：３０－

１５：０５
１０：００－

１１：３０
１０：２０－

１１：２０
１０：００－

１１：００
１１：５０－

１２：４０

１１．１１８０ ７８ １６７ １２．６

３

７７－８７

Ｏ
￣

４１－６８
３

７６－９７

４９

４２－１７４
５１

２９－１２７
６４

３７－１７０
２９

３２－１９７
１０２

６９－１５４
７

７６－１２０
１８

９１－１０６
７８

２９－１５１

１４

３７－７８

３

８９－１３６
４

９７－１２２

１

１００

７

８５－１２０
９

２１－１０８
１

９６

ｐ̄

７１－１８１

３

４８－］３３

５２

４

４９－６９

１

５３
２

８２－９２

１

４１

２．
４８－５９

４

４９－５９

１

９６６５

=:二|亡呈
５ ３ ３

￣

投

３

￣

技

1 ２

￣

投役 投・手 投

－１６５－



別表地点別魚類採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を、下段にその全長（１mm）範囲を示した。＋印は確認した

村 堰

一一一一一一

'97川301

羽調査地点

調査日

調査時間

水`温(C）

羽村堰下（続き）

１９７Ｔ９Ｌ２８

１１：００－

１２：００

l９７Ｔａ２４１９７６１Ｌ１８

１１：２５－
１２：０５

1９７６９８１９７８１．２６

１１：４５－
１２：３０

’Ｚ６

1９７７１０１９

１０：３０－
１１：３０

１１：４０－

１２：３０

１７５８８１２６１５．８

ｊ一●’

スナヤツメ

ヤマメ

アマゴ

ニゾマス

イワナ

ァユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウダイ

アプラハャ

カワムツ

`オイカヮ

フ ナ

コ イ

ドジョウ

ホトケ
ドジョウ

ゲ

ンマト゛ジョウ

ナマズ

ギパチ

メダカ

ヨシノポリ

ジュズカケ
／、 ゼ

カジカ

２

１７１－１８６

３

２１－２８
４

７７－８７

１

５９

２

６３－６６

１

６８
５

７７－９５

２４
８７－１２０

２６

２９－１３４

３

６８－７４

１６

２９－９４
６３

７３－１３５
９６

４７－１６０

３

８６－１１０

１

９５

３

１８－５８

５

９４－１１８

１

７０

２

５８－６０

２

４６－５２

｜’

－－Ｌ￣

１

７９

１

－一一一一

カイオ:'1１

６３

－

投

１４

-竺三1重雲x＋－上
採集方壊｜役

２
－－－■

技 投

－１６６－



ことを示す。採集方法の緬投””曳，，碗手，'は各々投網・曳綱・手綱をあらわす。

上 多摩川橋 柳淵橋

１９７８１．２６
－￣－

１３：３０－
１４：３０
－－

６９

l９７ａＴ２０ l９７ａｌｏ２４ 1９７４２２８ 1９７４５．２８ 1９７４．１０３ 1９７３１０２４ 1９７４．３２

９：３０－
１１：２０

５．５

１５：３０－

１６：０５
１２：３０－

１５：００

１５．７

１２：３０－
１５：２０

１２：５０－

１５：０５
１２：４５－

１３：３０
９：２０－

１０：５０

1８２ ,ＺＯ １６１ １５．１ １ａ８

￣

１

１２５
１

１２３

－－－－

１４

９４－１２２
３１

６７－１２０
１２６

３２－１９７
３９

６５－１２１
２６

４５－１２０
３６７

２４－１５８
５３

２９－１３７
１１

３１－１２５

９

８０－１０９
１

１１４
１

１００
２６

６８－１１７

２

４３－９５

５

５８－１３０

1

６０
１

４５

￣

１

７５

３

５３－７]
１

９２
２

５４－６９

２

５４－６９
９

４１－９０

２
２

－

投

２ ３
ＴＤ

Ｃ ３ ６ ２

投 投 役 投 投・曳 投 役

－１６７－



、

別表地点別魚類採集記録

毒i菫二言i墓這孟菫ＪｉＺ
!＝確認した

１９７６３２７

１５：４０－
１７：１０

１９７６２．２４

１２：００－
１３：００

1９７５．１２．２1９７５．９１０

鎧
１２６１

1９７４．１０．２1９７４．５．２１

１４：３０－

１５：３０

１１．２

１４：００－
１５：００

９：００－

１０：５０
９：1０－

１０：５５

８８Ｔ６１６９１４．２二
三
コ
三
君
三
問
三
二
三

１７

７２－１０１

２

８４－１０２

￣

２３
４７－１３３

７５

２８－１２４
２７

２５－１２６
１３

３８－１０１
３５

８４－１１２
１０１

４０－１４３
２７

４８－１１２

１

８３

４

７４－８９
５

７８－９６

皿
－
３

２

－

投

の
△

1８

￣￣

技・曳

出現種数

採集方法

３

－

投
投投投投

－１６８－

Lqc



ことを示す。採集方法の耐投，，憾曳”,,手,'は各々投網・曳網・手綱をあらわす。

□

４（

０

【
】

－１６９－

)|Ｉ井堰

1９７８１．２６ 1９７３１０２３ １９７４．ａ２ 1９７４．５．２１ 1９７４．１０． ，
= １９７５．９Ｌ１０ 1９７５．１２２

１５：００－

１５：３０

'Ｚ４

１３：００－

１５：００

１４．２

１２：１５－
１４：００

６５

１２：２０－
１４：００

１４．８

１１：1５－

１２：１０

１４．２

１１：００－

１２：１５

１８２

１１：３０－

１２：３０

８２

８

８６－１２０
１

１２６

１２
７２－１０８

１

６５

３

８３－１０３
２６

３８－１３４
３６

４１－１２７
１６

６０－１３７
１２７

４９－１６４

３

９８－１１４

Ｄ
凸．

９８－１０８

］

４１

２

４８－５４

、

３４－７３

３

８４－１０２

の
グ

ー

６２－６４
１

１１０

１

８３

３

８６－１００

Ｏ
』

Ｑ
］

。
。
』 Ｃ－ｎ

－

Ｔ－」 ６ ２ ２

投 投 投 技 投・曳 投 投



別表地点別魚類採集記録

各魚種について、

箒
上段に採集個体数を、

昭

下段にその全長（、）範囲を示した。＋印は確認した

和

~亘逗
1９７４．１０２l９７ａｌｑ２３ １９７４．ａ７ 1９７４．５．２２

９：４０－
１３：００

１９７５．９１０
－－

９：３０－

１０：００
－

１４．８

１４：００－
１５：３０

９：４０－－１

=iWL二iLl
２０１９:39
’１２．３

９：８５

－－

６３ １ａ８ １４．５

ヤ
マ
マ
マ
ワ

ロ
．
ゴ
フ
ッ
ゼ
ッ
グ
｜
ア
．
ム
カ

カ
ゼ
モ
ウ
ア
カ
オ
フ
コ
Ⅳ
針
」
》
声
（
密
一
一
〈
益

－１－０̄

1５１－１７１

１

１２０

１２８
３５－１５８

７７

２７－１５９
２８

６９－１７０

６

１３０－１８４

９

１１６－１８５

，０
－‘二

６８－－１０１

６４
２８－１４５

１
川
－
２

１

８４
２

５４－９２ ５７

出現種数 ３｡ｌ

￣｜

~寝－１ 投
＿Ｌ技

Ｉ
採集方陵

－１７０－

，卜05



二二竺二=竺二竺言:ニニーニ竺二茎竺皇璽1二竺二箒=アデ壽
１９７６２．２４
－－

１４：４０－
１５：３０

－－－－－－－

６Ｌ８’

l９７６ａ２７ 1９７６９８ １９７６１１１８

１３：５０－
１５：００

１２２

ｌ９７Ｔａ２４ １９７ａＴ２０ 1９７３１１６ l９７４ａ５

９：０５－

１１：００
－

’i【６

１０：４５－

１１：３０
１４：００－

１４：４５

１２１

１４：３０－

１５：１５
１２：２５－

１２：４５

２３１

１２：４５－
１５：４０

Ｔ２ ９７ ｌａｏ

１

１３９

１

１８５

３

６８－７５

６

４６－９５
３

４７－７１

５

６１－１０１

１

８０

３

６８－６９
１０

６６－９７
６

７２－９０

１０７
４１－１７３

２
６８－９７

０
－

１３７－１５２
１２

１２２－１８２
８

１１－２６
１２

４０－１３４
２５

５２－１２５

２２

７０－１３８
８２

２０－１４５
２１７

４１－１３０

７

４５－９１

１

１０６
５

４１－１０３

一一一》’３

－－１
一
一

二Ｌｌ

２
５９－６２

１

６０

－－－－「

ｌ叩－２

１
邪
一
ｍ

+JＨ
１ ６

投 役 手 投 投

－１７１－



剛
》
『
一
一
吟
ユ
コ
ィ
キ
ヵ
ラ
ゴ
ィ
ャ
ッ
ワ
ナ

》
郡
》

．
Ⅳ
示
川

水
が
ヤ
ア
ー
ー
イ
ア
タ
ニ
ッ
カ
ゼ
モ
ウ
ア
カ
オ
フ

東 秋 川一鵲恥一唖
1９７６２．２７1９７５．１２４ １９７６４．１

－－

１３：２０－

１４：１５
－￣－￣－－－－￣

９【０

１１：３０－

１２：1０

１３：３０－
１４：３０

８６ lｑ５

１

１５５
８

９４－１３２ 1２１

３

６４－７３
２

６７－６８

５

８８－１１０
１５

８９－１０９
０Ｊ

１１０－１３２ ７７

２

６５－７０

の
ｓ

ｌＯ８－１０５

１

７１

１

９４ 102

４

６１－８０
３

６１－８６

４

７８－９０
１２

７３－１２５

１

７４

６８

２０

７１－１０４
－

４

８５－１３７

,
‐

８８二ｌ()０
３

８２－９８
３

７２－１０６

５

７６－１０２
１４

３７－１０４

１７

５６－１３４
２４

５０－１０６
１２

７９－１５０

１４

６４－１２４
１０

７４－１０８
４５

１２－１２０

１

７７

５３
３４－１３８

１６

５０－１２４

５７
３１－１２６

３２

４９－１０７

４４

６０－１３４
１３

６４－９８
１４８

２０－１１４
３０７

２０－１４８

７

５３－９９

４

４８－８５
９

４９－７１
３８

４３－９４
５

４８－１１７

、

５０－１０４

１

７１１９０

１

５７
０
￣

３８０－４９０ナマズ

ギベチ

メタ力

１

４９ヨンノボリ

ジュズカケ
ゼ

カジカ

出現種数

採集方法

１

４２ ７４

８

￣

投

７

￣

投

８

－

投

９

￣

投

１１

投投投・曳

－１７２－



ことを示す。採集方法の”投，杯曳'’’@手，'は各々投網・曳網．手綱をあらわす。

：:大橋橋（続き） 沢戸橋

１９７９２９ １９７６９２１ｌ９７６９Ｌ２１
－￣￣￣￣￣￣

１３：３０－
１４：００

一一一￣￣－－

２０１‘

１９７ａＴ２０

１３：４５－
１４：１０

２６６

１４：４５－

６４

６

７７－１０８

１

５４

５８－８４

１

５８

２２
７９－１１２

４０－

２
”
’
１
“

１傷

５０

２

３０－３２
２２

２

４０－４３

１

３３

３

４２－４８

１
市
－
３

２

Ｃ
ｕ Ｆ７

１１

投・手

５

－

投・手 役

－１７３－



吉ニラ旬

別表地点別魚類採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を、下段にその全長（､､）範囲を示した.。＋印は確認した

沢

稠杳二日

調杳時盾

－１７４－

~壽姜壼言－Ｆ－－￣￣￣テーー￣---￣￣=←￣
調査日

調査時間

水温(C）

スナヤツメ

ヤマメ

アマゴ

ニジマス

イワナ

アユ

クモ ロ

､

．

ニゴイ

ツチフキ

－－－

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

アプラハヤ

カワ ム ツ

オ イカワ

フ ナ
￣￣￣

コ イ

ﾄﾞジョウ

ホトケ
ト゛ジョウ

ンマト゛ゾョウ

ナマズ

ギパチ

メダ力

ヨ シノ ポリ

ソ
／、

ユズカ ケ
ゼ

カジ力

出現種数

採集方法

1９７３１１６ １９７４．ａ５ 】９７４．５．２８ 1974.101 1９７５．９１２ 1９７５．１２５ １９７６

－

２２７

９：１５－
１１：２０

１２：３５－
１５：００

１２：４０－
１４：３０

１８：００－

１３：３０

１０：１５－
１１：１０

９：４５－

１０：３０
１５：００－

１５：４５

１１．９ ８１ ２１．２ ｌａＯ ２０２ ７７ ７５

３

９７－１１４

２
１１０－１５５

１

６４ ●

ザ

１８

９０－１３６

１

４８

１９

３１－１２３

１５７
４６－１８５

１９４

１２－２６５

４３

４６－１２０

３４

７９－１１２

1４

８５－１１５

１

１０１

１

６９

１

５１

１

６２

６

６８－８５

３

６７－８１

３

５０－７３

２
７２－８２

1

８９

２

７２
￣

３ ５ ４ ４ ３ 0 Ｚ
_－■

技 技 投・曳 投・曳 投 投 技



ことを示す。採集方法の”投'’’@曳，，魎手，'は各々投網・曳網．手綱をあらわす。

橋（続き）

311二ｓ
上 向曰 橋

l９７Ｔ９２９ 1９７８１．２７ l９７４ａ６ 1９７４．５．２９
－

９：５０－

１１：２０

1９７４．９２８ １９７５．９１２
－－－＿

１１：４５－

１２：３０

１９７５．１２５
－＿＿

１１：２０－

１２：１０

1９７６２２６
－－－＿

１２：００－
１３：１１
－＿

６LＯ

９：５０－

１０：３０
１０：３０－

１１：５０
９：５０－

１１：２０
９：３０－

１０：３０

１５．０

１１：４５－

１２：３０
－－－_＿

２００

９：５５

1６２ ａｏ ６０ １６９●

１０

８３－１４０

６

９６－１２５

２５

５８－１０６

９

７５－１０８
１７

６８－１４１
７２

９０－１９４
５３

１３－１１９
１９

６７－１５８
１

１２８
１１

１１６－１６２

６

６８－８８

２
９５－１００

１

９７

１

６７
６

５３－８１
１８

５８－９０
－

３２

￣

投

２

￣

投

１ ３ ３
１ １

－

投
投 投｜投・曳 役 役

－１７５－



別表地点別魚類採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を、下段にその全長(１，mm）範囲を示した。＋印は確認した
上日向橋

調壱こ上

調杳時時

栄写晨フヲ臼

－１７６－

調査地,点

調査日

調査時間

水温(Ｃ）

スナヤツメ

ヤマメ

アマゴ

ニジマス

イワナ

アユ

クモ ロコ
も

ニゴイ

ツチフキ
￣－

カマツ力

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

アフ゛ラハヤ

カワ

オ

ムツ

イカワ

フ ナ

コ イ

ﾄﾞジョウ

ホトケ
ト゛ジョウ

ンマＷ；旨ウ

ナマズ

ギパチ

メダ力
一三

ヨシノポリ

ソ
／、

ユズカ ケ
ゼ

カジ力

出現種数

採集方法

上日向橋

l９７６ａ３１

１０：２５－
１１：３０

１２：２０－
１３：２０

１４：３０－
１５：４０

９：３０－
１０：３０

１５：２０－
１６：１０

１３：００－

１３：４５
１５： １５う

１６：０５

８１ ６０ ２Ｌｌ １７０ ２０３ ８７ ５．５

－－－－－－－－－

２６
８４－１３０

１

1８７

１

１２８
１

・１２４

DP

１３

1２５－１４０

５

１２６－１３８

５

1９３－２４４

１

７８

４０

８０－１７９

４

１４８－１６７

１

７８

１

９６

２
７２－７３

５

７３

1

７５

１

８０

１

７９

２ ８ ３ ４ １ ２ ２
_一口

投 投 投 投 投 投 役



ことを示す。採集方法の，,投，，吋曳，，価手”は各々投網・曳網・手綱をあらわす。

８８

〕９－１５８

－１７７－

大沢橋

１９７４．ａ６ 1９７４．５．２９ 1９７４．９２８ 1９７５．９１２ 1９７５．１２５ １９７６２．２６ l９７６ａ３１

１４：００－
１４：５０

１２：２５－
１４：１０

１１：８５－
１２：３０

１３：５５－
１４：４５

１４：１５－

１５：１０

１４：００－

１５：００
１２：３０－

１３：３０

5.7 １９３ ｌ６Ｌ５ ２０８ ８８ 5.9 ８６

４

１１１－１４０

１２
７９－９３

４

８７－１１４

３

９９－１４０

３

２５０

1

２３６

１０
９３－１１７

３

１５７－１９１

２２
６２－１２５

８
８５－９４

1

１３２

２
1００－１１８

２
６５－８３

Ｐ

と

１

７０

３

６６－９１

１

７８

１

８８

３

７６－９４

２ ５ ３ ８ ３ ２ ０

投 投 投 投 投 投 投



別表地点別魚類採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を、下段にその全長(nm）範囲を示した｡＋印は確認した

調査地点

調査日

調査時間

水温ｂ

スナヤツメ

ヤマメ

ァマゴ

ニジマス

ィワナ

ァユ

タモロコ

ニゴイ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ゥダイ

アプラハャ

カワムツ

ォイカワ

フ ナ
ー-Ⅱ--

コ イ

ドジョウ

ホトケ
ドジョウ

ダ

ンマドジョウ

ナマズ

ギペチ

メダカ

ヨシノポリ

ジュズカケ
／、 ゼ

カジカ

出現種数

採集方法

新 丼

l９７ａＴ２１ １９７４２２６ １９７４．５２５1９７３１１．７

９：３０－

１１：1０

1９７４８２１ 1９７５．９９ １９７５．１２３

１言言T=－
１６：３０

－－－－－－－－

１４．３

0．４０－

１１

００

１：４０

９：４０－

１１

９：５５－

１２：００
９：５０－

１０：３０

２４．０ ２ａ８

１

７３

１

８９

二二

２４
３１－１０４

５

６１－８９

１０２９３－１２３ ７０

１１２

１８

４７－１２０

０－１７５

３１－

４

￣

投

－１７８－



ことを示す。採集方法の”投'’@゛曳”．，手，'は各々投網・曳網．手綱をあらわす。
－－

橋 倉沢 小川谷

１９７６２．２７
￣－－－￣￣￣￣

１０：４５－
１１：２０
－￣

１２７｛

1９７６４．１ 1９７６１２２２ ｌ９７Ｔ９２７

１０：５０－

１１：３０
－

２２．３

1９７８１．２５ l９７７ａ２９ １９７Ｔ４．１５ １９７Ｔａ２９

６：００－

１２：２０

ａ８

１１：００－

１２：００
１２：００－

１３：００

１０．１

１０：４５－

１１：４５

９１

６：００－

９：３０
６：３０－

１１：５０

１０５

1 ５ １

２５
７１－１１３

１７

６２－１０７
３

８３－１００
３５

４３－１１３

１６

５８－１０２

６

８５－１１５

１

８５

１１

６６－１０４
１７

５１－１１４

４

７９－１０３
１９

８３－１５８
１６

３７－１７０

３２

６０－９１

２８９
４７－１５７

１５

７０－１０４
２

１０５－１１７
３

６３－１１８

３１９

３５－１５０

４１

５２－１５４
１０１

５４－１４８
９１

３８－１３７

６

－

投

２

－

投

３、 １ 1、 １

－

釣り投 投 釣り 釣り

－１７９－



別表地点別魚類採集記録

各魚類について、上段に採集個体数を、下段にその全長（'nm）範囲を示した。＋印は確認した

唐松谷 犬'｣､川谷（続き）調査地点

調査日

調査時間

水温ｂ

スナヤツメ

ヤマメ

ァマゴ

ニゾマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴイ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

アフーラハヤ

カワムツ

オイカヮ

フ ナ

コ イ

ドゾョウ

ホトケ
ドゾヨウ
ー

ンマト゛ゾョウ

ナマズ

ギペチ

メダカ

ヨンノポリ

ゾュズカケ
ノ、 ゼ

カゾカ

出現種数

採集方法

1号壱
一

＝冥

1９７６４．２７ 1９７６５．１８ 1９７６７２２
－－

５：３０－

１３：００
￣－－￣￣－－－

lＬ５

1９７７５５２０ １９７７Ｚ７Ｚ７1９７７４１５

坐５：８０－
．１３：３０

６：１５－
１２：３０

４：３５－

１２：３０
６：００－

１２：２０

８７６５

２ワ １３ 1

２ ９ ５５７。 ８ １５

￣

２
｜
跡

２

￣

釣り

ワ

Ｄ
］

1２ １

釣り釣り釣り釣り釣り

－１８０－

UqQU



ことを示す。採集方法の閥投'，“曳，，蜘手，'は各々投網・曳網．手綱ををあらわす。

取 谷 長沢谷

１９７７５．１１
－－

６：２０－
１２：００

－￣￣－－－－－－

７０‘

一一一一￣￣－－－

1９７７６８ 1９７７６２３ 1９７７６３０ l９７Ｔ７７ 1９７６４．２７ 1９７６５．１８ 1９７６７２２

５：００－
１２：００

７：２０－

１３：３０
６：３０－

１３：３０

８７

６：００－

１２：４５

８５

５：３０－
１１：３０

８７

６：１５－
１４：２０

６：３０－

１２：００

８５ ８７ ＴＯ １１．７

１ ◎ ６

￣

－－－－

一

応
一一 １５ 1111 １４ ２６ １２ ２ ２８

トャ’

’一
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別表地点別魚類採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を、下段にその全長(１ｍ）範囲を示した。＋印は確認した
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ことを示す。採集方法の繭投，，”曳，， 爾手”は各々投網・曳網・手綱をあらわす。
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⑧底生動物

飯村禾Ｉ男

①調査方法

採集方法は津田、森下3Elbbioticindex(α）を求める方法に従った。但し、この方法では採集に

５仙,"><５０ｃｍのコドラートを使うことになっているが、今回の調査ではこのかわりに２５cm方形枠の

サバーネットを用いた。この方法により各調査地点で２ケ所から採集し、これを併せて’地点の採集量

とした。従って１地点の調査面積は０１２５”となる。標本は現場で１０９bホルマリンで固定後持ちか

えり査定をおこないまた､種別に計数､計量をおこなった｡種の査定は､津田37)､上野61)に従った｡

流量がきわめて少ない源流域の調査地点である日原１１'支流の魚留橋（倉沢）、秋Ⅱ'水系の神戸、蜂指

橋（数馬）は定1性調査のみ実施した。なお１９７３年１（)月には１１|井堰、多摩Ⅱ|橋、永田橋の３地点に

おいて淵底を対象にMz2当りの生息量を調査した。

なお、検討材料として、この他に、当場が内水面生息環境調査で実施している１９７１年からの資料

を併せ使用した。

調査地点では水温、ｐＨ、透視度の観測を実施した。

②調査地点の概要

調査地点を図３－１に、調査時期を表３－１に示した。

蟇戸

美/奥多摩分

ｕ

-－－－１９

巖浅川

(数字は表３－１参照）図３－１調査地点
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多摩)||では関戸橋を最下流とし、昭和橋（日原川合流点）に到る合計９地点を調査した。但し、

状況などにより調査できない場合もあった。これらの調査地点の標高は図３－２－１（多摩川）、
－２－２（秋)||）に示した。

なお、顕著な汚濁源が調査地点にみられたのは昭和橋、永田橋、多摩大橋、日野橋の各地点で、
らの概況を以下に示した。

１
３

向
】
図

これ

含沢拾

Ｈ

柳
淵
橋

永
田
橋

羽
村
堰

多
摩
川
橋

多
摩
大
橋

拝
島
橋

昭
和
用
水

漁
留
橋

（
数
馬
）

川
井
堰

昭
和
橋

白
丸
ダ
ム

日
野
橋

関
戸
橋

渉摩ﾉ11記よひロノ劇１１に夫 標高

仮

プロ

図３－２－２秋)11における調査地点の標高
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ァ．昭和橋

橋の両岸をどから家庭排水が流入する。また、橋下にはキャンプ場が設営され、河原や河川内に

ゴミが散乱していることが多い。日原１１|の多摩)||本流合流点より上流２００ｍに石灰石加工工場か

あり、１９７１，７２年にはその廃土が流出して魚類等の水中生物か大量I/てへい死した事もあり、

７５年の事例については前述（多摩川の概況の項）のとおりである。このうちｓし．２は小河内ダム

からの放水かたければ流量は極めて小さい。

イ．永田橋

多摩Ill本流の水は羽村堰において、そのほとんどが村山、山口の両貯水池お主び玉ﾉ||上水に取水

さ沁堰下には通常わずかに浸透水か流れるにすぎたい。これに対し、永田橋上流の左岸より流入

する汚水処理場の排水量は多く、これか値どんど希釈されたいため本地点の渕底は腐泥の堆積が顕

箸である。

禰

日
原
川,、－－

Ｊ:〔］
派
Ｉ

己
。

調査地点（昭和橋）
G

図３ ３－１ 図３－３－２調査地点（永田橋）

１８７



ウ．多摩大橋

左岸の下水処理場からの排水□付近は深い淵となり、腐泥が堆積している。本地点では採集場所

を排水□より２０ｍ上流（ｓｂ３ｌ排水直下（ｓｔ.2)、および１２０ｍ下流（ｓい）の３ケ所に定め、下

水処理場排水の影響を検討した。

エ．日野橋

）||原は広く流相も複雑な地形であるが、主流は左岸にあI）、下水処理場の排水が橋の上流に流入

する（図３－３－４）。淵は大きく、その底質はほとんどが腐泥である。右岸は水深も浅く、各

種稚魚の成育場となり、水鳥の飛来も多い。

＿￣■■
＿￣■■
■■■

■

■■■Ⅲ■
■■

{lIi2W蔓

(）－７－可〒て~￣
・Ｓｔ､１；･ﾊﾞ．

碧藷/lク』

Ｉ
図３－３－４調査地点（日野橋）図３－３－３調査地点(多摩大樹
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⑤結果と考察

ア．各種の出現状況

採集標本のうち種まで査定できたのは５７種、属までのものは１０種、科まで終わったのは１５種

であった。しかし種まで査定しえなくとも形態から独立種と認められかたのは戸狛力１房し’一無‐

た。

なお、これらの季節的の出現状況は表３－２－１～４、表３－３－１～４に示しプセ・をた、１９７１

年から１９７５年雀での各地点毎の種別の採集量を別表３－１～１５に示した。

出現種は桴蛎目９科２６種、蜻蛉目１科３種、積翅目７科１８種、半翅目１科１種、広翅目１科１

種、毛翅目７科２２種、鞘翅目４科４種、双翅目７科７種であった。

その他の底生動物は甲殻類１種、ヒル類２種、渦虫類1種、腹足類３種であった。なお、分布状況

を記述すると次のとおりである。

毛翅目（`Ｔｒｉｃｈｏｐｔｅｒａ）

多摩川本流では１１種が出現し、特にヒゲナガカワトビケラ（Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ）

およびウルマーシマトビケラ（Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ）の造網型昆虫２種が採集量も多く、

多摩川の生産力を担う重要な種となっている。毛翅目の各種は、多摩大橋のｓｔ.３と羽村堰より上

流部の各調査地点で種数、重量ともに多く出現する。特にナガレトピケラ科（Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌｉｄａｅ）

では１０種が出現したが、その多くは多摩川橋より上流でみられた。とゲナガカワトピケラ科のヒ

ゲナガカワトビケラは、多摩川橋より上流域の各地点で恒常的に採集された。本種に近似するチヤ

バネヒゲナガカワトピケラ（Ｐａｒａｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｓａｕｔｅｒｉ）は、本調査では拝島橋でｌ個体が採

集されたのみであった。１９７３年１０月の淵の調査で川井堰ではヒゲナガトピケラ科のＭｙｓｔａ－

ｃｉｄｅｓｓＰＭＡか１㎡当り８８個体出現している。

なお、上流の魚留橋には渓流性のクロソツトピケラ（Ｕｅｎｏａｔｏｋｕｎａｇａｌ）が生息する。

本目は関戸橋、日野橋にもウルマーシマトピケラを主体に出現するが、これは増水時の流下によ

るものと考えられ、また、永田橋では全く採集されたかった。

秋)Ⅱでは、毛翅目の種類数は多いがざ採集量は東秋川橋以外では多摩川より少なかった。上日向

橋では、ヒゲナガカワトピケラの生息は全くみられなかった。なお、本地点では流下した小砂利で

河床がおおわれ、平瀬がその大部分を占めていた。

東秋)||橋にはコガタシマトビケラ（Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓｂｒｅｖｊｌｉｎｅａｔａ）が生`息し、季節によ

り生息量が増加する。本種は汚濁に比較的強い造網型昆虫である。

なお、毛翅目のうち秋川のみに出現した種は、ニワナガレトビケラ（Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｎｉｗａｅ）、

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｓｐ・ＲＧ，Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｓｐ・ＲＨ，Ｒｈｙａｃｏｍｙｌａｓｐ･ＰＢＤｉｐｌｅｃｔ－

ｒｏｎａｓｐ・ＤＣの５種であった。

－１８９－



獣耀譲

表３－２－１底生動物の季節別出現状況（多摩)Ⅱ）
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○
○
○
○
○
○

○
．
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

ｌＩｌｌⅡ‐１１Ⅱ‐Ⅱ’㈹

○
○
○
○

○
・
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○
○
○｡|： ○○

○

○○○

○

○○ ○○○○

○ ○○○’○○’○○○○'○○○○ ○ ○○ｌＯＣ

○○○

○○○

○○

○

○
○○○

○三○'二二：二

○
○

二二'二○|ggg： :Ｏｌｇｇｇｇ

○
○

○
○

○○○○○○ ○○○

○○

○○

○○○

○○

○○

○○○

○

○

:1｡：ｇＩｓｇ;＝:三'99:：lｃｌｇｇｇ

○
○

○

○
○

○○○○

○○

○○○

○

○
○○○○○

○

○｡ｇｏｒ二 ○

ＯＣ

Ｃ ○

○○○○

－１９１－

戸～



Uwi;j､饗

表３－２－２

ＴＡＭＡＧＡＷＡ

ＴａｍａＯ－ｈａｓｈｉ Ｈａｉｊｉｍａ
－

ｂａｓｈｉ

ＨｉｎｏｂａｓｈｉＳＰｅｃｉｅｓ
ｓＬ２ｓｔ，l

－

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ｓｔ、３
■－－－－￣－－－－－－－－

SｐＳｕＡｕＷｉＳｐｕＡｕＷｉ SｐＳｕＡｕＷｉSｐＳｕＡｕＷｉ SｐＳｕＡｕＷｉ

ｏＯｄｏｎａｔａ

（Gomphidae）

Ｏｎｙｃｈｏｇｏｍｐｈｕｓ

ｖｉｒｉｄｉｃｏｓｔｕｓ

Ｄａｖｉｄｉｕｓｆｕｊｉａｍａ

（A)※

○○

○○

ＯＰｌｅｃｏｐｔｅｒａ

（Nemouridae）

ＰｒｏｔｏｎｅｍｕｒａＳｐ

ＡｍｐｈｉｎｅｍｕｒａＢｐ．

（Ｔａｅｎｉｏｐｔｅｒｙｇｉｄａｅ）

⑧※

（Ｃａｐｎｉｉｄａｅ）

｡※

（Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ）

Ｓｔａｖｓｏｌｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｉｓｏｐｅｒｌａｔｏｗａｄｅｎｓｉｓ

Ｌｎｉｐｐｏｎｉｃａ

の)※
（Ｐｅｒｌｉｄａｅ）

、

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

ｉｉｌiillHh聯 ○

○○⑪※

（Ｃｈｌｏｒｏｐｅｒｌｉｄａｅ）

Ａｌｌｏｐｅｒｌａｓｐ．

ＯＭｂｇａＩｏｐｔｅｒａ

（Ｃｏｒｙｄａｌｉｄａｅ）

Ｐｒｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ
○

(註）※(ＡＬ⑪は属までの査定か不可能であった。

－１９２－



Ｔａｍａｇａｗａ

ｂａｓｈｉ

Ｒｙｕｅｎ

ｂａｓｈｉ鳥;：袰焉丙'二豐皇|:二三;声J芸書誌'三三三芸i÷三三焉匡二４１１論|芸ﾆﾆｰ！
Ｋａｗａｉ

ｚｅｋｉ

Ｎｉｐｐａｒａ

ｇａｗａ

○ ○

○

｡９１。。。○ ○○

○ ○

○

○ ○

○

○

○・○'○○’○ ○

○

○

○○ ○○’○○○’○○

○

○ ○’○○

○○○ ○○

○○○’○○ ○○’○○○’○○○○○

○○○

－１９３－



P.，-台ｉ

表３－２－３

TＡＭＡＧＡＷＡ

ＴａｍａＯ－ｈａｓｈｉ Ｈａｉｊｉｍａ

ｂａｓｈｉ
－

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｓｐｅｃｉｅｓ
ｓｔ、２ ｓｔ、３ｓｔ、１

ＳｐｕＡｕＷｉＳｐＳｕＡｕＷｉ SｐＳｎＡｕＷｉｌＳｐＳｕＡｕＷｉSｐＳｕＡｕＷｉＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＴｒｉｃｈｏｐｔｅｒａ

（Phyacophilidae）

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａ
ａｒｔｉｃｕｌａｔａ

Ｒ．ｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒｃｌｅｍｅｎｓ

Ｒ．ｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

Ｒ．ｙａｍａｎａｋｅｎｓｉｓ

'○○○ ○

○ ○

ＢｐＲＤ

Ｂｐ･ＲＥ

●
●

（
叩
【
皿
ｎ
吋
⑭

w…;ｉｊｊｉｉｉ

（８塁｡'二｡…）

（Hydropsychidae）

（Leptoceridae）

ＭｙｓｔａｃｉｄｅｓＢｐ･ＭＡ

（Limnophilidae）

ｊ⑪※

（SericoStomatidae）

○

○ ○

○○○○ ○○○

○

○○○

二。’｡:二三
○○○

○○○○○○○’○○○○

ＯＣｏｌｅｏｐｔｅｒａ

（Psephenidae）

Ｇ)※

（Elmidae）

⑧※

○○

(註）※（Ｆ）～（Ｈ)は属在での査定か不可能であった。

－１９４－



Ｎｉｐｐａｒａ

ｇａｗａ士著iiiiI;;ＬＬ岩LiL三;iヨニ壽姜豈孟E呈器Lii二二世＝
Ｋａｗａｉ

ｚｅｋｉ

Ｒｙｕｅｎ

ｂａｓｈｉ

Ｔａｍａｇａｗａ
ｂ

ｂａｓｈｉ

gａｔ８

ｂａｓｈｉ
－－－－－－－－

ＳｕＡｕＷｉ

ｓｔ、２ｓＬ１

○

○○

○
○○’○

:○二Ｉ。
○○'○○○

：。91。 ○

○○

○○

○○

○○○○

○

○

○○○

○○
・､

○○

○

｡○｡’。。 ○○

○○○○○○○○○○○ｑ○○○

○

○○○○｡｡｡。。。= ○○○○

○○○

○○○'○○○

○

○○

○○

－１９５－



.”;｢･Ｉ系､鋒）

表３－２－４

TＡＭＡＧＡＷＡ

Ｈａｉｊｉｍａ

ｂａｓｈｉ
－－－－－－－－－－－－

SｐＳｕＡｕＷｉ

ＴａｍａＯ－ｈａｓｈｉ
Ｓｅｋｉｄｏ

ｂａｓｈｉ
￣--￣￣￣－－－￣

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｈｉｎｏｂａｓｈｉ

￣－－￣￣￣￣￣￣￣

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

sｐｅｃｉｅｓ ｓＬ３ｓｔ、2
-----------－－－■

SｐＳｕＡｕＷｉ

ｓｔ、１
－－－－－－－－－－－－￣

SｐＳｕＡｕＷｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＤｉｐｔｅｒａ

（Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ）

(1)※

（Ｓｉｍｕｌｉｊｄａｅ）

（J)※

（Chironomidae）

㈹※

（Rhagionidae）

（、※

（Syrphidae）

Ｍ※

（Psychodidae）

㈹※

｡※

○○○'○○○○ ○○○０○○’○○○○○

○○○○ ○○○○○○ｏｏｏｏｌｏｏｏｏ○○○○

○

○○

○○○

○

ｏＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓ

ｈｉｌｇｅｎｄｏｌｆｉｉ

○○○○○○○○○○○○○○

ＯＨＩＲＵＤＩＮＢＡ

Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａ■

Ｇ１ｏｓｓｉｐｈｏｎｉａ

ｃｏｍｐｌａｎａｔａ

ＯＴＵＲＲＥＬＬＡＲＩＡ

（Planariidae）

Ｐ)※

ｏＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌｕｒｉａ

ｊａｐoｎｉｃａ

Ｐｅｔｔａｎｃｙｌｕｓ

ｎｉｐｐｏｎｉｃａ

○○○○

○○

○○○○○○○○○○○○

○○

○○○

○○

○○

○
○○○○○

○

(註）※(1)～P)は属までの査定か不可能であった。

－１９６－



Ｎｉｐｐａｒａ

ｇａｗａ芸臺芸示｢;二碧1両'二皇寺而匡:≦;而馬芸it簔堯F三};;二雲i雨に筌為
Ｋａｗａｉ

ｚｅｋｉ

Ｒｙｕｅｎ

ｂａｓｈｉ

Ｔａｍａｇａｗａ

ｂａｓｈｉ

○○○○○○○

○○

○○○○○○'○○○○○

○○○’○○

○

○○○

○○

○○○’○ ○○○○’○○ ○○○

○○○○○

－１９７－



二÷鉾驚竃E震

表３－３－１底生動物の季節別出現状況（秋川、浅｣||）
Ａｋｉｋａｗａ

Ｓａｗａｔｏ

ｂａｓｈｉ

Ｋａｍｉｈｉｎａｔａ

ｂａｓｈｉ

Ｈｉｇａｓｈｉ

ａｋｉｇａｗａｂａｓｈｉ

Ｓａｓａｄａｉｒａ

ｂａｓｈｉＳｐｅｃｉｅｓ

ｐＳｕＡｕｍｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉｕＡｕＷｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＥｐｈｅｍｅｒｏｐｔｅｒａ

（Ｐｏｌｙｍｉｔａｒｃｉｄａｅ）

Ｐｏｌｙｍｉｔａｒｃｉｓｓｈｉｇａｅ

（Ephemeridae）

Ｅｐｈｅｍｅｒａｌｉｎｅａｔａ

Ｅ．」ａｐｏｎｌｃａ

Ｅ．ｓｔｒｉｇａｔａ

（Potamanthidae）

Ｐｏｔａｍａｎｔｈｕｓｋａｍｏｎｉｓ

（Leptophlebiidae）

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ．

（Ｅｐｈｅｍｅ｢ｅｌｌｉｄａｅ）

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ．ｔｒｉｓｐｉｎａ

Ｅ．ｒｕｆａ

Ｂｎ１ｇｒａ

Ｅ．ｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｂｓｐ・ＥＤ

ｎｓｐ－

（Ｃａｅｎｉｄａｅ）

Ｃａｅｎｉｓｓｐ．

（Ｒａｅｔｉｄａｅ）

Ｂａｅｔｉｓｓｐ・

Ｈａｅｔｉｅｌｌａｓｐ．

（Ｓｉｐｈｌｏｎｕｒｉｄａｅ）

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ａｍｅ･Ｉｅｔｕｓｃｏｓｔａｌｉｓ

（Ecdyonuridae）

ＵｅｎｏｉＥｐｅｏｒｕｓ

Ｅ．ｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅ．，ｉｋａｎｏｎｉｓ

Ｅ．ｃｕｒｖａｔｕｌｕｓ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ・ ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

Ｒｈｉｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｉｃａ

ｈｉｒａｓａｎａＣｉｎｙｇｍａ

○

○

○○

○○ ○

○Ⅱ○○

○○Ｉ○○○○○○○

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○

’
’
’

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○ ○○○○○

○○○○○○○○

○○

○

○
○○○

○:ｇｇｇｌｇ
○○○○

○○○○

○○○○・○○’○○○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○｡｡｡劃゜

○○

○○○

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○○

○○

○○

○
○
○

○
○

引○

○
○

○○

○

○
○

－１９８－



Ａｓａｋａｗａ

Ａｒａｉｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＫａｎＯｔＤ ＫａｚｕｍａＯｓａｗａｂａｓｈｉ

３ｐＳｕＡｍＷｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉ

○

○

○○ ○○○○

○
○
○
○

○
○

○○ ○

○
○
○
○

○
○

○ ○

○
○ ○

○

○○○ ○○○○○○

○ ○

○○

○○

○○

○○○

○○

○○○

○○○

○

○
○

○

○
○
○

○
○

○○○

○○○

○
○
○

○

○

○
○○

○ ○

○○

○
○

○○○

○ ○ ○

－１９９－



,子几

表３－３－２

Ａｋｉｋａｗａ

Ｓａｓａｄａｉｒａ

ｂａｓｈｉ
￣

ＳｐＳｕ Ｗｉ

Ｋａｍｉｈｉｎａｔａ

ｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｓａｗａｔｏ

ｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｈｉｇａｓｈｉ

ａｋｉｇａｗａｂａｓｈｉ
Ｓｐｅｃｉｅｓ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＯｄｏｎａｔａ

（Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ）

○○○ ○(A)※

ＯＰｌｅｃｏｐｔｅＴａ

（Ｐｅｌｔｏｐｅｒｌｉｄａｅ）

Ｎｏｇｉｐｅｒｌａｊａｐｏｎｉｃａ

（Nemouridae）

Ｐｒｏｔｏｎｅｍｕｒａｓｐ．

．Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ．

（Taenioptergidae）

旧)※

○

○
○

○
○○

○

○ ○○○○○

(Perlodidae）

ＳｔａｖＢｏｌｕＢｊａｐｏｎｉｃａ
○ ○○○

○

○○○

○
○ｌｓｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｉｃａ

に)※

．（Ｐｅｒｌｉｄａｅ）

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｅｓｉｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

○○○○○

○○○○

○

○○

○
○
○

○

○○

○○○

○
○

○○

○○○○・○

○○

○

○○○

○○

○○○

○

○○○○

Ｐｅｒｌａ ｑｕａｄｒａｔａ

Ｐ．．ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｇｉｂｏｓｉａｓｐ・

ID)※

（Ｃｈｌｏｒｏｐｅｒｌｉｄａｅ）

Ａｌｌｏｐｅｒｌａｓｐ．

○
○

○○

○○○○

駐）※(A)～Ｄは属までの査定か不可能であった。
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Ａｓａｋａｗａ

Ａｒａｉｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＫａｚｍｎａKａｎｏｔｏ)ｓａｗａｂａｓｈｉ

－－－－－￣￣￣－－－－－－－

ｐＳｕＡｕＷｉ ｐＵＡｕＷｉ ＳｐｕＡｕＷｉ

○

○

○○

○○

○○

○○○○

○○

○○

○○

○○○○○

○○○○○○○
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表３－３－
ＡＫｉｋａｗａ

Ｋａｍｉｈｉｎａｔヨ

ｂａｓｈｉ

Ｓａｓａｄａｉｒａ

ｂａｓｈｉ
－

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｓａｗａｔｏ

ｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｈｉｇａｓｈｉ

ａｋｉｇａｗａｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ｓｐｅｃｉｅｓ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＭｅｇａｌｏｐｔｅｒａ

（Corydalidae）

Ｐｒｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ
○つ○○

篭jl応」
'1……

リーー００日０■Ⅱ０ⅡⅡⅡ曰Ⅱ１凸■Ⅱ■■ｎＩ０Ｎ７ｊ■■■■■■■■０■０●５ⅡⅡⅡ０Ｊ■８７０－００１□■１１１０Ⅲ■■■■■■０－■０１１０１ＡⅡ０‘■■０ⅡＩＩ６Ｌ■Ｂｉ■１Ⅱ■■■■■■Ⅱ０９．９。ⅡＢｉ

○

○○

○

○○

｡。
○

○○○○○○

○○○○

○ ○○○

｡｡に二。 ○○○○、
、
‐
〃
ｐ

〆
」

○

二二二二1｡。。二 ○○

○

○○○○

○

（Stenopsychidae）

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ
○

○ｏｏｏｏｌｏｏ

（Ｓｅｒｉｃｏｓｔｏｍａｔｉｄａｅ）

Uｅｎｏａｔｏｋｕｎａｇａｉ

註）※（Ｅ）は属在での査定か不可能であった。
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Ａｓａｋａｗａ

Ａｒａｉｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＫａｚｕｍａＫａｎｏｔｏＯｓａｗａｂａｓｈｉ

ｐＳｕＡｕＷｉ ＳｐｕＷｉｕＡｕＷｉ

○

○○

○

○

○
○

○

）

○○

○○

○○

○
○
○
○
○

○
○○

○○）○

○○’○○○'○二：○’○○

○○○’○○○○

○○’○○
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表３－３－４

Ａｋｉｋａｗａ

S３ｗａｔｏ

ｂａｓｈｉ

Ｋａｍｉｈｉｎａｔａ

ｂａｓｈｉ

Ｓａｓａｄａｉｒａ

ｂａｓｈｉ
－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｈｉｇａｓｈｉ

ａｋｉｇａｗａｂａｓｈｉ
Ｓｐｅｃｉｅｓ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ ＳｐＳｕＡｕＷｉＳｐＳｕＡｕＷｉ

ＯＣｏｌｅｏｐｔｅｒａ

（Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄａｅ）

（、※

（Ｄｒｙｏｐｉｄａｅ）

Ｈｅｌｉｃｈｕｓ ｓｐ・

（Ｅｌｍｉｄａｅ）

Ｃ)※

（Hydrophilidae）

IED※

○○○○○

○○○

○○○○’○○ ○

ＯＤｉｐｔｅｒａ

（Ｔｉｐｕ１ｉｄａｅ）

(1)※

（Chironomidae）

Ｕ)※

（Rhogionidae）

㈹※

（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）

①※

（nlepha｢oceridae）

Ｍ※

○○ ○○○○○○○’○○○○

○○○’○○○○’○○○ ○○○

○’○○○ ○○○○○’○

○○

○○○○○○○

ＯＣＵＲＵＳＴＡＣＢＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ

●

○

ｏｍＲｍ)ＩＮＢＡ

Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ

Ｇｌｏｓｓｉｐｈｐｎｉａｃｏｍｐｌａｎａｔａ

○

…ルル゜○○
○○○

(註）※⑰～１１)は属在での査定か不可能であった。
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Ａｓａｋａｗａ

Ａｒａｉｂａｓｈｉ

ＳｐＳｕＡｕＷｉ

Ｋａｚｕｍａ

￣￣￣

ＳｐＳｕＡｕＷｉ二:三二2+丙rに÷i:芸ＳｐＳｕＡｕＷｉ

○

○○○○○）○○

○○○○○○

○）○○

○○○

○○○○

○○○○

○

○○○○○○

○○○

○
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嘘灘蕊鼻

浅川の新井橋での出現種はウルマーシマトピケラのみで出現個体数も１～２と少なく、これは上

流から流下して一時的に定着したものであろう。

桴蛎目（Ｅｐｈｅｍｅｒｏｐｔｅｒａ）

多摩Ⅱ|での種類数は羽村堰より上流域で合計１４～１９種、拝島橋から多摩大橋（ｓい）の間で

１３～１７種であるが、汚染域の永田橋が４種日野橋１０種、関戸橋６種となっている。しかし、

これらの汚染域では、毛翅目でもみられたように、出水後に出現する種が多く、恒常的に採集され

る種としては。カゲロウ属のＢａｅｔｉｓｓｐ、が多かった。

モンカゲロウ科（Ｅｐｈｅｍｅｒｉｄａｅ）は下流から上流に向ってムスジモンカゲロウ（Epheme『ａ

ｌｉｎｅａｔａｽモンカゲロウ（Ｅ・ｓｔｒｉｇａｔａ）、フタスジモンカゲロウ（Ｅ・ｊａｐｏｎｉｃａ)の順

で分布する傾向がみられたが、汚濁耐忍種であるオオマダラカゲロウ（Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ）

ヒメカゲロウ属のＣａｅｎｉｓｓｐ．，コカゲロウ属の１種Ｂａｅｔｉｓｓｐ・は河１１１全域に分布していた。

ヒラタカゲロウ科（Ｅｃｄｙｏｎｕｒｉｄａｅｌマダラカゲロウ科（Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌｉｄａｅ）のアカマダラカ

ゲロウ（Ｂｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｒｕｆａ）はほぼ全域に出現した。なお、冷水性のマエグロヒメフタオカゲ

ロウ（Ａｍｅｌｅｔｕｓｃｏｓｔａｌｉｓ）は、川井堰と魚留橋で採集された。

蝉蛎目は、河111の現存量、特に個体数において大きな値を示した。全調査を通じてz各種の個体出現

率が高かった。蝉蛎目と毛翅目の各種は採集量に占める割合も大きく、Illの生産力を検討する際に

重要であると思われた。

多摩川、浅)'１の各地点に比べて、秋111では全調査地点を通じて桴蛎目各種の個体出現率が高い傾

向がみられた。

浅)11の新井橋での出現数は１～２種と少なく、中ても。カゲロウ属のＢａｅｔｉｓｓｐ・がそのほと

んどを占めた。

積翅目（Ｐｌｅｃｏｐｔｅｒａ）

多摩１１１本流lこおける槙翅目の各種が恒常的に出現する下限は多摩川橋てあった。但し、１９７４年
１１月の多摩大橋（ｓｔ、３)の調査では、台風１４．１６号による出水の影響で流下したと思われる

クロヒゲカワゲラ（Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ）およびカワゲラ科（Ｐｅｒｌｉｄａｅ）の属末査定の一種を

採集した。

本目は秋)||では全域に生息しており、重量出現率では毛翅目、桴蛎目について多い。大きな汚染
源の左ぃ秋川は、その出現種数も１～１５種と多い。宏お、神戸で多産するノギカワゲラ

（Ｈｏｇｉｐｅｒｌａｊａｐｏｎｉｃａ）は飛沫のかかる岩、木片や､流れの少たい石の裏面等に生息している。
積翅目は浅)||の新井橋では全く採集出来たかった。

鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）

多摩川本流では、昭和橋（ｓし.２）、柳淵橋でアシナガト゛ロムシ科（Ｅｌｍｉｄａｅ）の属未査定種
１種を、多摩大橋（ｓｔｏ３）でヒラタト・ロムシ科（Psephenidae）１種をそれぞれ１個体得犬の
みで、その出現は極めて少ない。

－２０６－



秋111ではヒラタドロムシ科１種、アシナガドロムシ科１種、ナガドロムシ（Ｄｒｙｏｐｉｄａｅ）科1種

（いずれも属まで査定出来ず）の３種が出現し、東秋川橋では、特に、ヒラタドロムシ科が多かっ

た。

なお、浅川の新井橋ではガムシ科（Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｄａｅ）の１種を採集したのみである。

蜻蛉目（Ｏｄｏｎａｔａ）

多摩川ではサナエトンボ科（Gomphjdae）の３種のみで個体数も少なかった。本科の各種は低

地および低山地の流水域に生息し、幼虫は砂や泥の中に潜んでいる。）Ⅱ井堰の淵底(の調査では､本科

の１種が１”中から９個体採集された。本地点の底質は上流より流下した砂泥であり、このことが

本種にとって良い生息場を提供しているのであろう。

秋川ではサナエトンボ科の１種のみで、東秋川橋で多数採集された。

なお、本目は浅)Ⅱの新井橋には出現したかった。

広翅曰（Ｍｅｇａｌｏｐｔｅｒａ）

広翅目で全地点を通じて採集されたのはヘピトンボ科（Ｃｏｒｙｄａｌｉｄａｅ）のヘピトンボ（Ｐｒｏｔｏ－

ｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ）１種のみでその採集量は非常に少なく、多摩川では多摩大橋（ｓｔ、３）て１{固

体採集したのみである。

秋川でも、出現したのは東秋川橋、大沢橋の２ケ所であったか、採集個体数は少なかった。

なお、本種は浅川の新井橋では採集されなかった。

半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）

多摩111、浅川では採集されず、秋)||では笹平橋でナベプタムシ科（Ａｐｈｅｌｏｃｈｉｒｉｄａｅ）の１種

が採集されたのみである。

双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）

多摩IlIではユスリカ科（Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ）とガガンボ科（Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ）の各種が全域に生息

していた。ユスリカ科の赤色種は汚濁耐忍種で35)371汚水源の流入する地点ではかならず採集さ

れた。その主な地点は永田橋、多摩大橋、日野橋、関戸橋で、３月１０月に多数採集された。これ

ら、調査地点の底質はいずれも腐泥であり、赤色ユスリカはその中に群生していた。

ユスリカ科は記載された種数３０００と言われるほど種類が多く、種の査定までおこなうことが

出来れば、環境指標として興味ある科である。

シギアプ科（Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ）の各種は昭和橋より上流域に分布しており、プユ科（Simuliidae）

は柳淵橋で１種のみ採集された。汚染域に生息出来るショクガバエ科（Ｓｙｒｐｈｉｄａｅ）の幼虫は日

野橋の瀬で採集した。同様の環境に生息するチヨウバエ科（Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ）は１種のみが出現し、

上流域では日原川、昭和橋（ｓｔ、１）、多摩大橋（ｓｔ、１－２）の各地点で採集された。この仲間が

上流域の一地域に特に生息していることは、家庭排水による環境の悪化を示しているのであろう。

秋)|'ては東秋川橋で採集したブユ科の１種を除けば、ガガンポ科、ニスリカ科、シギア

ブ科、アミカ科（Ｂｌｅｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ）の各種が主なものである。それらの分布をみると、ガガ

－２０７－



｢iw1i灘驚蕊!?11リ
庁一,､ﾛｰｰｷ`'-

－“ヱ：V二三~F膝令

ンボ科は下流域に多く、アミカ科は中流域から上流域にかけて生息するが、シギアプ科の出現は全
体を通して少ない。ユスリカ幼虫は１９７２年３月に東秋111橋で２１５３０尾採集されており、この
日は沢戸橋でも多数採集された。この仲間は一般に藻類、細泥、砂粒などを分泌物でかためて作っ
た細い棲管を作ることから、調査前の数ヶ月間、河川流量が少ない状態で河床の安定が保たれた事
が高密度の生息を可能にしたものであろう。

アミカ科の1種は蜂指橋からのみ採集されこれらは渓流で流れが濠布する岩面に幼虫と蝿か－
緒に生息していた。

浅川の新井橋での赤色ユスリカの生息量は多く、腐泥の堆積から、これら、汚濁耐忍種の格好な
すみ場となっている。その他、ここではチヨウバエ科１種が出現した。

甲殻類・ヒル類・・渦虫類・腹足類

昆虫類以外の出現種としては甲殻類（Ｃｒｕｓｔａｃｅａ）のミズムシ（Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏ「ｆ１ｉ），
ヒル類（Ｈｉｒｕｄｉｎｅａ）のシマイシピル（Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ）、ハバヒロピル（ＧＩｏｓｓｉ－

ｐｈｏｎｉａｃｏｍｐｌａｎａｔａ）、渦虫類(Ｔｕｒｂｅｌｌａｒｉａ）のプラナリアの１種腹足類（Ｇａｓｌｒｏｐｏｄａ）

のモノアラガイ（Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ)、ヒラマキミズマイマイ（Ｇｙｒａｕｌｕｓ

ｃｈｉｎｅｎｓＩｓｓｐｉｒｉｌｌｕｓ）、カワコザラ（ＰｅｔｌａｎｃｙｌｕｓｎＩＰＰｏｎｉｃａ）、がみられた。これら

のうちミズムシ、シマイシピル、プラナリア、モノアラガイの４種の分布を図３－４－１～４に不

した。ミズムンは多摩)||では拝島橋から下流に分布し、関戸橋での採集量か多い。シマイシビルはⅡ｜

井堰で稀れに採集されるが、その出現は多摩川橋より下流が主で、永田橋ではときに多産する。な

お、ハバヒロビルは拝島橋、日野橋、関戸橋の各地点で採集されたがその採集量は極めて少ない。

プラナリア類の１種は主として多摩川橋から上流域で出現し、その下限は拝島橋であった。モノ

アラガイは多摩Ⅱ|橋より下流の汚濁のすすんだ各地点で採集されるが、上流の日原)||および昭和橋

（ｓｔ、１）の各地点にも出現した。但し、その採集量はこの２地点では少なかった。また、カワフ

ザラが多摩大橋で若干採集された。プラナリア類は秋１１１全域に出現するが、上日向橋より上流域で

少ない。新井橋にはミズムシ、シマイシピル、モノアラガイが恒常的に分布し、稀にカワコザラ、

ヒラマキミズマイマイが採集される。

ｲ．上流から下流への分布

津田３７）および桑田３９）にならい、多摩111水系におけるシマトピケラ科の３種とモンカゲロウ属３

種の上流から下流への分布状況を検討した。この結果、シマトピケラ科については以下のような分布

がみられた。Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｓｐ・ＨＡは源流の魚留橋、蜂指橋のみ(こ、ウルマーシマトビケラはIま

ぼ全地点に出現した。コガタシマトビケラは魚留橋、蜂指橋など源流部では出現せず、多摩Illの昭和

橋～多摩大橋間の１１|井堰、永田橋を除く各地点、東秋111橋に出現した。本種は多摩111の日野橋、関戸

橋、桟111の新井橋には出現しなかった（図３－５－１）・日野橋、関戸橋、新井橋で採集したウルマ

ーシマトビケラはいずれも出水による一時的な出現と考えられるので、今回の結果は各種の分布にお

－２０８－
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いて津田３７）と類似の傾向を示したと言える。但し、津田３７）はコガタシマトピケラはウルマーシマ

トビケラよりも下流に分布するとしており、今回の結果はこの点で完全には一致したかった。

モンカゲロウ属では上流から下流へフタスジモンカゲロウ（）||井堰より上流および秋川全域）、モ

ンカゲロウ（昭和橋～多摩Ill橋、東秋川橋、沢戸橋）、ムスジモンカゲロウ（拝島橋、多摩大橋、東

秋111橋、新井橋）の順で分布がみられ（図３－５－２）、この上流から下流への分布順序は桑田39）

によく一致した。
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ｩ．生物学的水質判定

ａ優占種と多様性階級

松本ら３８）に従って各地点の多様性指数（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙｉｎｄｅｘ，ＤＩ＝総出現種類/flog総出

現個体数）を求め、優先出現種についても検討した。ＤＩはその値が小さい程、その地点の生物

相が単純化し、特定種の個体数が増加することを示す。各地点.のＤＩを表３－４に示した。多摩

１１|では永田橋、多摩大橋（ｓＭ､ｓｔ､２入日野橋、関戸楕等汚染の進んだ地点のＤＩは０６～66とい

表３－４調査地点別、Ｉの季節変化
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ずれも小さく、特に永田橋では著しく低い。また、これらの各地点の優占出現種はユスリカ類であ

った。なお、各地点(こ優先出現する種を個体数別、重量別に表３－５に示した。

表３－５優占種の変化
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表３－５（続き）
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ｂ汚濁の生物指数

Ｂｅｃｋ－Ｔｓｕｄａ法３７)によって各地点の汚濁の生物指数（ｂｉｏｔｉｃｉｎｄｅｘ，

散十耐忍種数）を求めた。一般にＢＩの値が大きい程その地点は清例である。

質階級の対応を表３－６に示した。

ＢＩ－２×非耐

ＢＩと生物学的

表３－６生物学的水質階級とＢＯＤ、Ｂエの対応

召階級

］

５～１０

プｕ」膳Zlv、’１臼

震うＫＩＩ山

各地点の調査時毎のＢＩを表３－７に、その生物学的水質階級を図３－６に示した。

多摩111では羽村堰よ'」上流全域が貧腐水性であるが、この中で昭和橋（ｓｔ、１）のみが時折β－

中腐水性を示しており特異的である。昭和橋でＢＩの低い時は必ず河床全面に白色沈澱物の堆積

がみられ、これは上流から流出した石灰石の廃士と思われた。永田橋は全調査期間を通じて強腐水

性であった。拝島橋、多摩大橋（ｓｔ、３）はおおむね貧腐水性であったが冬期にはβ一中腐水性と

なった。多摩大橋（ＳＬ２）と日野橋はβ－中腐水性ないしα－中腐水性を示し、関戸橋はおおむ

ねα－中腐水性または強腐水性であった。関戸橋上流では浅111が流入するが、浅川も汚染が著しく

本流の汚濁を増大させていると思われた｡

秋川は全水域、貧腐水性で清例であり、桟ＩＩｌの新井橋はα－中腐水性ないし強腐水性であった。

上記の結果はおおむね松本４０)、森下４１）と類似したものであった。
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表３－７調査地点ＢＩの季節変化

ェ．採集量と造網型係数の季節および経年変化

水生昆虫採集量の季節および経年変化を表３－８に示した。年により各地点の変動は異なるが、

一般に冬に多く秋に少ない傾向がうかがえた。１コドラート（５０×５０Ｃｌ､）当りの現存量(こつい

て津田３７）は、普通は５１以上あればかなり多いとして、階級Ｉ（１１以下）、階級、（ｌ～２１)、
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階WＪｌｍ（２～３，）、階級Ⅳ（３～５，）、階級Ｖ（５F以上）の５階級を示している。換算の結果、

今回の調査で階級Ｖを越えたのは昭和橋（ｓｂ･1)、柳淵橋、多摩１１|橋、拝島橋、多摩大橋（Ｓし.3)､東

秋Ⅱ|橋など(ひ各地点であり、その数はかたり多かったか､季節I/てよってはこれより１Ｍ、さい値を示した。

－万LAGLEIf6)は､北米の河111において魚類の餌料としての底生動物の現存量を、餌料階級Ｉ（豊

富):採集量は２cc以上でかつ個体数は５０より多い、餌料階級、（平均的):採集量はｌ～２ccでかつ

個体数は５０より多い、餌料階級Ⅲ（貧弱):採集量は１ｃｃ以下もしくは個体数が５０以下、の３階級

に分類した。

しかし、今回の結果をこの各階級と比較することは、対象とする河Ⅱ|環境のちがいなどから困難で

ある。底生動物現存量と魚類生産量との関係を論じるには生息魚種の食性等の資料が必要であり、こ

れは今後の重要な課題となろう。

次に造網型昆虫の重量出現率（造網型係数）を求め、河床の安定度の検討を行った。造網型昆虫と

しては、ヒゲナガカワトビケラ科のヒゲナガカワトビケラとシマトビケラ科のウルマーシマトピケラ、

コガタシマトビケラが主たる出現種であった。多摩Illおよび秋111では、採集物中に占めるヒゲナガカ

ワトビケラによって造網型係数は左右された。（表３－８－１～2参照)但し、日原)Ⅱ地点はウルマーシ

マトビケラのみであり、上流域としては例外的であったがその原因は明らかに出来なかった。

なお、代表的な調査地点における造網型係数を図３－７－１～２に示した。

表３－８－１多摩川における造網型昆虫の季節別採集量

葱
①
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表３－８－２秋)１１における造網型昆虫の季節:Ｉ採集量
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図３－７－１多摩川の造網型係数の変化
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r･増水の底生動物への影響

１９７４年の８月下旬から９月上旬にかけて、台風１４号および１６号が相次いで本土に接近し８

月２５～２６日の降水量は１，４４０“８月３１日～９月１日には４８５５”（小河内管理事務所観

測）であった。この年の夏は降水量が多く、７月にも台風７号か接近し大雨を降らせている。

１０月２２．２３日に調査を実施したところ、表３－９に示したとお'人各地点の出現数は明らか

に減少した。

表３－９台風後の底生動物の出現種数

復足勿睡BmUf7；鱈i枡】７【yii；P

r1

LJ川亦

ｎ
Ｊ

柳淵橋では出現種数が全部で５種と極度に減少し、下流の日野橋でも同様であったが、本地点では

カワゲラ科のオオヤマカワゲラ、オオクラカケカワゲラ等、通常はみられない渓流性の種か採集され

－２１９－
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た。但し、日野橋では腐泥の再堆積は迅速で、１９７５年３月の調査では以前の状態にもどっていた。

また、増水による環境破壊は本流が支流にくらべて大きく､源流(こ近い魚留橋、蜂指橋、神戸では増

水１ケ月後の１９７４年１０月の調査には以前の種数に回復していた。これに対し、柳淵橋ではこの

時期にはまだ回復はみられなかった。

（補足調査）

ア．冬期における底生動物流下量の曰周変化

多摩)||の支流梅沢谷（図３－１参照）にある奥多摩分場海沢試験地の導水路に、２５ｃｍ方形枠のサ

ーバーネントを設置し、１９７２年１２月６日正午より翌日正午まで２４時間にわたる１時間毎の流

下動物の定期的採集をおこなった。サーバーネットは各時報より３０分間水路内の定点に設置しこの

間に流入した全動物を採集した。また、サーバーネジトはその水路の底に固定し、垂直枠を水面より

出して、表流する脱皮殻、羽化成虫も採集するように努め衣。但し、１２月７日の午前１～３時につ

いては調査が実施出来なかった。この導水路には梅沢谷の全水量が流入する。その水路の幅は６０c耐

てあり従って採集ネットは全水量の約４２９６をろ過したことになる。なお、流下動物相と本地点に定

住する底生動物相を比較するために導水路取り入れ□の約５ｍ上流の瀬で同じサーバーネットにより

３地点の採集をおこない、これらの出現種につき定性的および定量的調査を実施した。

流入種数は薄暮の頃（１７時）より急速に増え２０時頃にピークとなり、以後減少したのち再び明

け方に増加した（図３－８）。日中の流入は３～４種とほほ一定であったが、夜中はその約４倍量に

増加している。特に夕方からは桴蜥目の各種と比較的大型のカワゲラ類の流下が目立ちこの状態は明

け方まで継続した。

゜時， ３６３ ０１２

図３－８流下種数の日周変化

－２２０－



個体数は図３－９、表３－１３に示したように夕方より急増し、１８時にピーク（最高９９個体）

二なり、以後減少した｡また、流下個体数の増減を左右したのは艀蛎目の２種Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ、およ

)（Ｂａｅｔｉｓｓｐ・てあった。この２種の流下状況は図３－１０に示したとおりてあり、日中は５尾以

Fに減少した。）tEお、この２種の経時的な流下量の変化は田中４２）の結果に類似した。

図３－９ 流下個体数の日周変化

尾

７０

６０

+ＣＢａｅｔｉｅｌｌａ

○FわＢａｅｔｉｓ

●
●

｛恥皿』△｜【叩』ユ

０

LＯ

３０

２０

1０

９
１痔

３ ６６ ９ ◎３
T２

図３－１０蛎桴目２種の曰周変化
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表３－１３流下昆虫の日周変化

註ＸＡ)側は属在での査定は不可能であった。

－２２２－

種類

時間 ＰＭ

1２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ｅｐｈｅｍｅｒｏｐｔｅｒａ

(Ephemeridae）
Ｅｐｈｅｍｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

(Leptophlebiidae）
ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ．

(Ephemerellidae）
Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｔｒｉｓｐｉｎａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

(Ｂａｅｔｉｄａｅ）
ｎａｅｔｉｓｓｐ．

ＢａｅｔｉｅｌｌａＳｐ

(Ｓｉｐｈｌｏｎｕｒｉｄａｅ）
Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｐｎｉｃａ
ＡｍｅｌｅｔｕｓｍｏｎｔａｕＵＳ

(Ecdyonuridae）
Ｅｐｅｏｒｕｓ Ｌａｔｉ１ｆｌｉｕｍ

Ｅ、ｉｋａｎｏｎｉｓ

]@．

Ｐｌｅｃｏｐｔｅｒａ

ｕｅｎｏ１

(Nanouridae）
Ｐｒｏｔｏｎｅｍｕｒａｓｐ

(Taeniopterygidae

(A)※
（Capniidae）

(B)※
(Perlodidae）

）
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図３－１１羽化成虫流下量の曰周変化

羽化成下の流下は、そのほとんどかユスリカ類で１５時に２４８個体と急増し１８時には１６個体

Iこ激減した。また、その夜間および日中の流下数は非常に少なかった。調査当日は１４時５０分に太

陽がＩＬｌ影に入り、その後の２時間の流下量か多加たことから水生昆虫の流下量には日照も関係する

と考えられる。

脱皮、羽化殻の流下数についても日周変化がみられ、これは日没後から夜明けにかけて減少した

（図３－１１，１２）。

導水路上流の瀬における定性・定量調査では表３－１４に示したとおり、艀蛎目１２種積翅目

１１種、毛翅目８種等であった。これら各目の種数を流下採集したものと比べると（定住群／流下群)、

蜂妨目（１２／１５）、積翅目（９／１２）、毛翅目（５／9）とたり流下採集種数力洛目とも上式わった。

なお、当然のことながら本調査において造網型の昆虫は流下群では全くみられなかった。

－２２４－



1,3当り換算値表３－１４定性・定量調査

(註）※（A)-C)は属の査定は不可能であった。

－２２５－

種数 個体}数

Ｅｐｈｅｍｅｒｏｐｔｅｒａ

Ｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉｉｄａｅ Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｃｂｉａｓｐ

Ｅｐｈｍｒｒｅｌｌｉｉｄａｅ Ｂｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｔｒｉｓｐｉｎａ

n゜ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ

Ｂａｅｔｉｄａｅ Ｂａｅｔｉｓｓｐ
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１
１
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１
３
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８
１
２
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２
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２
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Ｐｅｌｔｏｐｅｒｌｉｄａｅ Ｎｎｇｉｐｅｒｌａ Jａｐｏｎｌｃａ

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ ｌｓｏｇｅｎｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｉｓｏｐｅｒｌａｔｏｗａｄｅｎｓｉｓ

(A)※

Ｍｅｇａｒｃｙｓｓｐ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ

(B)※

C)※

、※

●

６
５
５
５
７
２
５
１
２
６
５

１
１
３

１
４
１

１

Ｔｒｉｃｈｏｐｔｅｒａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌｉｄａｅ Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒ
●

Ｒ、

ｎｌｇｒｏｃｅｐ

ｓｐ． ＲＩ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

hａｌａ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｉｄａｅ ＳｔｅｎＤｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

ＨｙｄｒｏｐＳｙｃｈｉｄａｅ Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｓｅｒｉｃｏｓｔｏｍａｔｉｄａｅ Ｕｅｎｏａｔｏｋｕｎａｇａｉ

(日)※

０
２
６
１
６
６
５
１

９
４
１
１
１
２

２

Ｄｉｐｔｅｒａ

（F)※Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ

Ｔｅｕｄｉｐｅｄｉｄａｅ C)※

９５

６０４

種類数３３重量1.3'

個体数３０３７
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図３－１２脱皮、羽化殻流下数の曰周変化

イヤマメの冑内容物調査

１９７２年１２月に多摩Ⅱ|支流の海沢谷の奥多摩分場梅沢試験地前の禁漁区で採集したヤマメにつ

いてその冑内容物を調査した。

採集尾数は１２月９日が５尾（放流魚３尾、天然魚２尾）、２５日か６尾（放流魚５尾、天然魚１尾）

であり、採集方法はイクラを餌にした釣りによった。

９日の水位は平常であったが２５日には降雨により著しい増水（２９６’／sｅｃ、平水時の約７倍）

がみられた。

，放流魚（平均被鱗体長１２９cm、平均体重３００？）は、同年１１月２８日から１２月３日にかけ

て２０尾を脂鰭切除後に上記の禁漁区に放流したものである。天然魚の体型は平均被鱗体長１１６c耐

平均体重２２．２１であった。採集標本の消化管は冑の噴門部と幽門部で切断し、胃の内容物について

のみ検討した。

調査結果は表３－１５に示した。

－２２６－



表３－１５摂食状況

胃内容物を平水時と増水時の採集魚で比較すると、捕食種数。充満度とも増水時か上まわった。す

たわち増水時の胃内容物|は糖数で平水時の３～５倍、充満度で７～１５倍であった。これは増水によ

って多数の底生動物が河床より遊離、流下したためと考えられた。このことは、魚類の食性を調査す

る際には調査時以前の天候を考慮する必要のあることを示している。

また、今回の調査で胃内容物として出現した種にはぐ(冬期における底生動物流下量の曰周変化”の

項で指摘した流下性の昆虫が多く含まれており、この季節のヤマメかこれらを主体に捕食しているこ

とも示唆された。

－２２７－

河lllの状況 平常流入時 増水時

漁獲月日・時刻
4７．１２９（７:OOAM） 47.12.25（２:30～3:ＯＯＰＭ）

放流魚・天然魚の別
放流 天然 放流 天然

測定尾数
２ ３ ５ １

摂食重量（平均)(,`）
0．０５ ０．１２ ０．７８ 1.0

充満度（平均）060）
1．５． 6.3 ２３．１ ４１．０

個
体
数

毛翅目

艀鮠目

續翅目
双翅目

鞘翅目

広翅目

肺翅目

蜻蛉目

羽化成虫(ユスリカ）

甲殻綱

クモ・その他

計

１

１２

５

ワ
ー

１

１２

３３

２１

１

１４

４．

多数(計数不鯛

２

８３

・３

６２

1，１３０

１５

１

１

３２

１９

１８

1，４５４

８

１６

11

６２３

１８

１

１

６

６９４

種数 ８ ４ ２０ ２０



２千胃＝ｃ~￣
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底生動物の出現状況表

別表３－１ 昭和４６年６月

※は属雀での査定か不可能であった。

－２２８－

多摩１１１

関 戸 橋 多摩１１１橋 昭和橋
Ｓｔ

●

１

尾岬 尾叩 尾〃

秋 ｌｌｌ

東秋）|｜橋 沢 Ｐ 橋

尾、９ 尾〕１Ｗ

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥ､ＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙ cｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏ「ａ

、1９

ｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

ｒｏｃｅｐｈａｌａ
ｄＯ

lｎｏｐｓ

Ｄｉｐ］ｅｃｔＴｏｎａｓｐ ●

ＤＣ

２３０

２２５

8０３３０

１５

４６１，５５０

１６５０

３８４０

５２０

１３

３１０

2５９５５

３６１６５

1３

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Pｏｌｙｍｉｔａｒｃｉｓｓｈｉｇａｅ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｐｏｔａｍａｎｔｈｕｓｋａｍｏｎｌｓ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ ●

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｅｒｕｆａ

Ｅ

●

●

ｎｌｇｒａ

Ｅｓｐ
●

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

Ｂａｅｔｉｓｓｐ

●

●

Bａｅｔｉｅｌｌａｓｐ
●

●

Iｓｏｎｖｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅ

Ｅ

０，

ｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏ１

●
lａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓ ｈｉｄａｅ

Ｅ、ｋｉｂｕｎｅｎｓ １s

Ｒｈｉｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｌｃａ

●

６２８０

３４０

4０９０

３３

３９８２

1２１８０

8３４５０

1８２０

３３

３４１８０

３８５５

８３０５

2４７４２

５
３
０
５
５

６
０
０
４
０

５
０
５
０

２
２
９

３
３
１
２

５
２

１

１
３
１
１

ワ
』
１４

５４

反
』
ハ
ソ

Ｒ
ｕ
度
Ｕ
ｎ
Ｖ
Ｑ
Ｊ
ハ
ム

八
缶
、
ソ
Ｏ
△
ｎ
ｏ

１
３
２
３
５

２１０

３３０

8５１０５

１０２２００

１８２０

８２３８０

5５１５０

４１０

6６１４０

1５

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ．

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｌｐｐｏｎｅｎｓｌｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

ＰｅｒＩａｑｕａｄｒａｔａ

Ｐ
●

ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｏｒｌｉｄａｅ※

１１５０

６３０

３４０

２１００

２５

３１４０

ヮ８０
－



別表３－１（続き）

｢)ＬＥＯＰＴｈｊｌＵ

ＪＲｅｎｈｅｎＤｄａｅ

ＤＤＣ

）ＴＰＴＥｌｕ

」ａｔ

〕ｎＨｕａＥ

Ⅲ」Ａｆ

」ｐＨｧｒｐｎｏｄ］ｄａＥ

HＯＰＯＤｊ

《ａｎ

問ＰＦ薮

〕

※は属古での査定か不可能であった。

－２２９－

L姜一:f-～
ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄａｅ

ＨｅｌｉｃｈｍｓＳｐ．

※

ＯＤＯＮＡＴＡ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ
※

ＤＩＰＴＥＲＡ

ＴｉｐｕＩｉｄａｅ※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ※

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ ※

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ ※

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ

ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅ「 ｐの ｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ

ＴＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ

ＰＢｙｃｈｏｄｉｄａｅ ※

ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

総種類

総個体数

総重量

ＤＩ

ＢＩ

多摩」|’

関 戸 橋 多摩）|｜橋 昭和橋
ｓｔｌ

●

尾噸 尾” 尾呼

秋ｌＩｌ

東秋１１１橋 沢 Ｐ 橋

尾叩 尾叩

５２

５

２５

７５

２３５ １５

９７５０

１８

1５２

4５８０

１６５

２４４００

１３

７２０

５２ ９４

6８５５５

８１０ １３ １２

7８４，７１０ ８７３，３１０ １２０

４７７００ ４６１５０ 1２４０

２３５０

４ 1２ １６ ３１ ２１

２４５ 2０６ ４３０ ５１４ ５８４

5，０８０ 4，２４８ 3，３３３ 2,985 3,007

1.7 ５．２ 6.1 １１．４ ７．６

４ 1９ 2９ ５５ ３９



治和４６年］OＥ

※は属在での査定力坏可能であった・

－２３０－

別表３－２ 昭和４６年］OＢ

多摩１１１

関 Ｐ 橋 多摩111橋 昭和橋
Ｓｔ． １

尾加？ 尾加？ 尾加,

秋 ）|Ｉ

東秋111橋 沢 Ｐ橋

尾叩 尾 叩

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｅｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｍｌｍｅｒｉ

ＨｙｄＴｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓｂ「ｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ
●口

Ｒ、ｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒ，ｓｐ．
ＲＥ

７１２，３９０

3０６１．２６０

１０３０

３１５

２１１１０

２２１００

９２５

０１

７
５
２

４
ワ
』
へ
。
勺
１

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅ、ｓｔＴ；ｇａｔａ

Ｐｏｔａｍａｎｔｈｕｓｋａｍｏｎｉｓ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ ●

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｔＴｉｓｐｉｎａ

Ｅ、rｕｆａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ．

Ｃａｅｎｉｓ

Ｂａｅｔｉｓ

ｓｐ

Ｓｐ

Ｂａｅｔｉｅｌｌａ

ｌｓｏｎｙｃｈｉａ

●

●

ｓｐ ●

jａｐｏｎｌｃａ

Ｅｐｅｏｒｕｓｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ、ｋｉｂｕｎｅｎｓｌｓ

Ｒｈｉｔｈ ｒｏｇｅｎａ〕ａｐｏｎｌｃａ

３８５０

１２０

１４

１３

1７１、２０５

２６１５０

１１５

１１

１０２３１０

６６４０

４２３５０

1６３１，５５０

1３８５８０

１５

1５

1０９２２０

1３５

８１０

5０７０

1７３５

２６７０

３３

２０１３１５

６６４５

３１２６０

２２２１０

２６１１０

３２５

３２５

1 ２０

8８１５(）

２５

１６７３５０

1１２５

３９２０

２１０

１５

６２０

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

０ｙａｍＸａｇ

Ｐｅｒｌａ ｑｕａ

iｂｂａ

ｄｒａｔａ

Ｐ．ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ ※

Ｐｅ「Ｉｏｄｉｄａｅ
灘

Ａｌｌｏｐｅｒｌａｓｐｄ

Ｇｉｂｏｓｉａｓｐ ●

１１１４０

７２０

1２６０ ３４２０

］３０

2０５９０

７５０

］４８０

３４０

2０２５０

７１５

４］０

１３



Ｐ,Ｈノ

）ＩＰＴｈｊｌＰＵ

＄ｐｌ【Ｄｎｕｎａｔ

Ｎ
ｊ

ｍＨＤｕ】

ＢＥ』ＬＡ

『‐］

IＯＰＣ

apo

ｍｐＦ劃

※は属在での査定か不可能であった。

-２３１－

別表３－２（続き）

こさ;二三工
uｌＥＧＡＬＯＰＴＥＲＡ

Ｐ「ｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ

DＤＯＮＡＴＡ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ ※

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

←Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ
※

※

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ

ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅ「 ｐＯ ｂｄｅｌｌａｌｉｍｅａｔａ

ＴＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ．

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※

ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Rａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

総種数

総個体数

総重量

ＤＩ

ＢＩ

多摩）|’

関戸橋 多摩）|｜橋 昭和橋
Ｓｔ

●
１

尾ノノDｙ 尾、， 尾岬

秋Jｌｌ

東秋１Ⅲ橋 沢 Ｐ 橋

尾岬 尾岬

２］３２０ ３５

９１．３７０

6０４２６０

２５

７０６５ 3４２０

４７０

1５

４０２５

１５

２４

2０５

１３

1３７９０ ３５０ １５

1２５０ １８

４１１０ 1３０

５ 2２ ７ 2６ ２２

６６０ Ｌ２０５ １６５ 6２４ 3８９

1．２１３ 7，２１３ ５９５ ４，２８３ Ｌ４４４

1.8 7.1 ３．２ ９．３ 8.5

－
， 3９ 1１ ４６ ４２



沼;和４

※は属性での査定か不可能であった。

－２３２－

RII壷３－３ 昭;和４７任珂円

多摩１１１

関 Ｐ 橋 多摩111橋 昭和橋
Ｓｔ

●
１

尾〃 尾叩 尾岬

秋 111
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※は属までの査定か不可能であった。
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別表３－３（続き）
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昭和４７年８月別表３－４

※は属性での査定か不可能であった。
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別表３－４（続き）
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※は属性での査定か不可能であった。
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※は属萱での査定か不可能であった．
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男11表３－５ 昭和４７年１０月
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※は属性での査定か不可能であった。
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※は属までの査定が不可能であった。
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別表３－６ 昭和４８年３月
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Ｒ、ｔＴａｎｓｑｕｉｌｌａ
'

ＭｙｓｔＴｏｐｈｏｒａｍｏｐｓ

３１，２７０

１２１

４９００

6６４７０

５９４３０

１３

１５

４３０

１２

２３０

●

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ．

Ｅｐｈｅｍｅ「ｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｔ「ｉｓｐｉｎａ

､Ｅ ● ｙｏｓ ｈｉｎｏｅｍｓｉｓ

Ｅ、ｒｕｆａ

Ｅ、ｎｉｇｒａ

Ｅ･ ｓｐ･ＥＤ

Ｅ、ｓｐ

Ｃａｅｎｉｓ

Ｂａｅｔｉｓ

sｐ

Ｓｐ

Ｂａｅ,tｅｅｌｌａ

Ｉ

Ｅ

ｓｏｎｙｃ ｈｉａ

●

●

ｓｐ ●

●

jａｐｏｎｌｃａ

ｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｌ

Ｅ、Ｉａｔｉ［ｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕ「ｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ、ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

Ｒｈｉｔｈ

Ｃ

ｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎＩｃａ

lｎｙｇｍａ ｈｉｒａｓａｎａ

1０１，０９９

１５

５４１３０

３５

１６０

］２

８１０

９２２５５

１

１１４８３０

1２

４１０

１１３０

２２１７８

２１４１

６４１５０

３５

●

３
９
０

３
５

１
０
５

３
（
ｂ
〔
Ｕ
Ｆ
Ｄ
『
１
ｎ
Ｕ
ｏ
〕

ｏ
】
ｑ
》

Ｆ
Ｄ
勺
上
川
司

１
▲
、
△

１
▲

２
３

ｏ
』

△
４
（
ｂ
【
Ｉ
ｎ
ｄ
ワ
』

（
ｂ
Ｆ
Ｄ
ｎ
℃
ｎ
ｂ
〔
。
（
ｂ
『
１
【
ｂ
〔
ら

〈
ｂ
ｎ
Ｄ

ｏ
】
〈
ｂ
ｏ
』
１
人
ｏ
』

１

１

１２

２１１，３５０

１８８１

6０７０

４１１０

３４５０

４３３２

２３８５

１０１０

1５２０

1０２５

１０１０

１２０

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

０ ｙａｍｌａｇ iｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｌｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｐｅｒｌａ ｑｕａ

，Ｐｅｒｌｉｄａｅ

Ａｌｌ ｏｐｅｒ

ｄｒａｌａ

※

Iａ Ｓｐ．

Ｓｔａｖｓｏｌｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｉｓｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｉｃａ

ＰｅｒＩｏｄｉｄａｅ
※

１５

２１０

１３０

０
０
６

０
５
３
５

１

１
１
１

１

２７０

１３

２５

１８１

２２１

]３７５



別表３－６（続き）

）ＰｎＥ

ＪＲｅＤｎｅｎＩｄａｅ

ｌＯＰＵＤノ

ヨ梱

※は属までの査定が不可能であった。

－２３９－

、芸－－:、
DＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄ
※

ａｅ

ＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ
※

※

ＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ

ＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※

ＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

ＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ

総種数

総個体数

総重量

ＤＩ

ＢＩ

多摩１１１

関 戸 橋 多摩111橋 昭和橋
ｓｔ．’

尾” 尾叫 尾叩

秋ｌｌｌ

東秋lll橋 沢 Ｐ 橋

尾ｍｙ 尾加?

浅１１１

新井橋

尾岬

３４

8９１８０

5２１２９

3０２３０(）

３５

209２００

３５

２７２０

７２７０

３３

3５７３００

１３

1，３２０１，５００

４２９ ３１５

１２ ２５

５２００

298,800
￣

４ １５ 1１ 2９ 2３ ５

1０４ ６３９ ３２９ ６９８ ６３４ 1，３５８

1，３１３ 3０１８ 7６７ 3２４８ 2,438 １０，５３５

2.0 ５．３ 4.4 1０２ ８２ 1.6

５ ２７ 1９ 5３ ４２ ６



治和４８を

室詐で〃)z省一万Fカムイ、ロ」月已〔２

－２４０－

R,'三Ｅ３－７ 昭和４８年７日

※は属査での査定か不可能であった。

、

多摩）|’

関戸橋 多摩111橋 昭和橋
ｓ1．１

尾〃 尾ｌｎｙ 尾叩

秋

東秋ｌｌｌ橋 沢戸橋

尾叩 尾”

浅ｌｌｌ

新井橋

尾孵

TＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙ ｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓ

Ｒｈｙａｃｏｐ

ｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

ｈｉｌａｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

Ｒ・ ｓｐ･ＲＤ

Ｒ、ｓｐ．

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａ

ひ

RＨ

Iｎｏｐｓ

５１４，５１５

８８２８０

１２０

5５１８５

１２

８１９８

2９１００

２１５０

１１０

５２１０

３１９１

１５

１１

１５

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅ ｐ ｈｅｍｅｒａｓｔＴｉｇａｔａ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ ●

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｅ、ｒｕｆａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ。

Ｅ、ｓｐ。

Ｂａｅｔｉｓｓｐ ●

Ｂａｅｔｅｅｌｌａｓｐ ●

ＥＤ

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｉ

Ｅ，ｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ
●

Ｒｈｉｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｉｃａ

２１７１２５

1３２１

1９４２５０

１３２１００

１３

1０６７９０

１３

７１１９

4９１３０

１７１０

５６２０

１２

４５２６９

１２

２２

１１０

７１７４

１ ２

７１５

7５１００

５１６０

７２３０

１１

6２２６０

３５２５

１５１０

３５

５
０
０

０
０
０
０

５
ｎ
Ｖ
（
Ｕ

△
４
Ｆ
Ｄ

ｎ
ｏ
（
ろ
Ｆ
Ｄ
（
。
．
←
Ｄ

Ｆ
Ｄ
【
。

１
２

３
１

２
５
７

９
５
０
１

４
４
０

１
１
３
５
１

５
２
７

１

PＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

Ｎ ｅｏｐｅｒ lａｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ ※

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ ●

２５

１４０

１３４０

５５０

２８５０

９１０

ＣＯＬＥＯＰＴＥＨＡ

Ｅｌｍｉｄａｅ
※ １



DＩＰＴＥｎｊ

DＰＴＥｌＵ

Ⅱ［

ＤＯＤＯ上

IＯＰＣ

」

※は属までの査定か不可能であった。

－２４１－

別表３－７（続き）

、÷:一一二一、
ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄｈｅ
※

Ｃｈｉ「ｏｎｏｍｉｄａｅ
※

Ｐｓｙｃｈｏｄａａｌｔｅｒｎａｔａ

ＭＥＧＡＬＯＰＴＥＢＡ

Ｐｒｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｌ

ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅｒ ｐｏｂｄｅｌｌａＩｉｎｅａｔａ

Ｇｌｏｓｓｉｐｈｏｎｉａｃｏｍｐｌａｎａｔａ

ＴＵＲＢＥＬＬＡＲＴＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※

ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏ ｎｌｃａ

Ｇｙｒａｕｌｕｓｃｈｉｎｅｎｓｉｓｓｐｉｒｉｌｌｕｓ

総種敷

総個体数

総重量

ＤＩ

ＢＩ

多摩ｌＩｌ

関戸橋 多摩lIl橋 昭和橋
Ｓｔ

● １

尾岬 尾〃 尾〃

秋１１１

東秋111橋 沢戸橋

尾ｍｙ 尾”

浅ｌＩｌ

新井橋

尾岬

３１

１０１５

２０５

4９７１

２０５

１２０

７５

３１

３５

１ 1５１２３０

２５

２６６３６５ １２ 1０２４９１

３８２７０

６５

９８１，６８１

８３０

５１５ 1６２０

2８９１ lＯ９２Ｂ１５

１２

６ 1０ 1４ ２６ 2０ ６

５５８ ６１６ ３０９ ４２７ ４４２ ４７０

8５７ 5，９８２ 8７３ 1，６０７ 2,297 5，２４９

2.2 3.6 5.6 9.9 7.6 2２

６ １８ 2５ ４９ 3８ ６



別表３－８

※は属含での査定か不可能であった。

－２４２－

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＩＬＡ

Pａｒａｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅ ｓａｕｔｅｒｌ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａ ｙ aｍａｎａｋｅｎｓｉｓ

Ｒ・ ｓｐ･ＲＥ．

Ｒ、ｓｐ･ＲＤ

Ｒ、ｓｐ． Ｈ１

HｂｓｔＴｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

４４０ ３２０

１５

６０４５０

３２２０

2８１２３５０

１１２０

１２５０

１７１，３４５

1５０６４０

１２９５３０

１１

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ｐ

●

●

hｅｍｅｒａｌｉｎｅａｔａ

ｊａｐｏｎｌｃａ

ｓｔｒｉｇａｔａ

Ｐｏｔａｍａｎｔｈｌｌｓｋａｍｏｎｉｓ

ＰａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａＳｐ

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｒｕｆａ

Ｅ、

Ｅ、

ｎｌｇｒａ

ｓｐ ●

Ｅ、ｓｐ．

Ｃａｅｎｉｓ

Ｂａｅｔｉｓ

Sｐ

ｓｐ

Ｂａｅｔｉｅｌｌａ

ｌｓｏｎｙｃｈｉａ

Ｅ

●

●

Ｓｐ ●

ＥＤ

Ｊａｐｏｎｌｃａ

ｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏＩ

Ｅ、Ｉａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｊｄａｅ

●

Ｅ、ｋｊｂｕｎｅｎｓｉｓ

Ｒｈｉｔｈ rｏｇｅｎａＪａｐｏｎｌｃａ

～

3８８４８０ 2８６４３０

７４０

４５

２３４４２０

２１

１１
0

２５３０

２２

２１０

1９１５

１８７１９０

2６２０

２４５

２４５

１３６９０

６５

１１

３５５

７５

５２４０

１１

1７２２００

６２

１１０

２３

1３２１１０ １２

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｅｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ

Ｐ．ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ ※

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ
※



別表３－８（続き） 昭和４８年］0月

Ｂ摩１１１W吾

1８（

8４３Ｃ

40

。Ｕ⑩

－２４３－

￣

￣

多摩１１|橋
￣

尾、ｻﾞ

￣

1５９７，０８０

8４３０１

１５

１５

２６３０

４５

１１７１４０

８６６５

１

2９５６１０

３３

￣

秋１１１ 浅）|’

柳淵橋 川井堰 昭和橋
ｓｔ．］

昭和橋
ｓ1．２

日原ｌｌｌ 東秋111橋 沢戸橋 新井橋

尾〃 尾岬 尾叩 尾ＪﾘＩＦ 尾加？ 尾ｗｚ? 尾岬 尾岬

3５２，８７０

１２９５５０

４２

３３０

1５２６０

２８

７ １５

３５２５

1９３１，４６０

９２５

９１０

2５２０

３５３０

５４１００

２１０

３２０

４８２７０

１５

1４１０

1８１６０

1０２２２０

4３９０

４２

２３

２９０

８１０

１３

２１

４３

１１

２３１５

２５３０

３５２０

９６６０

７１０

８２５

４６５０

3８４０

１２０

１１

１１

４３

3０２０

1０２１５０

2１１０

3０３１０

３５

３４５

９２０

7１１７０

２７２０

5０６０

８１０

１６０

２３

９７３００

３１０

１２０

５４０

４４

4４７０

1５２０

7６９０

３８３０

１０８２３０

９１５

１１

６１２

１２

７９

6５９０

１５

2５４９

１１７９

２７

２２

８２３５

３３

２１

４３６０

４５５５

９３０

２２

２１１０５

４３５０

１２３０

１１

１１

7６４０

８５

2３１０

７

3５４０

１２１０

８３０

２２

４５

5２４０

1１７２７０

１４０

1１５３０

１２０

1６３０ ９２１

１２

３１６０

1９１０ ２８

３３

１４４５

５２００

１１０６

２１０５

５１５０



別表３－８（続き）

※は属までの査定か不可能であった。

－２４４－

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ

Ｉ ｓｏｐｅｒ

●

lａｔｏｗａｄｅｎｓｉｓ

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄａｅ

Ｅｌｍｉｄａｅ ※

※ １５

ＯＤＯＮＡＴＡ

Ｇｏｍｐｈｉｄａ ｅ※ １１０

ＤＩＰＴＥＩＬＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ

※

※

※

※

ＢｌＣｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ
※

2４４

１２

7９４０

１３

2０７２９０

５１０

3０１０

４９４０

６５２０ 6542,070

２２

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ 1,7325,680 ］１ １７２０

ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ

Ｇｌｏｓｓｉｐｈｏｎｉａｃｏｍｐ lａｎａｔａ

1２８１，９００

1６４０

6０１，２８０

１４２７０

1２３３０ １３ ４３２３５

３５

ＴＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※ １３

ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Pｅｔｔａｎｃｙｌｕｓｎｉｐｐｏｎｌｃａ

１３４０ ４２２０

４７９

1,01019,335

総種数 ６ ８ 1３ 1６ ２２ ４

総個体数 2，２９２ ４５１ 5５６ ７１４ 8５４ 1,667

総重量 8，１４４ 2，４２２ 1,835 ３，００６ 3,530 21,409

ＤＩ １．８ 3.0 ４．７ 5.6 7.5 1.2

ＢＩ ８ 1１ 2０ 2８ ３７ ５



別表３－８（続き）

昭和橋
ｔ

］

－２４５－

￣

￣

多摩ｌｌｌ橋

￣

尾”

￣

￣

￣

２１

３１

￣

２３０

７６０

1４

7９１

8，３３６

4.8

2５

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

秋１１１ 浅１１１

柳淵橋 111井堰 昭和橋
ｓｔ、１

昭和橋
Ｓｔ

●

○
.ロ

日原ｌⅡ 東秋111橋 沢戸橋 新井橋

尾〃 尾〃, 尾岬 尾、？ 尾wzP 尾叩 尾〃 尾呼

１２

１１５

１２

1９１７０

４３

１１０

1７７５

６２

１１

4４７０

１０５

2３２０

１５５

３１５０

5２５０

１８３

1５０

２３

２１

1５２００

４１

１４０

２３

２１６８７０

５５００ ２５ ４１１，０００

８１５ ８５０ ２１１５０ 1０３０ ８３０ 3４５０ ５３

７２０ ３２０

１７ 2０ ２３ ２１ 1６ ２７ ２２ ４

4８２ ３］３ 5９０ ４６７ 1９８ ５２２ 2６１ ３７５

3,835 ２，０１０ 3，１２０ 1，４８５ ６００ １，９３６ ５９７ ２，１４１

6.3 ８．０ 8.3 ７．９ 7.0 9９ ９．１ 1.6

３２ 3７ 4２ ４４ ２８ ４９ 4２ ５
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※は属までの査定か不可能であった｡

－２４６－
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多摩）1１

１１｜丼堰

（淵）

多摩１１１橋

（淵）

永田橋

（淵）

尾岬 尾 ” 尾Ｉ?z,

ＴＲＩＣＨＯＴＰＥＲＡ

ＨｙｄＴｏｐｓｙｐｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｍｙｓｔａｃｉｄｅｓｓｐ・ＭＡ

１１

8８４１０

２１０

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅ、ｓｔｒｉｇａｔａ

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｓｐ

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

Ｂａｅｔｉｓｓｐ

●

●

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

●

１２０

７２３０

４３

１１

１１

４４

ＯＤＯＮＡＴＡ

Ｄａｖｉｄｉｕｓｆｕｊｉａｍａ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ
※

２２６０

７２０

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ
※ ２９３ 8０ １３５ 3７８２２０

総種数 １０ ３ １

総個体数 ４０５ 1９ 3，７８０

総重量 1，０２６ １９ 2，２００

ＤＩ ３．８ ２３ 0.0

ＢＩ １７ ７ １



別表３－１０

ＤＵ１．４４０

9［

DC

0

。

0２１８

刎四

5０肌

※は属性での査定か不可能であった。

－２４８－

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｌｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓ ｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｙａｍａｎａ ｋｅｎｓｉｓ

Ｒ、ｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

Ｒ、ｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒ、ｓｐ.・・ＲＥ

Ｒ．ｓｐ・ＲＩ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

１４９

２５２０

２０２３，６４０

1３３０

４１５

６２，８３０

６３１，１５５

４３２５５

9２１１，１９０

１８０１，４４０

11３０

２１０

３１５

８５

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

ＥｐｈｅＹＴｒｒａｊａｐｏｎｌｃａ

Ｅ、ｌｉｎｅａｔａ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

●

Ｅ、ｔｒｉｓｐｉｎａ

Ｅ、ｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｅ、ｒｕｆａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

Ｅ，

Ｅ ●

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

ｎａｅｔｉｓｓｐ

｡

●

Ｓｐ

ｓｐ

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ．

●

●

EＤ

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅｐｅｏｒｕｓ ｕｅｎｏ１

Ｅ、ｌａｔｉｆｏｌ

Ｅ、

lｕｌｍ

iｋａｎｏｎｉｓ

ＥｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏＢｈｉｄａｅ

Ｅ、 ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

Rhithrogenajaponica

Ｃｉｎｙｇｘｍｈｉｒａｓａｎａ

１１

1９３６０

３５５０

６１７

１５０

､

１１

１２

2５６０

１１

２４

1２

1４５９０

3８３５

4２７７００

３５０

1９２０

1９１５

1０２１８０

3０１５

１６１５０

4９３６００

６０８０

３１５

PＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ

Ｐ．ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ
※

２ 1５５
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那淵橘

4(］
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５Ｃ

Ｆ１
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０

0

－２４９－

￣￣
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柳淵橋

尾加？
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3６４００
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別表３－１０（続き）

※は属性での査定か不可能であった。

－２５０－

、
Ｓｔａｖｓｏｌｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｉｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｉｃａ

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ
※

Ｐｒｏｔｏｎｅｍｐｒａｓｐ ●

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ・

Ｔｅｎｉｏｐｔｅｒｙｇｉｄａｅ

Ｃａｐｎｉｉｄａｅ ※

Ｃｈｌｏｒｏｐｅｒｌｉｄａｅ

※

※
'

１６０

１５

●

CＯＬＥＯＰＥＲＡ

Ｈｅｌｉｃｈｕｓｓｐ

]Ｂｌｍｉｄａｅ※

●

OＤＯＮＡＴＡ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ
孫

ＤＩＰＴＢＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
豪

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ

※

※

※

ｎｌｅｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ
※

４２

2８１４０

1２２１６０

４４

２３８０

６１８０

９２５

１３４２３０ 2５６６８０

２４７０

1０３１２０

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａ丘ｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ 1４１５０

mＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅｒｐｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ ３１５９０ ８４８０ 1９４５(）

TＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※ ６２０ 2４１００

GＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

総種数 ５ ４ １１ １２ １ ２４

総個体数 ５１ 1６２ ３６７ ３０９ ２５６ 1，８０６

総重量 ７９２ ７８４ 4８４３ 5，０３４ ６８０ １５，１５０

ＤＩ ２９ 1.8 ４．３ ４．８ 0４ 7.4

ＢＩ ６ ５ １８ １９ １ ４４
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２８０

2０３０

1０７１４０

５１０

3４４０

１５

１１

7４１６０

５０５５

１６０

7６１２０

２１８０

3４４０

４１０

２７０

２１００

2５４０

２９０

１４０

3１３０

６２４５

必５０

１１ 1７１００

311,500

８３５ 1２３０ １１４０ ５６６０

１２

２５ ２７ ２９ ３２ ２７ １９ ２７ ２１ ３

５２１ ４８３ ６３０ ９０２ ５０３ ２２４ ５５９ ４０６ ９２

4．２３５ ９４９ 3３２３ 8．４８７ 2，３０４ ７３７ 1，７５０ 1，３５３ 1，６５０

で
9.2 10.1 １０．４ １０８ 1０．０ 8.1 9.8 8.1 1.5

４６ ５１ ５２ ５９ ５０ ３５ ５１ ３９ ３



別表３－１１

※は属宜での査定か不可能であった。

－２５２－

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＩＬＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙ Ｃｈｏｄｅｓｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｙａｍａｎａｋｅｎｓｉｓ

Ｒ、ｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

Ｒ、ｔｒａｎｓｑｕ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

Ｄｉｐｌｅｃｔｒｏｎａｓｐ，ＤＣ

Ｐｓｙｃｈｏｍｙｉａｓｐ ●
ＰＢ

iｌｌａ

２２

５１０

１１６９８

１９８０ 6０６５

5２１６８１０

1021829

●

４３５

３６０

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＪＡ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ｐ

●

●

ｈｅｍｅｒａｌｉｎｅａｔａ

）ａｐｏｎ１Ｃａ

ｓｔｒｉｇａｔａ

Ｐｏｔａｍａｎｔｈｕｓｋａｍｏｎｉｓ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ ●

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｅ、ｔｒｉｓｐｉｎａ

Ｅ ●
rｕｆａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ．

Ｅ、ｓｐ

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

Ｂａｅｔｉｓｓｐ

●

●

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

●

EＤ

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅ ｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｌ

Ｅ、ｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ、ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

Ｒｈｊｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｉｃａ

１５１５

２１０

1０５

１１

9０６０

４１０

３１５

１８１００

]４１５

1６８１８０

１１

1０９０

1１

２５

５２８

５３０

1４１５

４５６０

2７７５０

4511800

５５

168１４５

6０７０

120２７０

3３１０

７３６０

2１０１，００

2５２０

ＰＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｅｎｓｌｓ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｌｓ

Ｐｅｒｌａｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ
※

１ ８０
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INI淵棉

｢１

Ｊ

D２ＬＦｉ３Ｕ

９１１０

『
Ｉ
－
－
Ｊ
ｊ

Ｆ
Ｌ

『
】

9Ｃ

－２５３－

￣

＿￣

柳淵橋

－－

尾〃,
￣

2３７５１０

１０２１５３０

３２８

２３０

￣

1７２３０

2５３６１０

２５０

1６９１１０

4２２０

2１１３２９

9F１１５

５１００

７５０

1２６３７５

1４２０

1９０

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

秋川 浅１１１

１１１井堰 昭和橋
ｓｔ

●
１
昭和橋
Ｓｔ

●
２

日原ｌＩｌ 東秋111橋 沢戸橋 上向日橋 笹平橋 大沢橋 新井橋

尾加? 尾加, 尾叩 尾〃 尾加， 尾加？ 尾加， 尾加, 尾叩 尾７噂

５５１Ｊ1０

２２

３５０

１１０

３２３３０

４５

2８１７５０

３５１８０

７５０

1５

１５

◎ ５．コ

１５

３２９５０

１２１２０

１１０

３５

２５

３８５

１５

１５

４２５

２１０

２１

４１０

３３

1０３１０５

1４３０

２１

５１０

5０２６０

２１０

１２１］６０

7３３５０８

１２

５１０９

1９２０

２１１０

５５７０

８６１１０

９３５

2９１７９

５
０
０

５
９
５
５
８

０
０

、
□
ワ
ー

ワ
］
ｏ
］
ワ
０
ｏ
】

８
６

３
１

１
５
３

１
０
Ｆ
、
（
ｂ
７

ｏ
』

１

１
Ｆ
、
ｏ
』
Ｒ
ｕ
Ｔ
ｌ

３
４

３

ｎ
ｖ
Ｆ
Ｄ
ｏ
】
Ｐ
ｂ

己
１
ｎ
〉
〈
Ｕ

〈
Ｕ

ｏ
］

？
］
Ｑ
）

５
４
３

９

１
３

１

６
４
１
７

１
１
８

７
１

０
１

２
２

ワ
】

１

７
２
０
２

５
５

０
〈
Ｕ
、
）
（
Ｕ
１
〈
Ｕ

【
ｌ

４
４

Ｆ
Ｄ

ｑ
〉
屯
１
万
ｌ

ワ
〕

ｏ
』

『
ｄ

ワ
』

ワ
』

８
２
０
２

１
｜
、

１
１
１

１
ワ
］

ｏ
］

３１１

０７
５

２
３
１
３
９

２

３
１

４
３

０
１
０

５
１
０
０
０
１
０

０
２

５
３

０
３
７

１
ｏ
』

ｏ
］

ｏ
］

１
２

３

０８

１
１
３

４
冠
ｏ
』
ョ
１
４
４
（
ｂ
Ｏ
』
［
Ｉ

７
５

１
４

１
５
７

６
１
３

１
１

１７９５

１４５３８

１１

1９３２６９

1３１２１０

1８１０

９５０

3３２５

９
０
３
５

５
２
０
０
１
１
０

２
０

４
４

４
４

１
２

７
５

１
２

１
１

６
４
１
３

３
２
６
１
１
１
４

０
』
〈
ｂ

１
７

６
５

４
１

７６０

４１３０

８１０

１１

１１

110８０

３１

４６０

４１０

３５１００

５４１０

２３

１２０

１２５０

２１０

1６７０

2３８０

２５０

７３０

２１６０

１１０

1．１０

１３４５

１２

１３８０

３１０



別表３－ユエ（続き）

摩多
点点地地

永田橋 多摩川橋
一一一一一

尾１，９

多摩大橋
ｓｔ、１

日野橋

類類種種 尾〃尾”，尾叩

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ※

ＡＩＩｏｐｅｒｌａｓｐ．

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｈｅｌｉｃｈｕｓｓｐ・

ＥＩｍｉｄａｅ※

ＯＤＯＮＡＴＡ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ※

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ※

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ※

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ※

Ｓｙｒｐｈｉｄａｅ※

２７５０

１３１５０

１６８０

１５１０

８１０

１５１１００

６８１４２

１６３６０

１３

１０１８５ 1２０６３０3２７６７０

６５

１２５５

ＨＥＭＩＰＴＥＲＡ

Ａｐｈｅｌｏｃｈｉｒｉｄａｅ※

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ 2２９２７０

２３４０2６１，９７０

６３０

４４３０２７５５１３５７０

６１５

６１，９４０

5９１，１６０

６６

１７３

￣

2,066

5９１

1，７９５

2.72.2

８６

※は属在での査定か不可能であった。

－２５４－



昭和４９年５月

lＩＵ席

'１
L」

r1

L｣

－２５５－

橋淵柳

１１

０
５

５
１

１
７

１
２

０６７

０２

１２１
０

１

Ｑ
ｕ

ｏ
と
Ｑ
Ｊ

Ｌ１

６６

７３

秋）I’ 浅’1１

１１１井堰 昭和橋
ｓｔ．’

昭和橋
Ｓｔ

●
２

日原）|Ｉ 東秋１１|橋 沢戸橋 上向日橋 笹平橋 大沢橋 新井橋

尾加？ 尾” 尾岬 尾叩 尾噸 尾ﾘﾘzW 尾叩 尾叩 尾ｊｌＵＶ 尾〃

１５ １５ ２１０ １３ １１０

３２０ ２１５

９２００

７３ ２１ ４３ ４５

１８

２２

１０２８０

1５３５

2４１２４０

９１００

３３

８１７９

９７５０

４２０

５２０

8７７０

３１２０

２３

2９４５０ 1５

４２

１５

１１

６７０

６１０

2７５０

４５０

３２０

４６０

1，０２８２０

３７０

2０８０

103,650

８］４８ 1２８０ ２３２７０ 1７６０ ３５ ２５

1３５

1１ 2０ 1９ 1９ ２６ 2４ 1８ ２２ 1８ ４

３８７ 7５６ 7９４ ３７３ ６６１ ５８６ ４３７ 4２５ ２４７ 1，０３４

７７９ 5，８９１ 1，８５１ 1，４７３ 4，２４８ ２，４３９ 1，７２９ 1．４５８ ５７９ 4,556

４．５ 6.9 6.6 7.4 ９．２ 8.7 ６．８ ８．４ 7.5 1.3

1９ ３５ 3５ 3４ 5０ ４５ 3４ ４１ 3４ ４



沼和４９年８頂

。ｌロー巴一「α）つノヒ○７

－２５６－

日I|実３－１２ 昭和４ 9年８月

※は属在での査定か不可能であった。

多摩Ｉｌｌ浅ｌＩｌ

日野橋 多摩大橋
Ｓｔ ●

１

多摩大橋
ｓ1．２

多摩大橋
Ｓｔ

●
３
拝島橋 新井橋

尾加？ 尾加９ 尾〃 尾加？ 尾叩 尾加？

ＴＢＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕ ｌｍｅｒｉ

ＨｙｄＴｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓ

Ｒｈｙａｃｏｐ

ｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

ｈｉｌａｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

０▽

2４２３０

２５１５０

１５

１３３５

２］ ３３０

２３７０

９７０

１１０

５５８０

９５４８０

１１

１５

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＥＡ

Ｐｏｔａｍａｍｔｈｕｓｋａｍｏｎ

Ｅｐｈｅｍｅｒｅ１ｌ３ｒｕ（ａ

Ｅ、ｎｉｇｒａ

.Ｅ、ｓｐ■

Ｅ、ｓｐ｡

Ｃａｅｎｉｓｓｐ．

Ｂａｅｔｉｓｓｐ ●

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

￣

1s

EＤ

Iｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｌｃａ

Eｐｅｏｒｕｓ lａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

ＲｈｉｔｈＴｏｇｅｎａｊａｐｏｎｌｃａ

０
０
５
３
１
２
０
９
．
３

５１
１
６

９
２

２
９

１

８
８
４
０
３
１
６
９
１

６４
１

０
６
１

２

１１

2５６０

１１

１1

９５４９

1１

1７７９

]６４１

１１

１１

１１

1８２０

３１０

３５

３
０
１
１

５
０

０
０

５
１

ワ
］
１

８
１

２
３
１
１

４
６

３
９

７
２

１
１

･２９５０

１２３０

１１

８１０

１０５１７５

４１５２

１０１０

４８５００

６４１２０

４６４２

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ

Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｄａｅ
※ １５

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ
※

※

2０５０

４５２０ ８２

３１０

]８８１９５

１２

４１０

４４２９ 5８２１ ５１０２８７

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

ＡｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒＩｉｉ ５４ ２２ ｌ］ ]３４０ １１



別表（３－１２（続き）

多摩大橋
[

多摩大橋
Ｓｔ

多摩大橋
！

ヨＩ野梧

、

ｕＤｕｎ

卍ＯＰＯＤＡ

」
,｣

－２５７

、1:_÷、
ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

Ｅｒｐｏｂｄ ｅｌｌａ Iｉｎｅａｔａ

GＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａ「ｉａｊａｐｏｎｉｃａ

総種数

総個・体数

総重量

ＤＩ

ＢＩ

多摩）|Ｉ浅１１１

日野橋 多摩大橋
Ｓｔ

●
１

多摩大橋
Ｓｔ

● ２
多摩大橋

Ｓ１
●

３
拝島橋 新井橋

尾ノノ2７ 尾孵 尾〃 尾〃ザ 尾” 尾加?

４４９ ４３００ １４６０ ７４２９

３２５０ １５

１７ １４ 1０ １５ 1５ ６

４８０ １７５ ２２４ 2０１ 4９７ ５６０

1，９２６ ８７４ 5２４ 1，９５０ ２，４９９ 3４５

6.3 6.2 ４３ 5.7 ５．６ ⑥ワ
とげ。～

2９ ２３ １７ 2５ 2４ ７



別表３－１３

拝島橋多摩大橋
ｓｔ３

多摩大橋
ｓｔｌ

日野橋

※は属性での査定か不可能であった。

－２５８－

ＴＲＩＣＨＯＰＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

ＨｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅＴｉ

ＨｙｄｒｏｐｓｙＣｈｏｄｅｓｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｎｉｇｒｏｃｅｐ hａｌａ

Ｒ，ｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒ、ｃｌｅｌＴＥｎｓ

Ｒ、ｓｐ.，ＲＩ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｃｐｓ

Ｄｉｐｌｅｃｔｒｏｎａｓｐ ●
ＤＣ

１３

１１１０

3４３４５

１３

３１０

１５

1１８５０

７１５７０

２１５

２１５

４３５５

５０５００

１５

３１５

６７０

1０４０

１３

EＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｓｔｒｉｇａｔａ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ

・Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｔｒｉｓ

Ｅ．rｕｆａ

Ｅ ●

●

ｐｌｎａ

ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａ

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

Ｂａｅｔｉｓｓｐ

●

●

●

●●

Jａｐｏｎｌｃａ

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

Ｅｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｉ

Ｅ、ｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅ、ｉｋａｎｏｎｉＢ

Ｅ、，ｃｕｒｖａｔｕ,lｕｓ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Rｈｉｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｉｃａ

１３

５１０

１２

７６１

７１０

3６３０９

１６５９０

２４９４

５７７０

５２０

7３４９１

1０２０

３１０

2２２４０

７１５

３５４００

１４１７０

３１７０

８８２５０

７６２５０

1９１１７５

1４ ５

1４１５

４４０

２４２０

５３０

3３２３０

２５４００

３５

2６８０

８０２３０

．２５

４９６０

1８１５

４５

１２

７５０

２３

１１

１２

PＬＤＣＯＰＴＥＲＡ

Ｏｙａｍｉａｇｉｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ
※

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ
※

Ｎｏｇｉｐｅｒｌａｊａｐｏｎｉｃａ

ＡＩｌｏｐｅｒｌａｓｐ．

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ．

Ｔａｅｎｉｏｐｔｅ「ｙｇｉｄａｅ
※

１１０

２５ １３ １１



昭和４９年１１月

4(］

－２５９－

橋
〃

０３
０１１

０４

１
５
７

０１
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
（
。
勺
１
ワ
』

１
１

３
３
３

１

５１

秋１１１ 渓１１１

１１１井堰 昭和橋
ｓｔ、１

日原１１１ 東秋111橋 沢戸橋 上日向橋 笹平橋 大沢橋 新井橋

尾〃 尾囎 尾〃ｻﾞ 尾岬 尾j7zｿ 尾〃 尾〃 尾〃 尾ZnIザ

１５２

1６４０

１５

１５

２５

１３

２１１１０

３５

３２５

１１７０

1３２８

３３０

１１０

1４８０

２５

１５

１３

１８０

７２８

２５

１２

Ｑ

２５

５
５
１
１
５
２

１１
５

１１

ｏ
』

◎
』
ｏ
』

１

４１０

５５

１５

８１０

1１５

２１

０
５
０
０

０
０
０
０

１
７
６

２
９
１
２

１
１

２

５
１
０
２

１
７
９
４

２
４
６
３

１
１
５

１
つ
］

ワ
】
（
Ｕ

ｎ
ｏ

ｏ
］

１

3４１３０

1３５０

６１３０

１０３

９１０

４５

３５

５２０

２２

１１

１３

１２

６１０

２１１２０

1０５

２６８０

１１０

８２５

１
０

１
２

５
１
５

５
５

２
４

２

２
０

１
３

８
５
７

５
５

１
１

１

１５

１７７０

２３

４１，０８２

１２

２２

２５１０

３１０

７１０

１．２

１２４０

３１８１

３５

１２０

１１０

３５

８２０

２１０

１０５

３５

１１５０

１２０

９２５

１５

１３５

３２

２５

７２０

４３



別表３－１３（続き）

※は属在での査定か不可能であった。

－２６０－

CＯＩｊＢＯＰＴＥＲＡ

Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄａｅ
蕪 １１０

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ
※

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ

※

※

】二lｌｅｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ

’

※

１１

5７８．１２１８

２２

２９０２８０

５１０

1９１１７５

５２５

1０９９５ 2５２５５０

●

5２３０

ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ

ＥＴｏｂｄｅｌｌａｌｉｎｅａｔａ
１７０

ＴＵＲＲＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※ １２

RＵＳＴＡＣＥＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ

ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

Ｒａｄｉｘａｕｒｉｃｕｌａｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

絵 種数 ５ １８ １９ ２２ ２ ９

総個体数 ５８６ ５７１ ７７８ ４４８ ２５３ ８１

総重 1，３３６ ２，４３２ 3２５０ ２，１９０ ５５２ ２００

ＤＩ 1.8 6.3 6.6 8.3 ０８ 4.7

ＢI ９ ３３ ３４ ３９ ２ １６



昭和４９年１１月

邪淵稿

］

－２６１－

橋淵柳

５８６

１１

４１１

６１２

４
■

５

０２

秋１１１ 浅）|’

１１１井堰 昭和橋
ｓｔ、１

日原）|’ 東秋111橋 沢 Ｐ 橋 上日向橋 笹平橋 大沢橋 新井橋

尾〃？ 尾〃 尾〃 尾〃 鬮尾叩 尾〃 尾〃 尾ｍｙ 尾〃

１５

９２

２６０

5６３０

４１０

６１３５

１３

１６１９

４２３

１５

１２

2９１５

３３０

１５

1３５

２５

１５

３３

3６２０

１１

１５

２１０

2２３

４１００

２１０

７５３１，０７５

４５ １１０ ３１０ ３５

３１５

１２０

１２ １５ ７ ２１ １９ １１ ２０ ２２ ７

４４ １１２ ７９ ３３９ ２１７ ３３ １５７ １２６ ７７９

1，１１３ ７６４ ６２ 1，３１４ ４５３ ９１ ５７９ ３７３ 1，１９３

7.3 7.3 ３．７ 8.3 8.1 7.2 ９ユ １０５ 2４

２２ ２８ １２ ３９ ３５ ２０ ３８ ４２ １０



別表３－１４

※は属までの査定か不可能であった。

－２６２－

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

HO'ｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕＩｍｅｒｉ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｏｄｅｓｂｒｅｖｉｌｉｎｅａｔａ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｎｉｇｒｏｃｅｐｈａｌａ

Ｒ、ｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

Ｒ、clemens

Ｒ、ｓｐ‘ RＤ

Ｒ･ ｓｐ･ＲＥ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

６１，５７０

2８４２０

１３０

５１３８０

１５２００ １ ５

EＰＩｍＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｌｉｎｅａｔａ

Ｐａｒａｌｅｐｔｏｐｈｌｅｂｉａｓｐ

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

●

Ｅ、ｔｒｉｓｐｉｎａ

Ｅ、ｙｏｓ

Ｅ、

Ｅ
●

ｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

rｕｆａ

ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ．

Ｅ、ｓｐ．

Ｃａｅｎｉｓｓｐ

Bａｅｔｉｓｓｐ

曰

●

Fｌａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

ＥＤ

Ｉｓｏｎｙｃｈｉａｊａｐｏｎｉｃａ

ＡｍｅｌｅｔｕｓｃｏＢｔａｌｉＢ

Ｅｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｉ

Ｅ、ｌａｔｉｆｏｌｉｕｍ

Ｅ、ｉｋａｎｏｎｉｓ

Ｅｃｄｙｏｎｕｒｕｓｙｏｓｈｉｄａｅ

Ｅ、ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

Ｒｈｉｔｈｒｏｇｅｎａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｃｉｎｙｇｍａｈｉｒａｓａｎａ

１５

５４７５

７２０

1４１８３

1２

１３０

３５

３１４０

６２

２５

６１６０

１５

１５

２１５

6６１６５

３１０

1８８２７

1０５

１２２０

７６２

１１

３３２

PＬＥＣＯＰＴＥＲＡ

Ｎｅｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｌｓ

Ｐｅｒｌａｑｕａｄｒａｔａ

Ｐ．ｔｉｂｉａｌｉｓ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ ※



昭和５０年３月

浅)

－７TWEJ

、
Ｌ」

］

－２６３－

９
０

３
０
３
４

１
４
２

９９５

加
別

秋ｌｌｌ 浅）Ⅱ

)|｜井堰 昭和橋
ｓｔ．’

日原）|’ 東秋111橋 沢戸橋 上日向橋 笹平橋 大沢橋 新井橋

尾〃 尾〃 尾〃 尾リワzｻﾞ 尾〃 尾〃 尾ﾘﾜ２F 尾ｚﾉW１ 尾ｍｙ

２３８

０
０

０
０

５
０

６
２

１
１

１
４
２
１

１

７６０

１１０

０
９
５
０
０

０

６
２
６
１
５

１

９
５

５１

９
５
９
２
２

１
２

９
１

２２０ ６８５

１２５

１５

1４８０

１１５

１３

2６２９

１３８

1３２１

6０２３０

1６２６０

５５

１１８００

４２０

２１２０

２０９１，４００

１２

2２１５４０

２７３０

2７１３０

・５５

４４５０

2８３２３１０

１５９

５６９０

３１

1３６０

１１５０

１４５

０
０
５
０
０
０
５

０
０
０

０
０

５
０
５

１
９
８
４
３
３

９
８
０

１
０

２
１

２
４
４
４
１

１
７

１

４
２
５
８
８
４
１

８
７
２

５
６

８
０
８

１
１
１
２
１

６
４
４

０
０

１
１

１

１
９
０

５
０
０

１
５
５

０
０

２
５

１
２
３

２
０
１

５
１

１
２

１

１
７
８

３
６
７

１
７
１

４
４

９
７
２

１
１２

3８６０

６１５０

６２１５０

６２

３２

1０１３０

７４０

９２０

２１

５３３０

1１２２３８

2１５００

９７２２０

７２

1３８

１５０

４２４０

３０１１１

４５

２９０

１６４０

３４０

5４１００

２４１０

３１０

３７

４５５

５１５

１５

１１０

２１０

１６０

１５

２１２０

１１４０

３２０

１５０

１１０



別表３－１４（続き）

※は属性での査定か不可能であった。

－２６４－

地点

種類

Ｓｔａｖｓｏｌｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｉｓｏｐｅｒｌａｎｉｐｐｏｎｉｃａ

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ※

Ａｌｌｏｐｅｒｌａ、ｓｐ ●

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ

Ｐｒｏｔｏｎｅｍｕｒａｓｐ

●

●

Ｔａｅｎｉｏｐｔｅｒｙｇｉｄａｅ

Ｃａｐｎｉｉｄａｅ※．．

※

●

３３０

CＯＬＤＯＰＴＢＲＡ

Ｐｓｅｐｈｅｎｉｄａｅ

Ｅｌｍｉｄａｅｓｐ

※

●

ＯＤＯＮＡＴＡ

Ｏｎｙｃｈｏｇｏｍｐｈｕｓｖｉｒｉｄｉｃｏｓｔｕｓ

Ｇｏｍｐｈｉｄａｅ※

２１，０３０ １４００

ＭＢＧＡＬＯＰＴＥＲＡ

Ｐｒｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇｒａｎｄｉｓ １１８５

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ ※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ ※

※

ＢＩｅｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ

Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ ※

※

4７６３，６５０

２３

2２５

1６４０

２４３２４０

2２６０

２７７２７０ 364Ｌ1５０

２１５２

274１９０

ＣＲＵＳＴＡＣＢＡ

Ａｓｅｌｌｕｓｈｉｌｇｅｎｄｏｒｆｉｉ ２１０

TＵＲＲＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ
※

総種数 ３ ２ １１ １０ ４ １３

総個体数 ４７８ ２４ ３２３ ３４０ ３６８ ４２１

,総重量 4．６８０ ８ 3J5６５ 2，２５２ 1，１７０ 1，４１４

ＤＩ 0.7 1.4 ４．４ 4.0 1.6 5J0

ＢＩ ４ ３ １９ １６ ５ ２３



昭和５０年３月

Ｈ９Ｃ

１４７

－２６５－

１１

橋淵柳

５
０
５
９

６
８

１
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別表３－１５定性調査

●

禺迂での毛目邑疋ニヵムィ、ロ」月Ｅ－Ｃｇ

-２６６－

※は属までの査定か不可能で垂つ元。

年月 ４９・５

種類 点 魚留橋 蜂指橋 神 Ｐ 魚留橋 蜂指橋

ＴＲＩＣＨＯＰＴＥＲＡ

Ｓｔｅｎｏｐｓｙｃｈｅｇｒｉｓｅｉｐｅｎｎｉｓ

Ｈｙｄｒｏｐｓｙｃｈｅｕｌｍｅｒｉ

Ｈ．ｓｐ･ＨＡ

Ｒｈｙａｃｏｐｈｉｌａｔｒａｎｓｑｕｉｌｌａ

OＢ

Ｒ･ ｓｐ・ＲＥ

Ｒ・ ｓｐ･ＥＧ

Ｒ･ ｓｐ･ＲＨ

Ｒ、． ｓｐ・ＲＩ

Ｒ、ｃｌｅｍｅｎｓ

Ｒ、ａｒｔｉｃｕｌａｔａ

Ｒ、ｎｉｗａｅ

Ｍｙｓｔｒｏｐｈｏｒａｉｎｏｐｓ

Ｌｉｍｎｏｐｈｉｌｉｎａｅ

Ｕｅｎｏａｔｏｋｕｎａｇａｉ

※

○

○

○
○
○

○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

●

ＥＰＨＥＭＥＲＯＰＴＥＲＡ

Ｅｐｈｅｍｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｐａｒａｌｅｐｔ叩ｈｌｅｂｉａｓｐ ●

Ｅｐｈｅｍｅｒｅｌｌａｂａｓａｌｉｓ

Ｅ、ｙｏｓｈｉｎｏｅｎｓｉｓ

Ｅ ●

０

ｒｕｆａ

Ｅ、ｎｌｇｒａ

Ｅ、ｓｐ．

Ｅ ●

Ｂａｅｔｉｓ ｓｐ．

Ｂａｅｔｉｅｌｌａｓｐ ●

Ｓｐ ●

EＤ

ＡｍｅｌｅｔｕｓｃｏｓｔａｌＩｓ

Ｅｐｅｏｒｕｓｕｅｎｏｉ

Ｅ、ｌａｔｉｆｏｌ

Ｅ、

ＥＣ。

Ｅ ●

ｌｕｍ

iｋａｎｏｎｉｓ

ｙｏｎｕｒｕｓｙ

Ｒｈｉｔｈ

Ｃ

ｏｓｈｉｄａｅ

ｋｉｂｕｎｅｎｓｉｓ

ｒｏｇｅｎａ〕ａｐｏｎｌｃａ

Iｎｙｇｍａ ｈｉｒａｓａｎａ

○ ○

○

○

○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○



〆、

ヒノ

○

○

○

○

○

０

〆、
ヒノ

○

ｒ１

Ｌノ

（
）

〆、
ヒーノ

－２６７－

』

～

○
○

○
○

●

４９・１０ ５０・２

魚留橋 蜂指橋 神 ﾉE。 魚留橋 蜂指橋 神 戸

○
○
○

○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○



別表３－１５（続き）

※は属在での査定が不可能であった。

－２６８－

年 月 ４９・５ ４９ ●

種類 地Ｕ点 魚止橋 蜂指橋 神 Ｐ 魚留橋 蜂指橋

ＰＬＥＣＯＰＴＥＢＡ

０ｙａｍｌａ ｇｉｂｂａ

Ｐａｒａｇｎｅｔｉｎａｔｉｎｃｔｉｐｅｎｎｉｓ

Ｐｅｒｌａ ｑｕ ａｄｒａｔａ

Ａｃｒｏｎｅｕｒｉａｓｔｉｇｍａｔｉｃａ

Ｎｏｇｉｐｅｒｌａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｐｅｒｌｉｄａｅ
※

Ｐｅｒｌｏｄｉｄａｅ ※

Ａｌｌｏｐｅｒｌａｓｐ ●

Ｐｒｏｔｏｎｅｍｕｒａｓｐ

Ａｍｐｈｉｎｅｍｕｒａｓｐ

●

●

○

○

○

○

○
○
○
○

ＯＤＯＭＡＴＡ

Ｇ ｏｍｐｈｉｄａｅ ※

ＭＥＧＡＬＯＰＴＥＲＡ

ＰｒｏｔｏｈｅｒｍｅｓｇＴａｎｄｉｓ

ＤＩＰＴＥＲＡ

Ｔｉｐｕｌｉｄａｅ
※

Ｃｈｉｒｏｎｏｍｉｄａｅ

Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ ※

Ｒｈａｇｉｏｎｉｄａｅ
※

※

Ｂ１.ｅｐｈａｒｏｃｅｒｉｄａｅ
※ ○ ○

○
○
○

○
○

ＴＵＲＢＥＬＬＡＲＩＡ

Ｐｌａｎａｒｉｉｄａｅ ※ ○ ○



○

○

○

－２６９－

一
戸

８
神

●

○
○

４９・１０ ５０・２

魚留橋 蜂指橋 神 Ｐ 魚留橋 蜂指橋 神 Ｐ

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○
○ ○ ○

○
○
○

○
○
○

○
○

○ ○ ○



③水生植物

岩本康三庵谷晃
①緒 ＝

水界の一次生産者たる水生植物の生育状況は、水温、水質はじめ各種環境要因の総合の反映であるた

め、その種類組成、年間を通じての盛衰、現存量の実態等の解明は、物理的、化学的環境要因の測定の

みでは掴みきれぬ部分を明らかにすることが多い。

調査は設定された６調査点において、昭和４９，５０，５１年度に亘って行なわれた。この間の観察

と測定により多くの資料が得られた｡
４５）

ここに４９年度分の筆者の報告も再検討を加えて織りこみ、報告し批判を仰ぐ次第である。

なお、昭和４９年１１月に日野橋上流と東秋川橋上流にて採取された、オイカワ、ウグイ、ギンプナ

について、その冑内容物を調べたので、その結果についてもふれる。さらに、かねてから分布条件など

が注目されている漢流産食用緑藻のカワノリは、その限定された生育状況から、ある種の水界を物語る

指標性の高い植物とも考えられるため、奥多摩地域のカワノリ分布については調査点にこだわらず調査

をした。筆者らは約１０年来、カワノリの日本における分布を調べており、その全体像がほぼ浮きほり

にたったので、近く正式な報告を行なうので、ここでは奥多摩地域のカワノリ分布図を添え参考に供す

るにとどめるｏ

②方法

ア調査点の設定

多摩川水系全体からみれば上流域である日野橋附近は、近年の都市化の進行につれ水質汚染が進み、

現在は、かっての清流域の面影は全く消失している。したがって今回の調査点設定にあたっては、日

野橋下を最下限の調査点とし、その上流部は、多摩川本流の青梅市の柳淵橋附近と、さらに上流日原

川へ注ぐ溪流の倉沢谷の魚留橋下の２点、および秋川水系については、その最下流部の東秋)||橋附近、

北秋川の赤井沢の神戸岩上流附近、南秋)||最上流部の数馬地区の蜂指橋下の３点、以上合計６個所

の調査点を設定した（図４－１）。

イ調査の期間、時期、回数

昭和４９年度から３か年間にわ六n、毎年度、春・夏・秋・冬の季節毎に各１回の調査を原則とし

た。しかし若干期日のずれた場合もあった。調査は１回について２日間を費して６調査点を自動車で

巡回した。これら調査を実施した年月日はつぎのようである。

春 冬夏 秋

昭和４９年度

昭和５０年度

昭和５１年度

５月３１日・６月１日８月２３．２４日１０月２２．２３日翌２月４．５日

４月１７．１８日７月１７．１８日１０月１４．１５日翌２月１３．１４日

５月１４．１５日７月１５．１６日１０月１４．１５日翌３月８．９日

－２７０－



これらの調査以外にもカワノリのため別途数回の調査を実施した。さらに昭和４９年１１月に日野

橋と東秋川橋附近で採取されたオイカワ、ウグイ、ギンプナの冑内容物も調べた。

ウ．調査方法

昭和４９年度は各調査点における全水生植物の種類とそれらのおおよその生育量を明らかにする植

生調査にあてた。昭和５０，５１年度は同じく植生調査を行なうとともに現存量を知るため、コー

ドラート法（quadratmethod）により、５，１平方内の着生植物に含まれるクロロフィル量を定量

し、単位面積（〆）当りクロロフィル量を算出した｡

植生調査は、生育する植物の大部分が珪藻を主体とする微細なもののため、１調査点あたり川床か

ら２個の径約２０cm大の石をとり、その上面５c,n平方の附着物をクロロフィル定量用に残し、それ以

外のものを水を入れたバットの中で歯ブラシにより洗い落して採集した。その他、調査点周辺数十メ

ートルの)||床、川岸、飛沫のかかる岩上などから眼につくものを採集し、実験室に持ち帰り、種の査

定とそれぞれの多少を調べた。

クロロフィル量測定のための材料は、上記２個の石に残した５，１平方の附着物で、これらはそれぞ

れ別個に少量の)''水（川水中のクロロフィル量は、いずれの調査点でも無視し得る程度に微量であっ

た）を入れたバット中に歯ブラシで洗い落され、最終的に１立の懸濁液とされ、懸濁物の多少に応じ

て、その－定量をグラスファイバー・フィルター（WhatmanGF/ｂ）上に吸引附着させ、１０℃以

下の低温暗黒の状態で実験室に持ち帰り、３０時間以内にクロロフィルの抽出・測定に供した。方法
＊

はＳＣＯＲ－ＵＮＥＳＣＯ法（１９６４）であり、本報告ではクロロフィルａ員のみを示した。方法を

具体的に述べれば、吸引附着させた試料をフィルターとと１Ｍて乳鉢で磨砕し、適量の９０％アセトン

でクロロフィル抽出液をつくり、これについて所要の吸光度を測定し、次式で計算すると９０冊アセ

トン１枇中のクロロフィルａ量がＭ７単位で計算できる。

Ｃｈｌｏｒｏｐｈｙｌｌａ＝１１．６４Ｅ６６３－２１６Ｅ６４５＋０．１Ｅ６３ｏ

なお、Ｅ668、E645、Ｅ６３ｏは７５０ｎｍにおける読みとり値を引いた後の６６３，６４５，６３０

，ｍにおける液層１ｍあたりの吸光度である｡

＊ＲｅｐｏｒｔｏｆＳＣＯＲ－ＵＮＥＳＣＯＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐｌ７ｏｎＮＤｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎｏｆ

ＰｈｏｔｏｓｙｎｔｈｅｔｉｃＰｉｇｍｅｎｔｓ〃，Ｊｕｎｅ４－６，１９６４，Ｐａｒｉｓ．（Ｍｉｍｅｏ）

Ｓｙｄｎｅｙｌ９６４

〔クロロフィルムａ法について〕

従来、河川の藻類の定量のためには、主として、個体数計数法が用いられてきた。藻類定量の目的

はその場所の現存量を知ると同時に、その基礎生産量をも知ることにある。この二つの要求を満たし

得る方法か一番良いわけである。その方法は色々と考えられるが、河川では藻類に注じって各種微細

－２７１



を動物、水生昆虫の幼生など多数の動物が生育しているほか、森林などから運びこまれた生物の砕片、

死体などかあるため、有機物を測定する方法では、これらの､のすべてを計ってし注うことになり‘

どれだけが藻類のものか判定できたい。また灼熱減量から求める方法は、±砂の沈着も多いので適当

でない。つぎに個体数を数える方法であるか、河川の藻類は種類も雑多で、微細藻と称されるものに

ついても、その大きさは肌加から３０Ｍ加にもおよぶ。このように大きさの極めて異なるものを

個体数で処理することは不合理である○注た、生きている個体、￣すでに死んだ個体の区別も困難であ

る上１㎡当りの個体数で１０，０００以下の単位では有意性かをいともいわれているｏそれにもかかわら

ず個体数計数法が用いられてきたのは他に良い方法がみつからなかったからであろう。

クロロフィルａは生きているすべての藻類に含まれているため、これを定量することによって、そ

れぞれの水域における現存量推定の基礎を得ることができる。また、クロロフィルａは光合成に直接

に関与するので、その場所での受光量が判明しさえすれば基礎生産力を推定することも可能である。

しかし本法にも、植物の着生状態が千差万別な現場で一体どの部分を試料として選定.すべきか、むず

かしい問題がある。本調査では珪藻が最もよく着生していると思われる石を試料とした。このような

問題点はあるか、現在では河川の藻類の定量には最も優れた方法とされているｏ

⑧結果および考察

ァ調査点について

今回の調査で設定した６調査点の概要は下記のようである○

Dii向全韮ｊ扇

』Ｈ」

L-Dnl

【重量型

Ａ

、皀唖

図４－１多摩川水系に設定された６調査点

－２７２－



１．日野橋（Ｓｔ、１）

最下流に設定した調査点で、秋Ⅱ|合流部よりさらに下流に位置し左岸の橋上手わきには本調査

開始前から立川の汚水処理場の建設が進められていたか、本調査最終年には完成し、処理された

大量の水は橋の上流約２００ｍの排水路から多摩川へ放流されている。本調査点は調査開始の時

から終始有機質が多く、時には悪臭かただよった。川底にはイトミミズが棲息することもあり、

藍藻のユレモ属が多く、また灰白色をした、いわゆる「水わた」と称される水生系状細菌の

Ｓｐｈａｅｒｏｔｉｌｕｓが繁茂するなど汚染が箸るしい。特に最終の調査時においてはSphaerotilus

の繁茂は箸るし〈川底の石、水草をどの表面は全体灰白色を呈した。

２．束秋Ⅱ|橋（８ｔ、２）

３年間の調査期間中に大雨による川岸の崩壊、改修土木工事が継続し、川すじの状況が常に変

化した所である。また堰堤下手の左岸の一部から湧水もあり、植物相は多彩であった。水質とし

ては若干富栄養化しているものの、まず清流といえよう｡

３柳淵橋（８ｔ､３）

青梅市中心部直下の多摩川本流に位置し、豊富な水が流れ川床はやや大きめの玉石からなる｡

川原も玉石が多く、ひらけ、夏季には水泳場ともたる。

４神戸（８ｔ.４）

北秋川の赤井沢にある天然記念物指定の神戸岩のある所で、ここのトンネルよりやや上流左岸

から溪流が滝とだって落ち込むあたりが調査点である。この地域は地質学的に烏ノ巣統

（ＴｏｒｉｎｏｓｕＧｒｏｕｐ）に属し、チャート、石灰岩をどの大石がある幅４～５ｍの溪流である。

５．数馬（８ｔ、５）

南秋川最上流に位置する奥多摩有料道路入口下の蜂指橋の所で、地質学的には小仏層

（Ｋｏｂｏｔｏｋｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ）で、茶褐色の条線の入った面状片理の黒色の粘板岩が多い川床、

岩石が印象的で、川幅２～３腕の渓流である。

６．倉沢（Ｓｔ、６）

日原の集落地よりやや下手の倉沢谷を入り、倉沢鍾乳洞入口より少し上流の魚留橋下の所で、

すぐ上手に魚留滝がある。地質は神戸よりやや古い三譽系（Ｔｒｉａｓｓｉｃｓｙｓｔｅｍ）に属する。

ここは大小のチャート、石灰岩が曇々とした溪流である。

イ植生について

上流域や下流域、あるいは季節により出現種、生育量に差異か認められるのは勿論であるか、年

によってもかなりの変動かみられる。３年間（昭和４９，５０，５１年度）にわたる調査において、

調査点ごとに、また季節別に見出された藻類の種類とその多寡をその玄を示したのが表４－１～８

で、この他、同期間に見出された水生種子植物を加えて年度別に種数で整理したのが表４－２であ

る。すなわち、藻類は９４種で、その内訳は珪藻４９種（４～５種と思われるＮａｖｉｃｕｌａｓｐｐ．，

変種のＳｙｎｅｄｒａｕｌｎａｖａｒ・ｉｍｐｒｅｓｓａをそれぞれ１種と数えて）、緑藻２４種（２種と思わ
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れろＣｏｓｍａｒｉｕｍｓｐｐ・’２～３種のＨｏｒｍｉｄｉｕｍｓｐｐ・’２種位のＯｅｄｏｇｏｎｉｕｍｓｐｐ．，

Ｓｐｉｒｏｇｙｒａｓｐｐ.，およびＳｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐｐ.，をそれぞれ１種として）、藍藻７種（２

種位のＬｙｎｇｂｙａｓｐｐ．，と４～５種位と思われるＯｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐｐ．，などを１種として）、

ミドリムシ類１０種（３～４種あろうと思われるＥｕｇｌｅｎａｓｐｐ・を１種として）、その他４種

（２種と思われるＶａｕｃｈｅｒｉａｓｐｐ、を１種として）となり、他に水生顕花植物４種である。

各調査点別植物の組成、種数は表４－２に明らか|/亡したか､顕花植物は川底が岩石、大石、玉石など

からたる倉沢、数馬、神戸、柳淵では全く見られず、川底が砂泥からたり汚染の進んだ日野橋にヒ

ルムンロエピモ（Ｐ１．４－Ｆｉｇ．４－７：）、イトモ（Ｐ１．４－Ｆｉｇｓ、１－３；）が、まだ

清流といえる東秋川橋にエビモ、コカナダモが見られた結果を示している。また藻類に関しては、

日野橋６０種、東秋川橋５２種と他の４点より際立って多い結果がみられる。なお、東秋川橋の調

査点は、堰堤上手は水流がゆるやか、下手はかなりの流速、また湧水もあるなどから、肉眼的には

植生が最も多様であったか、微細なものを含めた最終的な集計では、表４－２に示したように箸るし

〈汚染の進んでいる日野橋の方が種類か多い結果となった。これは３年間の調査期間中の東秋川橋

きわで)Ⅱ岸崩壊のため土木工事が継続的に行なわれたことが原因とたっているのかもしれない○

６調査点で見出された藻類の大部分は微細藻であるか、肉眼的な大きいものもいくつか数えられ

る。藻類では、Ｃｌａｄｏｐｈｏｒａｇｌｏｍｅｒａｔａか東秋川橋や柳淵橋の流れの速ＷＩｌ床の石上に、アミ

ミドロHydrodictyonreticulatumは東秋川の流れのやや緩慢な所、カワノリＰｒａｓｉｏｌａ

ｊａｐｏｎｉｃａは漢流域の倉沢と神戸に（数馬には生育したい）、アオミト鶴ロＳｐｉｒｏｇｙｒａは東秋

川橋に多いが、その他にも若干見られる。キヌミドロＳｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍは汚染の進んだ日野橋

で大量に、ヨツメモＴｅｔｒａｓｐｏｒａｌｕｂｒｉｃａは東秋川橋の湧水の流れる所に、ヒピミト・ｐ

Ｕｌｏｔｈｒｉｘは日野橋以外で、特に冬から春にかけて、それぞれ目立つ存在であった。萱允、緑藻

の気生藻スミレモＴｒｅｎｔｏｐｏｈｌｉａは倉沢、神戸の調査点にあるコンクリート製の橋の側面の一部

に密生していた。黄色藻のフシナシミドロVaucheriaはⅡ|床の石上に緑の部厚いマット状をたし

て生育し、数馬に多く見られたか、日野橋と東秋川橋とも若干認められた。これら肉眼的藻類は眼

につき易いため、前記の水生顕花植物と共に、指標植物を考える場合にはまつさきに考慮されるべ

きであろうｏ

なお肉眼的な群体を形成する藻類のミズオＨｙｄｒｕｒｕｓｆｏｅｔｉｄｕｓ（黄色鞭毛藻の１種）は日本

各地の溪流で普通に見られるものであるか、今回の多摩Ⅱ|水系の調査では何処からも発見できたか

ったことは注目されるｏ

表４－３は表４－１から季節別に各調査点で見出された藻類の種数を類別して比較したものであ

る汚染の進んだ日野橋では秋季に、富栄養化したとはいえ未だ清流といえる東秋川橋では夏季に、

柳淵橋では冬から春季に、それぞれ他季節にくらべ比較的多くの種類か数多く見出された。一方、

漢流域の神戸、数馬、倉沢などでは年間を通じて種数の変動か少ない傾向が認められる。表４－３

をもとに各調査点における藻類の種数組成を季節別に棒グラフで示したのか図４－２であるｏ本図
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表４－３６調査点における季節別出現藻類種数の上徽
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からは、中・下流域の３調査点のうち、柳淵橋がその流れが早いためか、他の日野橋や東秋川橋と

は藻類組成に違いのあること、上流域（漢流域）の３調査点の中では数馬と倉沢ではかなり違い、

神戸が中間にあることとが一見してうかがえる｡

ウ１調査点のみに見出された藻類

６調査点のうち１調査点にのみ見出された藻類の種類を表４－４に示した。表４－５はこれを調

査点別、分類群別に種数で整理したものである。珪藻で１７、緑藻で９，藍藻で３，ミト゛リムシ類

で６，その他で２の計３７種となり、本調査で見出された９４種の１／３強になる｡これらのうち、

日野橋で緑藻か５種とミドリムシ類が４種あること、東秋川橋で珪藻か７種かぞえられること、溪

流の倉沢で３種の藍藻があることなどが注目される。また、これら１調査点にのみ見出されたもの

の多くは生育量が少ない。１調査点からのみ見出されたものは、各調査点の指標植物となり得る可

能性があるわけであるか、これらが見出された以外の調査点には生育しないとはいえない。したか

って、指標性を論ずる場合、その実用性を念頭におく必要があるので、生育量の少ないものは除外

して検討すべきであろう。

Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａｃｏｍｔａ（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．１）、Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｑｕａｄｒｉｐｕｎｃｔａｔｕｍ（Ｐ１．

２－Ｆｉｇ．９）、Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｂｕｄｅｎｓｉｓ（Ｐ１．３－Ｆｉｇ．６）をどの珪藻、緑藻のＣｈｌｏ－

ｒｅｌｌａｓｐ．，藍藻のＣａｌｏｔｈｒｉｘｓｐ．、Ｒｉｖｕｌａｒｉａｓｐ.、ミドリムシ類のＥｕｇｌｅｎａｐｉｓｃ－

ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｅ、ｐｒｏｘｉｍａ，Ｂｖｉｒｉｄｉｓ，Ｅｓｐ．（表７でＥｕ９．ｓｐｐ、としたもののう

ち１～２種）などは多産もしくは比較的多く生育する｡

ェ上、中、下流域を特徴づける種

本調査で見出され表４－１に示された９４種の藻類について調査点別に出現量と出現季節を再整

理して表４－６－１～４に示した。これらの表と前記１調査点にのみ見出されたものに基づいて各

調査点を特徴づける藻類の選定を試みたか、類似した結果となる調査点かでるので、全域を上流域

（神戸、数馬、倉沢など溪流域）、中流域（東秋川橋、柳淵橋など富栄養化していても未だ清流域

とみなせる所）、および下流域（日野橋附近の汚染の箸るし〈進んだ所）に分けて考える方が、よ

り適切であると判断された。したがって以下に、上、中、下流域等を特徴づける藻類ということで

整理する。

表４－７は上、中、下流域をそれぞれ特徴づける種類、上、中流域に共通のもの、中、下流域に

共通のもの、全域に共通のものに分けて整理した表である。

上流域のものとした珪藻のＣｅｒａｔｏｎｅｉｓａｒｃｕｓ（Ｐ１．１－Ｆｉｇ．６）は中、下流にも若干生

育するし、また、ＤｉａｔｏｍａｈｉｅｍａｌＥ（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．４）は中流にも生育するか、冬から早

春にかけて上流に特に多産する｡これらは群体を作って岩石に着生繁茂する。緑藻のカヮノリ

（Ｐｒａｓｉｏｌａｊａｐｏｎｉｃａ）は食用緑藻として古来一部の人士の間で知られるもので、今回の調査

点に限れば、その生育地は神戸と倉沢の２個所で、同じ溪流地でも数,馬に生育しないことは興味深

い。本種は注意して仔細に観察すれば周年見られるようであるか、夏季に繁茂し、秋から冬にかけ
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表４－４ユ調査点のみに見出された藻類一覧
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表４－５調査点別、分類群別種数
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表４－６－ユ表1～Ｂより整理した、藻類の各調査点における出現状況

出現期、（）は特に多い季節

ＢａｃユＵａｒｉｏｐｈｙｃｅａｅ

ＯｅｎｔｒＢＪｅｓ

ｌ・Ｏｙｃユｏｔｅユユａｃｏｍｔａ

２°Ｃ・ｍｅｎｅｇｍｎｉａｎａ

う．０．ｓｐ，

４．ｍｅユ。ｓｉｒａｖａｒ１ａｎｓ

ｐｅｎｎａユｅｓ

５．Achnanthescrenuﾕata

５．Ａ・ユａｎｃｅｏユａｔａ

７．Ａ･ユユneariformﾕｓ

８．．Ａｍｐｈｏｒａｏｖａﾕiｓ

９．Ceratoneﾕｓａｒｃｕｓ

１Ｏ・Ｏｏｃｃｏｎｅユｓｐユａｃｅｎｔｕﾕａ

１１．ＯｙｍａｔｏＰユｅｕｒａｅユユユｐｔｉｃａ

１２･Ｏｙｍｂｅユエａｐｒｏｓｔｒａｔａ

１ろ．０．tumida

１４．０．ｔｕｒｇｉｄａ

１５．０．ventricosa

16･Ｄｉａｔｏｍａｈｉｅｍａユｅ

１７．，．ｖｕﾕｇａｒｅ

ｌ８・Ｆｒａｇｉユａｒｉａｃａｐｕｃユｎａ

１９．Ｆ･construens

２０．Ｆ・ｖａｕｃｈｅｒｉａｅ

２１。Ｆ・ｓｐ、

２２．Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａａｃｕｍｉｎａｔｕｍ
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２
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Ｓｕ
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Ｗｎｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

ＡｕシＷｉ

Ｓｕ，Ｗｉ

Ｖｈｏユｅｙｅａｒ

ＳｎＳｕ，Ａｕ

Ｖｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｌﾕ。ユｅｙｅＢＬｒ
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１
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３
１
２
３

１
３
２

２
４
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５
４
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４
５
１
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５
１
１
１
１

５
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４
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１
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１

３

２
１
５
２
２
１
１

２
１
２
４
２

１１１

４
１
３
１

１
４
２

２
４
１ (Wi，Ｓｐ）

(wi，ｓｐ）１

１
１
２

１１１１’１

１

１
１

ＢＴ・小

Sm、２：

ＢＴ･ろ：
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数字１は少数出現を示す。

数字５は多数出現を示す。

数字２３．４．は中間の出現数を示す。
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表４－６－２

出現期､（）内は特に多い季圏STk6SＴ４ STZ5ST63ST２ST､１

BaciUariophyceae（Oontinued）
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２９．Ｇ．ｓｕｂｔｎｅ

ろ０．Gyrosigmaacumnatum

ろLmeridﾕｏｎｃﾕrcuﾕare

ろ２．Navicuﾕacryptocephaﾕａ
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ＫＢＬｎｏｔｏ
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Ｋ１】Ｆａｓａｗａ

Ｈｉｎｏ－ｂａｓｍ
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Rｙｕｅｎ－ｂａｓｈｉ

Ｓｍ、１８

８，．２：

日田．ラ：
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表４－６－３

出現期（）内に特に多い季節

Ｏｍｏｒｏｐｈｙｃｅａｅ

ｔＡｎｌｄｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓｓｐ､

２．０ｈﾕａｍｙｄｏｍｏｎａｓｓｐ・

ろ.ＯhﾕｏｒｅＵＢＬｓｐ、

４．０ユａｄｏｐｈｏｒａｇユｏｍｅｒａｔａ

５．０ユosteriummonﾕﾕiforum

５．Ｏｏｓｍａｍｕｍｓｐｐ．.

７．０yﾕﾕndrocystissp、

８．ＨａｅｍａｔｏｃｏｃｃｕｓｂｕｅｔＢｃｍｉｉ

９．Hormdiumspp、

１０．Hyd工ｏｍｃｔｙｏｎｒｅｔｉｃｕﾕａｔｕｍ

１１・Ｏｅｄｏｇｏｍｕｍｓｐｐ、

１２．Ｏｏｃｙｓ七ｉｓＢｐ･

イラ．PediastrumborDranum

14･Prasioﾕａｊａｐｏｍｃａ

１５･Rmzocユonﾕｕｍｓｐ･

'１６．ＳｃｅｎｅｄｅＢｍｕｓａｒｍａｔｕｓ

１７．ｓ･biduga

１８．ｓ・ｑｕａｄｒｉｃａｕｄａ

ｌ９･ＳｅユenastrumweBtii

20・Ｓｐユｒｏｇｙｒａｓｐｐ、

２１．Ｓｔｉｇｅｏｃユｏｍｕｍｓｐｐ、

２２．Ｔｅｔｒａｓｐｏｒａユｕｂｒｉｃａ

２ろ．mrentepohﾕﾕａｓｐ、

２４．Ｕ１ｏｔｈｒｉｘｚｏｎａｔａ

Ｓｐ９Ｓｕ

Ｓｕ，Ａｕ９Ｗユ

ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏﾕｅｙｅａｒ（Sp,Su,Au）

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｓｐ９Ｓｕ，Ａｕ

Ａｕ

Ｓｐ

Ｓｕ９Ａｕ９Ｗｉ

Ｓｕ

Ｗｉ，ＳＰ９Ｓｕ

Ａｕ

Ａｕ

Ｗｈｏﾕｅｙｅａｒ（Su，Ａｕ）

ＳＰ９Ａｕ

ＳｎＳｕ

Ｓｐ９Ｓｕ

Ａｕ

Ｓｐ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

ｗｉ，ｓｐ

Ｗｈｏｍｙｅａｒ

Ｗｈｏﾕｅｙｅａ工、（Wi，Ｓｐ）111
Ｓｍ・イ：

Ｓｍ．２：

Sm.ろ：

Ｈﾕｎｏ－ｂａｓｈユ

Ｈｉｇａｓｈｉ－ａｌｄｋａｗａ－ｂａｓｈｉ

Ｒｙｕｅｎ－ｂａｓｍ

Ｓｍ、４：

Sm.５：

Ｓｍ．５：

Ｋａｎｏｔｏ

Ｋａｚｌ】ｍＰｌ

Ｋｕｒａｓａｗａ
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表４－６－４

出現期、（）内に特に多い季節

Oyanophyceae

’１．０ａユothｺﾛｴｘｓｐ、

２．Ｏｈｒｏｏｃｏｃｃｕｓｓｐ･

ろ．エWngbyaspp、

４．Ｎｏｓｔｏｃｓｐ、

５．OsciUatoriaspp、

６．Ｐｈｏｒｍｄｉｕｍｓｐ、

７．ＲＷ４ｕﾕariasp．

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｓｐ９Ａｕ

Ｗｉ,Ｓｐ,Su

Whoユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｎｏユｅｙｅａｒ

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

４
１
１
４
３
１
３

１

１

２

:に|，|；

Eugユｅｎｏｐｎｙｃｅａｅ

ｌ・Ａｎユｓｏｎｅｍａｓｐ、

２．Ｅｕｇユｅｎａｐｉｓｃｉｆｏｒｍユｓ

ろ．Ｅ・pro泡､ａ
●

４．Ｅ･ｓａｎｇｕﾕｎｅａ

５．Ｅ・Ｔirﾕｕｓ

６．Ｅ･ＢＰＰ、

７．NotoBoﾕｅｎｕｓｓｐ、

８．ＰｅｒａｎｅｍａＢｐ、

９．ＰｅｔａﾕomonasBp、

１０．ｍｒａｃｈｅユｏｍｏｎａｓｖｏユｖｏｃｉｎＢ

Ｖｈｏユｅｙｅａｒ

Ｖｈｏユｅｙｅａｒ

Ｖｎｏユｅｙｅａｒ

Ｓｕ

Ｖｎｏユｅｙｅａ工

Ｗｈｏユｅｙｅａｒ

Ｗｉ

Ａｕ９Ｗｉ，Ｓｐ

Ｗｉ

Ｓｐ

２
４
５

１

１

４
５
１
１
１

２１１

１

１

Others（Cryptophyceaeand

l･Ｏｒｙｐｔｏｍｏｎａｓｓｐ，

２．ｍｒｉｂｏｎｅｍａｂｏｍｂｙｃｉｎｕｍ

ろ．Ｔ･yamadanum

４．Ｖａｕｃｈｅｒｉ・ａｓｐｐ．

Xantnophyceae）

｜)に｜’
Ｓｕ

Ｓｕ９Ａｕ

Ｓｕ，Au

Whoﾕｅｙｅａｒ（Wi）

１

４２１１１１１

ＳＴ・伽

Ｓｍ、２８

ｓＴ･ろ：

Hユｎｏ－ｂａｓｈｉ

Ｈﾕｇａｓｈユーaｌｄｋａｗａ－ｂａｓｍ

Ｒｙｕｅｎ－ｂａｓｍ

ＳＴ、４：

Sm.５：

８，．５：

Ｋａｎｏｔｏ

ＫａｚＢｕｍ白

JｍＴａｓａｗａ
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表４－７上流（溪流）域、中流域、下旅（汚染）域などを
特徴づけている藻類各種

Upper(Ilountain）Stream ｆｌｉｄｓｔｒｅａｍ ｌＬｏｗｅｒ(PCﾕﾕuted）Stream

Ｏｅｒａｔｏｎｅ１ｓａｒｃｕｓ

Ｄｉａｔｏｍａｈユｅｍａユｅ

Ｏｙｍｂｅユユａｔｕｍ工ｄａ

Ｃ･ｖｅｎｔｒｉｃｏｓａ

Ｒｈｏｉｃｏｓｐｈｅｎユａｃｕ工､ｖａｔａ

ＮａｖユＣｕユａｅｘユｇｕａ

ＩＶｉｔｚｓｃｈユａｐａユｅａ

Ｏｓｃｉユユａｔｏｒユａｓｐｐ．PrasﾕoﾕajaponﾕＣａ

Ｏ１ａｄｏｐｎｏｒａｇユｏｍｅｒａｔａ

Ｏｅｄｏｇｏｎｉｕｍｓｐｐ． Ｅｕｇ１ｅｎＥＬｐｉｓｃｉｒｏｒｍユｓ

Ｅｕｇ、ｐｒｏｍｍａ

Ｅｕｇ．ｖﾕｒｉｄユｓ

Ｅｕｇ・ｓｐｐ。

ＯａユｏｔｍＤﾕｘｓｐ･

Ｎｏｓｔｏｃｓｐ．

Ｖａｕｃｈｅｒユａｓｐ．

ＯｏｍｍｏｎｂｅｔｗｅｅｎＮｉ－ｄａｎｄＬｏｗｅｒ

ｓｔｒｅａｍｓ

Ｎａｖｉｃｕユａｃｒｙｐｔｏｃｅｐｈａ１ａ

ＳｕｒﾕｒｅユユＢＢＬｎｇｕｓｔＥＬ

ＯｏｍｍｏｎｂｅｔｗｅｅｎＵｐｐｅｒａｎｄＤｌユｄ
ｓｔｒｅｚｍｐ

Ｏｏｃｃｏｎｅユｓｐユａｃｅｎｔｕユａ

ＤユＥＬｔｏｍａｖｕユｇａｒｅ

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａｏユｉｖａｃｅｕｍ

Ｓセユｇｅｏｃユｏｎﾕｕｍｓｐ･

ＯＳＣユユユａｔｏｒｉＥＬｓｐｐ．

1Jユｏｔｈｒｉｘｚｏｎａｔａ

ＯｏｍｍｏｎａｍｏｎｇｌＪｐｐｅｒ９ＩｂｉｉｄａｎｄＬｏｗｅｒ
ｓｔｒｅａｍｓ

ＡｃｈｎａｎｔｈｅｓユユｎｅａｒユヱｏｒＹｎユｓ

Ｓｙｎｅｄｒａｕ１ｎａ

Upper(Mountaﾕ､）Stream：Kurasawa(S七.６)，Kazuma(S七.５）and
Kanoto(S七・４）

Mﾕ。ｓ方ream：Ryuen-bashﾕ(St･ろ）andHigashﾕｰakﾕkawa-bashﾕ(S七.２）
Lower(PCﾕﾕuted）Stream：Hino-bashﾕ(８t､１）
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て有性生殖を行ない、真冬から晩春雀ではまず見られたいのが普通である｡藍藻のＣａｌｏｔｈｒｉｘ

ｓｐ．は倉沢で周年、Ｎｏｓｔｏｃｓｐ・屯倉沢で周年、数馬で春季に１度見出された。Ｖａｕｃｈｅｒｉａ

ｓｐ・は表８でＶａｕｃｈｅｒｉａｓｐｐ、としたものの－つで、清例な流水中に生育し、数馬で比較的多

く見られるほか、東秋川橋の湧水の流れる所にも若干生育する。

中流域を特徴づけるものとしたＣｙｍｂｅｌｌａｔｕｍｉｄａ（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．２）は、上、下流域に

も若干生育し、Ｏｖｅｎｔｒｉｃｏｓａ（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．３）も同様であるか、本種の場合は下流域で

も比較的多く見られる。Ｒｈｏｉｃｏｓｐｈｅｎｉａｃｕｒｖａｔａ（Ｐ１．３－Ｆｉｇ．９）も、上流や下流にも

若干生育する。緑藻のＣｌａｄｏｐｈｏｒａｇｌｏｍｅｒａｔａは大型のため極めて目立つもので、中流域で

は周年見られるが盛期の更には体高１０cm以上にもなる。しかし、秋から冬の間には小さく衰微す

る。本種は下流域にも僅かに生育する一方、上流域でも神戸で夏季に－度認められたｏＯｅｄｏｇｏ－

ｎｉｕｍｓｐｐ・は上、下流にも若干生育する。

下流域を特徴づけるとした珪藻のNaviculaexigua（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．１３）は、中・下流共

通種とした方が妥当かもしれぬ程度に中流域にも比較的多い。また、少量であるか上流域にも認め

られる。Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｐａｌｅａ（Ｐ１．３－Ｆｉｇ．４）も前種と同様な傾向があるか、下流域に特に

多い。藍藻のＯｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐｐ・は、全調査で４～５種は存在するように認められたため表７

でＯｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐｐ．と表示したが、この中の２～３種かこの下流域に多く、他は上流域など

に生育する。

上・中流域に共通するとした珪藻のＣｏｃｃｏｎｅｉｓｐｌａｃｅｎｔｕｌａ（Ｐ１．１－Ｆｉｇ．７）は周年

見られるか、上流域に特に多い傾向がうかがえるｏＤｉａｔｏｍａｖｕｌｇａｒｅ（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．５）

は冬から春にかけて多産する。Gomphonemaolivaceum（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．８）も周年見ら

れるか、秋から冬にかけて特に多い傾向があるｏ緑藻のＵｌｏｔｈｒｉｘｚｏｎａｔａは詳しく見れば周年

認められるが盛期は冬から春である○

中・下流域に共通するとした珪藻のNaviculacryptocephala（Ｐ１．２－Ｆｉｇ．１２）は上

流にも生育が見られ、Ｓｕｒｉｒｅｌｌａａｎｇｕｓｔａ（Ｐ１．３－Ｆｉｇ．１２）は汚染の進んだ下流域の方

かより多い傾向がある｡緑藻Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐ・は表６で複数表示したものの－つで、これ

は汚染域に見られるものである。藍藻のＯｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐｐ・は査定が不充分なため極めてあ

いまいであるか、漢流域と既述の下流域のものを除いたものと理解して欲しいｏ

最後に全域に共通するものとしてあげた種は、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｌｉｎｅａｒｉｆｏｒｍｉｓ（Ｐ１．１－

Ｆｉｇ．４）とＳｙｎｅｄｒａｕｌｎａ（Ｐ１．３－Ｆｉｇ．１１）の２種の珪藻で、両種とも極めて普遍的な

種で周年豊富に見出される○

４８)49）
小林は荒川水系の珪藻について詳細な調査を実施し、出現種数として１０５種（変種を含む）を

あげ、荒川流域における珪藻の季節的消長から、(1)主として上流域にのみ出現する種類、(2)主とし

て下流域にのみ出現する種類、(3)上流部、下流部の別たく出現する種類、(4)１年のうちある時期に

のみ急激な繁殖をする種類、(5)鉱山排水をどの特殊な水域のみ認められる種類、というような五つ
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の出現型を区別している。

福誉とは横浜市内の汚染の進んだ鶴見川.帷子川､大岡川､境川の,4調査点について、，７３
年８月、’７４年２月、４月の３回付着藻を調査した｡その結果、８月については、Ｎａｖｉｃｕｌａ

ｐｕｐｕｌａ，Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐ．，Ｎｉｔｚｃｈｉａｐａｌｅａ，Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｂｒａｕｎｉｉ，Ｏｓｃｉｌｌａｔｏ－

ｒｌａｓｐ．，Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍｓｐ・の６種、２月については、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌｏｓｐ．，Ｃｈｌａｍ－

ｖｄｏｍｏｎａＳｓｐ．，Ｓｋｅｌｅｔｏｎｅｍａｃｏｓｔａｔｕｍ，Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍｓｐ・の４種、４月につい

ては、Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐ．，Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｐａｌｅａ，Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｇｉｂｂａ，Ｃｈｌａｍｙｄｏｍｏｎａｓ

ｓｐ．，Ｓｔｉｇｅｏｃｌｏｎｉｕｍ６ｐ.，の５種、以上全体で珪藻７種、緑藻３種、藍藻１種の計１１種

により、１４調査点それぞれの優先種の状況を記述している。１１種のうち、今回の多摩川調査で

見られたものを拾うてみると、表４－６から明らかなように、Ｎａｖｉｃｕｌａｐｕｐｕｌａ（日野橋

|/て多い）、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｐａｌｅａ（日野橋、東秋川橋、柳淵橋に極めて多い）、Stigeoclonium

sp．（日野橋に極めて多い）のほか、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐ．，Ｎａｖｉｃｕｌａｓｐ・は種名が明らか

でないが、同種の､のが見出されている可能性か大きい。また、Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａｂｒａｕｎｉｉは多摩

川では見出せなかったが、Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ属は汚染域に出ている○

福島らの調査点ごとの優先種の記述は詳細であるか、全体を集約して云々することは困難のよう

である。これは河川が汚染しているか、いないかを識別するものでなく、種々雑多な生活排水や工

場排水により、上流から下流まで箸るし〈複雑に汚染されている実情を把握するためのものである

からであろう。この横浜の４河)||での調査結果を今回の多摩川での結果とあえて対比しようとする

ならば、立Ⅱ|市の汚水処理場からの排水の影響を強くうけている日野橋での結果とであろう。横浜

４河川出現藻の種数を珪藻、緑藻、藍藻、ミドリムシ類、その他の順で示せば、横浜４河川は５７

種（４２，８，４，２，１）て、日野橋は表４－２にあるように６０種（３１，１６，３，８，２）

て、緑藻とミドリムシ類で日野橋の方が際立って多様である。

なお、本報告では各調査点それぞれの優先種について殊に記述をしていたいか、表４－６から自

ずと明らかである５．

水生顕花植物は表４－２に示したように、ヒルムシロＰｏｔａｍｏｇｅｔｏｎｄｉｓｔｉｎｃｔｕｓ、エピモ

Ｐ、ｃｒｉｓｐｕｓ（ＰＬ４－Ｆｉｇｓ、４～７；）、イトモＰ，ｐｕｓｉｌｌｕｓ（Ｐ１．４－Ｆｉｇｓ、１～３

；）、コカナダモＥｌｏｄｅａｎｕｔｔａｌｌｉｉの４種か見出されたが、これらのうちヒルムシロ、エピ

モ、イトモは汚染域の日野橋に、エビモとコカナダモは中流域の東秋川橋に生育する。エピモは両

方に生育するか、生育状況から中流域の方かより適しているよう見受けられた。水生顕花植物の場

合は藻類と違って根を川床におろして生活-するため、その分布は藻類の場合とは自ずと異った観点

からも検討する必要かある。

コカナダモを除く３種は全国的に極めて普通な植物であるが、コカナダモは北アメリカ原産の帰
５０）

化植物で、百瀬によれば琵琶湖産のものについての生島・蒲谷（１９６５）の報告がわが国におけ

る本種生育に関する最初の記録で、日本には現在までのところ雄株だけが帰化しており、その生育

－２９４－



地として確認されているのは琵琶湖のほかI/て多摩)||、秋Ⅱ|、平井川、天龍川、千曲川などとのこと

で分布は未だ限定されているようである。百瀬は報告の中で多摩)Ⅱ本流、秋川、平井川においてコ

カナダモがかたり広域にわたって分布していることを詳述している｡

⑤調査点における水温およびｐＨ

奥多摩地域の地勢は図４－６に示したように奥部の埼玉県、山梨県との県境は２，０００腕をこえる

雲取山をはじめ１，５００ｍをこえる峰々からなり、深い山岳地帯をなす。冬季は寒気はきびしく、

溪流の水温は０℃近くに下る。また、奥多摩湖からの水はダム下部から湖底の水が放水されるため、

春、夏の季節でも多摩川本流では中流域在で水温はあさり上昇しない。

水質を左右する奥多摩地域の地質は図７に示したように、古生代の秩父系（ＣｈｉｃｈｉｂｕＳｙｓｔｅｍ)、

中生代三畳紀の地層とジュラ紀の鳥ノ巣統（Ｔｏｒｉｎｏｓｕｇｒｏｕｐ）が入りまじり、南、北秋川の

中央帯以南が比較的新しい中世代後期の白亜紀に属する小仏層（Ｋｏｂｏｔｏｋｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ）とい

った組成である。古い地層には各所に烏ノ巣石灰岩（ＴｏｒｉｎｏｓｕｌｉｍｅＳｔｏｎｅ）地帯があるた

め日本有数の石灰岩鉱床地帯とされている。このような石灰岩の影響のせいか多摩川水系の水はア

ルカリ性に傾いている。このことは地質的に類似する埼玉県下の荒川水系の底生植物を調査した

４６）
小林の荒川水系各所のｐＨ測定結果と似ている。

Ｔ
Ｃ
０

Ｗ
。
２

pＨ

９
７
５
３

１０

、０

Ｓｔ４ St5Ｍ
℃
加

Ｈ

/、̄

１０

０

ＳｐＳｕＡｕＷｉ SｐＳＵＡｕＷｉ

図４－３各調査地点における水温（ＷＴ－）とｐＨ（－）の

季節変化。昭和４９．５０５１年度調査毎の平均値

－２９５－



多摩Ⅱ|水系６調査点における３か年間の調査時毎の水温とｐＨの平均値をグラフで示したのが図

４－３である○水温についてみれば、夏季に日野橋２３９℃、東秋ﾉ||橋２２．２℃、柳淵橋１５３℃、

神戸１８５℃、数馬１５．７℃、倉沢１５４℃で、柳淵橋が奥多摩湖から冷水の影響をうけているこ

とが明瞭にわかる。冬季はそれぞれ９１℃、６．２℃、７１℃、２１℃、０７℃、０９℃で参る。

ｐＨについてみれば冬調査点の平均値はそれぞれ約７．５，７７，８５，７．６，７６，７．４とたり柳

淵橋が特に高い。これは上流氷川にあるセメント工場が原因となっているところである。

オ現存置（クロロフィルａ量）について

前述の測定方法により１㎡当りのクロロフィルａ量を５０，５１両年度に調査点ごとに年４回

計８回の測定を行ない、その結果を示したのが表４－８である。このうち下表が２年間８回の測定

値を順次並べたものであり、上表が８回の結果を四季別にまとめたものである。この上表をグラフ

表４－８昭禾ﾛ５０，５１年度における６調査点|こおけるクロロフィルニ量の季節変化。

上表は２年間の季節別、下表は２年間の経季別とりまとめ表。
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図４－４各調査点におけるクロロフィルα量の季節劃上

（表４－８の上）

で示したのが図４－４、下表を示したのが図４－５である。ただし、これら数値のうち東秋川橋の

ものは既述したように、土木工事の影響で不自然なものと思われるｏ

図４－４，４－５から次のようたこと力読みとれよう｡第一に日野橋の値か他に抜きんでて高いこと、

第二に、２年目の５１年度の値か日野橋と東秋Ⅱ|橋以外の調査点では前年度より明らかに高いこと、

第三に、秋から冬にかけての値か５０年度では６調査点とも顕著に上昇しているが、５１年度の場

合は、日野橋では下降、東秋川橋、柳淵橋では微増または上昇であるのに対し、上流３点ではいず

れも急､上昇していること、第四は、クロロフィルａ量の２年間の季節変動を見ると、６調査点のす

べてで夏に最低で冬から早春にかけて最高となることなどである。

このようにクロロフィルａ量の変動パターンか調査点によって異るのは、調査点毎のｐＨ、栄養

塩などの水質のほか、水温、日照、流速、底質などの各種環境要因の違いにもとづく植生の差異に

よると見るべきである○これら６調査点のクロロフィルａ量の変動パターンを概観すれば、植生の

－２９７－
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図４－５各調査点におけるクロロフィル厘量の２年間にわたる

季節変化（表４－８の下）

場合と同様にほぼ三通りに類別できる。すなわち上流域（倉沢、数馬、神戸）のパターン、中流域

（柳淵橋、東秋川橋）のパターン、および下流域（日野橋）のパターンである｡

上流域（溪流域）の特徴は、春から夏、場合によっては秋に注でかけて現存量は極めて低いか、

冬から早春に急増し、その時期には中流域の同時期の現存量をもかなり上まわる状態になることも

あるｏこれは珪淵のＣｅｒａｔｏｎｅｉｓａｒｃｕｓ，Ｄｉａｔｏｍａｈｉｅｍａｌｅ，Ｃｏｃｃｏｎｅｉｓｐｌａｃｅｎ－

ｔｕｌａ衣どの群体が繁茂するためであるｏ

一方、汚染の進んだ下流域の特徴は、周年、現存量が他にくらべて飛び抜けて高いことで、これ

は図４－４の日野橋と東秋川橋のグラフを対比すれば明らかである。このように汚染域のクロロフ

ィルａ量か多い理由は、藍藻のＯｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａｓｐｐ、が大量に生育するほか、緑藻のＳｔｉｇｏ－

ｃｌｏｎｉｕｍｓｐやミドリムシ類か多いためである。

中流域の特徴は春から夏に向って下降するクロロフィルａ量は、夏から秋、冬に向って漸増する。

しかしその最大値は、上流域（漢流域）のそれに及ばない傾向にあることであろうｏ

以上のうち最も注目されるべきは、極めて栄養塩か乏しいため漠然と生産力が低いと考えられ勝

ち左溪流域は冬から早春にかけて特定の珪藻か繁茂するため極めて高い基礎生産力（現存量）を示

すことであろう。これは流量（流速）か大きな要因であるとみるべきであろう。

KoBAYAsHr47)は荒川流域について吹上を最下点として漢流域注で２６点を設定し、底生藻類に

もとづくクロロフィル量を調べた○同氏は２～３月、４月、７～８月、１１月の４回、各調査点の

－２９８－



クロロフィル量を測定した結果、溪流域１２点で年間平均値２５町／㎡、下流域１４点の年間平均

値７０〃／､３であったとしている。今回の多摩川水系６調査点におけるクロロフィルａ量の㎡当り

平均値を計算すれば日野橋４２１〃、東秋川橋６４〃、柳淵橋８３噸、神戸７５１mV、数馬５８〃、

倉沢８７叩となる。小林の荒)||における調査範囲には日野橋のように汚染の進行した所は無いと判

断されるし、東秋川橋は既述したように不自然な状態での数値であるので、これら２点を除いた４

点の値を小林の結果（クロロフィルａ＋ｂ量と,患われる）と比較すると神戸、数馬、倉沢の漢流域

の値は荒川の漢流域の２～３倍で荒)11下流域の値に匹敵している｡このような年間平均値での対比

では荒)||水系と多摩川水系の間には、その基礎生産力にかなりの差があるように見受けられる。
５１）

ＴＥＺＵＫＡｅｔａ１．は多摩Ⅱ|の汚濁に伴う現存量の変化を青梅線小作駅近くの多摩川橋を最上

流の調査点とし、下流へ向って拝島橋、関戸橋、多摩水道橋、丸子橋の計５点を設定し、１９７１

年８月と’７２年３月の２回、水質、クロロフィル量（ａ＋ｂ）を調べている。最上流の多摩川橋は

柳淵橋に近いところで、ここでは㎡当り約６０叩～１５０岬、秋川の多摩)||ヘの流入□より約１５

Ｋ】､下流の拝島橋で約１３０〃～２８０噸最下流点の丸子橋では約４００jizy～１，０００〃の値を測

定している。これらの値は今回の柳淵橋、東秋川橋、日野橋の値とそれぞれ比較すると似たような

結果である。

４８）
注た、ＴＯＭＩＮＡＧＡａｎｄＩＣＨＩＭＵＲＡは荒川の)||幅のやや広くなった溪流域で行なった

有機物生産に関する研究を報告し、その中で派当りのクロロフィル量として、着生藻類の生育の盛

んな冬季に３００～５００〃、生育の衰る時期には１００～２００〃という結果を出している。

以上、他の研究結果との対比を行なったが河Illの現存量を云々するに当っては、年間のクロロフ

ィル量の変動状況をこそ検討すべきであって、年平均をもって検討するのは妥当でないように感じ
４７）

られる。なお、ＫＯＢＡＹＡＳＨＩはクロロフィル量と同時に個体計数法も行ない、クロロフィル量

測定の方が基礎生産の研究には合理的であるとの判断を下している。

カオイカワ等魚類の胃内容物について

昭和４９年１１月に日野橋上流と東秋川橋上流とで採取されたオイカワ４尾、ウグイ２尾、ギン

ブナ１尾のホルマリン固定標本の冑内容物について検鏡調査した結果を表４－９に示した。オイカ

ワとギンプナは明らかに草食性であり、ウグイは若干植物も摂取しているが肉食性であること物語

る結果で予期された通りである。なお、東秋川橋上流からのオイカワ（全長5.8ｃｍ）とギンプナ

（全長６９ｃｍの胃から大量の顕花植物の葉か見出されたことは興味深い。

キ奥多摩のカワノリ分布

カワノリ分布の詳細については当初述べたように別途に報告を予定しているので、ここでは現在

までに知り得た奥多摩における生育地を地図に示し（図４－６）、生育地と地質との対比も試みた

（図４－７）。カワノリ生育地は多摩)||水系で１９個所、荒川の支流で青梅市の北限を流れる成木

川で１個所である。また地質との対比では奥多摩地域の地質は既述したように秩父系、三畳系の烏

－２９９－



表４－９日野橋調査点、東秋川橋調査点では採捕した魚類の雷内容物
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図４－６多摩川水系におけるカワノリの生育地地図
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カワノリ生育と地n頁との対比図図４－７

アルファベットはカワノリ生｝青地で図４－６と同様（藤本１９６６掲載地質図を参考としてつくる）

ノ巣統、小仏層など古生代、中生代の地質であるか、カワノリは小仏層、つさり南秋川の水系には

発見できなかった。この原因を水質とするか、着生基盤となる岩の物理的な性質とするか、あるい

は他に何かを求めるかなどは今回の調査でもカワノリの生育しない南秋川の数馬と、生育する神戸、

倉沢とでは植生にそれほどの際立った差違か認められたかったことを,思えば（にわかに断じ難い問

題である。あるいはYfた南秋川の水系のどこかに生育地かあるのかもしれない｡南秋川水系にカワ

ノリが生育しないことは地元有識者の間では古くから知られていたことの由である。

従来からよく言われていることにカワノリは石灰岩地帯に生育するということであるか、日本

中のカヮノリ生育地を調査してみると、確かにそのような面かあるか、例えば静岡県の富士川支流

の芝川のように熔岩地帯を流れる川にも多量に生育することを,思えば石灰岩と直接かかわりがある

ように考えることは無理である○

本調査には、われわれの研究室の学生誌君からも多大な協力を得た。さらにカワノリ調査につい

ては研究室出身の高橋幹男氏との協同研究の集約であることを申し添える。

－３０２－



④要約

Ｌ奥多摩地域の環境保全・改善に資するための現状調査として多摩川水系上流部の植生と現存量調査
を行った○

２調査点は日野橋を最下点として､秋川下流の東秋ﾉ||橋、青梅市の柳淵橋、北秋ｊｌｌ支流赤井沢の神戸岩
付近、南秋川最上流数馬地区の蜂指橋、日原ﾉ||支流倉沢谷の魚留橋の６個所とした。
３．調査は各調査点について、春、夏、秋、冬の年４回を原則とし、昭和４９年度は植生調査、５０，
５１年度には植生調査とともにコートラート法による現存量調査をしたＣ

ｌ・現存量調査では５師平方の付着物のクロロフィルａ量を測定し、ＳＣＯＲ－ＵＮＥＳＣＯ法（１９６４）
により旅当りの量を算出した。

５見出された植物は藻類９４種（珪藻４９、緑藻２４、藍藻７、ミドリムシ類１０、その他４）と水
生種子植物４種（ヒルムシロ、イトモ、エビモ、コカナダモ）であった｡

６肉眼脈植生では若干富栄養化している東秋川橋が最も多彩であったが､微細鰯で含めると､汚
染の箸るしい日野橋の方が種数が多い結果となった。

７，１調査点のみ見出された藻類は３７種に及び、全体の１／３強であった○

８６調査点それぞれを特徴づける種の選定を試みたか、調査域を上（倉沢、数馬、神戸）、中（抑淵、
東秋川橋）、下（日野橋）流域に分けて考える方が適切であるとの結果となった。

９．クロロフィルａ量は６調査点とも夏少なく冬から早春にかけて最大となるか、その変動パターンは
植生の場合と同様、上、中、下流域の３通りに類別できた。

１０汚染の著るしい下流域では他に抜きんでてクロロフィルａ量か多く、季節変動は少ないが（136.8～
７７０６噸／㎡）、上流の漢流域ではこれと異なり、例えば倉沢では夏季に極めて少たく冬～早春に急
昇し（６５～３７３．ＭF／碗2）中流域を上回る程度である。中流域は、下、上流域の中間のパターン
であるｏ

ｎ日野橋と東秋川橋上流で採捕したオイカワ４尾、ウグイ２尾、ギンプナ１尾の胃内容物を検鏡した
結果、定説どおりオイカワとギンプナは明らかに草食性であり、ウグイは肉食性であることを示す結
果が得られたｏ

１２奥多摩のカワノリ生育地として、多摩)||水系で１９個所、荒川水系の成木)Ilで１個所を示した。

－３０３－
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Ｆｉｇ．１ イトモ（ 些_L型2-且ﾆｰﾋﾆ｣ユ 辺L§_i-Llll-2）の体上部×１

Ｆｉｇ．２ イトモの茎先端部 ×１．５

Ｆｉｇ．３ イトモの葉の先端部 ×１５

Ｆｉｇ．４ エピモ（ ‐E2-L-2辿旦E-L211 ﾆｭﾕｰﾆ辿旦）の体上部×１

Ｆｉｇ．５ エピモの葉×３

Ｆｉｇ．６ エピモの葉の先端部 ×２０

Ｆｉｇ．７ エピモの葉の鋸歯 ×３０
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⑤人と川とのかかわり

①夏期における秋川の矛１１用状況調査
加藤憲司・西村和久

斉藤実④｡斉藤実壱

夏期における秋川が都民にどのように利用されているかを知るために、人出の予想される日曜日

（１９７７年８月７日）に来遊者の利用状況を調査した。なお今回の調査は１９７４年夏以来３年ぶり

に実施したものであり前回の結果との比較も交えて考察を加えた。

ｱ．調査方法

秋)||を図１に示す４区に分け、各区１人の調査員が１０時から１４時の間、川原および周辺の来遊

者数と行楽の内容につき調査した。１．４区については自動車で人出の多い地点を中心に調査し、２

．３区は川に沿って徒歩で調査した。玄た、２．３区は来遊者数を大人（高校生以上）と小人とに分

けて計数した。但し、この区別は調査員の主観によった。必避／グ/,'尺

軌〔`､『

鵲jiW二|､三|E:iij ｆ、可へＩ 二三二Nil

多
摩
多
摩
川

爵爵
Ａ、

秘い秘 Ⅲ
′

図１調査区間

Ａ：東秋)||橋、Ｂ：秋留橋、Ｃ：網代橋、Ｄ：高尾橋、Ｅ：秋川橋、Ｆ：小和田橋、Ｇ：佳月橋、

Ｈ：沢戸橋、I：星竹橋、Ｊ：落合橋、Ｋ：乙津堰堤、Ｌ：大沢、Ｍ：出畑

※１９７Ｍ～’７８８の間、当分場には同姓同名の職員が在職したため④⑧で区別した。
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ィ．結果

調査結果は表１に示した。

来遊者の多いのは国鉄五日市線の駅に近く路線バスの便も良い２．３区で両区の合計８，２７８人は

総来遊者数１０，４２９人の８５筋を占めた○この結果当日の秋川の来遊者数は朱調査地点も含めると全

表１昭和５２年８月７日の秋川利用者調査結果

多摩川合『

隼〕１畳

体で約１２，０００人と推定されたｏ来遊者のほとんどは水泳を主とした川遊び客で９５冊を占めたｏ

来遊者の特に多い地点は網代橋、秋川橋、佳月橋、沢戸橋、星竹橋、落合橋の各地点で、いずれも

川原が広くキャンプ場、バンガロー、休憩所をどの施設の整った場所であった。１区以外では来遊

者数に比較して駐車している自家用車が少ないので、そのほとんどが五日市線を利用しているもの
と思われた。

来遊者のグループは次のように類別できた。

１）小・中学生を連れた家族グループ（３～１０人）

２）青年のグループ（２０～３０人）

３）小学生の団体（子供会・林間学校など）を大人が引率するグループ（３０～８０人）
４）その他

このうち人数的に大半を占めるのか１）、３）のグループであり、従って来遊者の年令層も６～１３

才の子供とその親である３５～４５才代が多く、２０才代と５０才代以上の人は比較的少なかった。
また大人と小人の割合はほぼ同数であった○

来遊者の多い割には川原のゴミは比較的整理されており、地元の努力かうかがわれた。

釣り専門の来遊者数は少なく、アユ釣り、雑魚釣りをあわせても５％にすぎなかった。これは水泳

客に釣り場か占有されてしまうためで、アユ釣り客によれば水泳客のいたい朝夕以外は釣りにならな

いとのことであった。雑魚釣りの大半は水遊びをしながらの「アンマ釣り」で、この釣りは道具立て

も簡単でだれにも釣れるので大人・小人を問わず楽しんでおり、５～３０尾のウグイ、オイカワを釣
っていた○
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ウ．考察

今回の調査結果を前回と比較．すると、総来遊者数は前回の１１，４３０人と大差なく、来遊者の多い地
点にも大きた変化はなかった。しかし、釣り客の割合は前回か１５冊であったのに対し、今回は５％
と減少している｡この理由は明らかではないか、遊びの多様化もその原因の一つと推測される。

夏の秋川では釣り客の全体に占める割合は多くないか、アンマ釣りをする人などから、ウグイ、オ

イカワのような子供にも簡単に釣れる魚種の増殖を望む声が強かった。また、水泳客からは《これ以
上水質を悪化させぬようにとの強い要望も聞かれた。

今回の調査結果では大人と小人の割合がほぼ同数であり、このことは秋)Ilか遊びの場であると同時
に子供の自然教育の場としても貴重な存在であることを示した。

当日の水温は北秋川の大沢で２１℃、秋川橋で２７℃と水泳には好適であった。しかし、河111敷へ

の下水吐が各所にみられ、場所によってはⅡ|水から下水臭がするなど、水質面では遊泳場としての適
性が疑われるところもあった。

１９６０年代に多摩川中流の各水泳場か水質の悪化により次々に閉鎖され、さた、これを境にして

加速度的に河jllの汚濁が進行した過去の事例を考えると、今後、秋川の環境を保護していくため|/ては、
下水の規制等の環境保全のための有効な措置を緊急､に箒ずる必要のあることか痛感された○

(奥多摩業績７７０８）
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②アユ解禁調査

,⑦秋川漁業協同組合管内

実④、加藤憲司

義武、三田_

敏雄

西村和久、斉藤

飯村利男、川島

青木武雄、鈴木

アユ解禁に先立ち、１９７６年５月２６日の当場の河川調査では東秋川橋での成長が良好で､多摩)||の

アユは極めて小型であった。これらがその後、どのような成長、歩留を示したかを調査する目的で昨年に

引続き解禁曰の調査を実施した。

ァ方法
●

調査は解禁日の１９７６年６月１２日に秋lll漁協管内の河１１|を図１に示す６区に分け、各区の最下

流地点を１０時に出発し、河川敷を徒歩で釣獲者からの聞き取りと「ビクのぞき」により実施した。

羽村堰大沢

輪

録
)｜
〆

２

．；池如・町棲

■
０

熟
秋
川
塙

拝島

図１調査区間の略図

は橋、Ｉは堰堤をあらわす。〕〔数字は調査区分、

ｲ．結果

結果は表１に示した。

本年も１．２区に出漁者が多かったが３～５区は不漁のため下流に移動した人か多く、雀允、降雨

のため早目に帰宅した人も多かったようであるＣ

ｌ人当りの平均釣獲尾数は３．６尾で、最高か３区の５．７尾、最低は５区の１９尾であった。

未調査区域の入漁者を考慮-すると、当日の総出漁者数は約３，５００人と推定され、その釣獲量は

１２，６００尾位であろう。

ｳ．考察

各区の出漁者数１人当り平均釣獲尾数の昨年との比較を図２に示した。

１人当りの平均漁獲尾数は２区を除き昨年の１／２強で、また、各区の入漁者数、釣獲尾数ともに

昨年を下さわり不漁であり、特に３区での減少が顕著であった。

こ(､原因としては当日天候か悪かったことも大きく影響していると考えられる汰本年の特徴は河床の変化
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表－１調．査結果

※

釣獲尾数

￣

水塩
（℃）

入漁者数
（聞取者数）

区分（KIn） 全長範囲
（c、

釣獲尾数
範囲

東秋川橋
（７．５）

山田堰堤

山田堰堤

（５０）
小和田〃

１
8１５（１６９） ５３２ 8－２２ 0－１９ １７．０

２
1，３６１（７６） ４３３ 7－２３ 0－３０ １６．５

小和田堰堤
３ （５．２）
乙津〃

乙津堰堤
４ （３．３）
本宿

南秋川
５ （６．６）
北秋川

羽村堰堤
６ （６．５）
拝島橋

3０６（３０） １７１ １０－１８ 0－１０ １５．７

2２（１６） ５６ １０－１３ 0－５ １５．５

4３（４３） ８０ １０－１５ 0－１３ １５．７

６８
１３．２

※釣獲尾数ま入漁者のうち聞取調査を行った人の結果。全長範囲、釣獲尾数範囲も同じ。

Ｉ

室乞彦彦’

偶
ゾ
ニ

Ｚ

尾／人

図２出漁者数（人）および平均釣獲尾数（尾／人）の昨年との比較

数字は調査区分、１９７５年、１９７６年
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である｡上流部は近年砂利の堆積が著しく、河床は平場が増加しアカ（藻類）の付きも悪く淵が減少
しているか、本年は３区まで砂利が堆積しており、ことに佳月橋から小和田堰堤は平場が増加してい
た。浮石はほとんどなく大型の淵は僅かに落合橋付近に認められるのみであった。

浮石や大型の淵はアユは無論、他の魚種の生息にも欠くべからざる条件であり、河床環境改善の方
策を早急に検討する必要があろう。

なお､､当日の入漁者の声としては釣獲尾数が少ない事への不満が多かったか、左かにはアユ解禁を
－つのお祭りとしてとらえ、そんなに釣れたくても良いから家族と共に遊べる環境をいつまでも守っ
てくれという意見も多かった。

（奥多摩業績７６０２）

'①奥多摩漁業協同組合管内

西村和久、加藤憲司、井上潔

村井衛、飯村利男

６月１２日の秋川漁:協管内に引き続き奥多摩漁協管内のアユ解禁調査を実施しﾌﾟて゜
元方法

調査は１９７６年６月２７日に奥多摩漁協管内の河川を図１に示す４区に分け、前報と同じ方法で
調査を行った。

図１調査区間の略図

数字は調査区分、〕（は橋、Ｉは堰堤をあらわす。

ｲ．結果

結果は表１に示した○

１人当りの平均釣獲尾数は２１尾で、最高か１区の２６尾、最低か４区の０尾であった。
なお、掛釣、ドプ釣の釣獲尾数の比較を表２に示した。

地先別入漁者数は図２に示すとおり１区の多摩川橋～下奥多摩橋（２１７人）、２区の神代橋～奥
多摩橋（９４人）、１区の羽村堰～多摩川橋（９２人）が多かった。
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表１調査結果

一一

蓋獲尾慧
入漁者数
（聞取者数）

※

釣獲尾斐ｈ
区分

全長範囲

羽村堰堤

調布橋

調布橋
．｛

楓橋

楓橋

川井’一ム

川井ダム

昭和橋

１
3６２（１１５） ２９４ １３～１６ 0～４０

２
1９５（３３） ５２

0～２３

３
1３５（３５） ５０ １０～１７ 0～８

４
1３（５） ０

０

※釣獲尾数は入漁者のうち閏取調査を行った人の結果。全長範囲、釣獲尾数範囲も同じ。￣４

表２掛釣、ドプ釣釣獲比較（１区、羽村堰～多摩川橋）

釣獲尾数
一一一一一一一一

０～２

３～５

６～８

９～１１

１２～１４

１５～１７

１８～２０

２１～２３

２４～２６

２７～２９

３０～３２

３３～３５

３６～３８

３９～４１

掛釣（人） ドプ釣（人）
－－－－￣￣￣￣￣￣

』1
1

1

１

１

１
１

１
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水温は図３に示すとおり、御岳橋の発電所放水□を境に２分されている。また、支流の出合は大丹

波川１６．５℃、越沢１５．７℃と本流にくらべ高温であった。

図２地先別入漁者数

１～４調査区分、数字は入漁者数

ａ：羽村堰、ｂ：多摩川橋、ｃ：下奥多摩橋、ｄ：調布橋、ｅ：和田橋

ｆ：奥多摩橋、ｇ：楓橋、ｈ：御岳橋、ｉ：鱒釣場、ｊ：川井ダム

ｋ：万世橋、ｌ：白丸ダム、ｍ：昭和橋

図５地先別観測水温（１～４，ａ～ｍ：図２参照、数字は水温）

ウ．考察

各区の入漁者数、１人当り平均釣獲尾数の昨年との比較を図４に示した｡

平均釣獲尾数は２．３区が昨年たみであったが入漁者は１区を除き大巾に減少した。●
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Ｓｏｏ人
Ｓ尾／人

図４入漁者数（人）および平均釣獲尾数（尾／人）の昨年との比較

数字は調査区分、Ｅコ１９７５，－］９７６年

また、昨年成績の良かった４区の梅沢出合は全く不振で、水温か１２４℃であったことからも低水
温か大きく影響していると考えられる。

なお、本年は青梅周辺で５月にアユのへい死の報告もあり、低水温を前提とした放流抗生の検討、例
えば、水温順致、支流出合の活用などを行なう必要もあろう○

(奥多摩業績７６０９）

⑤都下河川つり場調査

西村和久、飯村利男、川島義武

河川つり場とは、天然の河川を活用し、一定区域にニジマス等を放流し、入場料を徴収して釣獲させ
る河川での釣り掘りの事であり、現在都下には次の９ケ所か営業しているＯ

Ｌ奥多摩フィッシングセンター（青梅市御岳２－３３３）

２大丹波国際虹鱒釣場（西多摩郡奥多摩町大丹波１１４）

３氷川国際釣場（西多摩郡奥多摩町氷川４０５）

４日原川大沢国際虹鱒釣場（西多摩郡奥多摩町日原６８）

５．日原フィッシングセンター（西多摩郡奥多摩町小川谷１０５３）
６．秋川国際マス釣場（西多摩郡五日市町軍道）

７．養沢毛鉤釣場（西多摩郡五日市町養沢２４９）

８神戸国際鱒釣場（西多摩郡五日市町桧原村３３８７）
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９恩方注す釣場（八王子市恩方町１２８６）

》
、

●／
・
～
・
ｌ
ｌ
。

.’.￣

、
好一

B●－０～

河川つり場位置図（数字は前述の番号）図１

Ｌ経営形態

１）経営主体漁協４，部落（行政区）４，有限会社１

２）従業員数Ｏ～３人３，４～６人２，７～９人２，１２人以上１

３）釣場の長さ０～５００，４，４，５００～１，０００，２，１，０００～１，５００，１，１，５００以
上２

４）事業実施年数０～５年１、５～１０年１，１０～１５年３，１５～２０年２，２０
－年以上２

河川つり場の経営形態は漁協、部落か主体とたっており、従業員も比較的少ないカヘ地元の職場と

たっている。注六、事業年数は比較的短かく新しい経営形態であることかうかがえる。

2．経営内容

１）最近１５年間の動向（表１参照）

１５年間の伸び率は釣場数３倍、ニジマス購入量５倍、釣客４６倍となっている○
２）最近４年間の経営内容（表２参照）

経営内容は個々により大差かあるか、最近４年間の平均では釣客数１４２，８２２人、総売上金額

２５８，５２１千円であり、釣客１人か平均１，８１１円使用していることとなる○但し、釣客数は７割

程度しか把握出来たいとの事なので逆算．すると年間利用者はほぼ２０万人である。業界(つり場）

の購入したニジマスは食用サイズの､の３１１トンで尾数に換算すると１５６０千尾である。ま
た総売上に占める食堂などの割合は３～４割である。、

３）ニジマスの購入先（他県よりの場合）長野４、山梨２、静岡・神奈川１．
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表１最近１５年間の動向

※

購入量
（Ｋ，）

単 価昭和年度 釣場数 釣客数
（人）最高 最低６

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

３
４
４
５
６
６
７
７
８
８
８
９
９
９
９

Ⅱ

６１，１５０

９８，２７１

１２６，８８８

l３１ｉ５０１

１７３，５３９

１９１，９４５

２１２４７１

２４３，８０７

２６７，５６７

２７０，３５１

２９３，７９１

３１７，７８４

３３８，８６０

２８０，３８３

３０６，４０３

０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
８
８
８
２
５
８
２
２
３
２
０
７
５

３
３
２
２
２
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０

４
３
３
０
２
５
５
５
５
５
５
５
９
２
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

３２，１１２

４７，５９３

５９，３５０

５９，２２９

７１，３８１

８９，６１６

１０３，１４５

１１９，６７０

１３０，５５１

１３３，０６７

１４３，５０２

１３１，１０１

１５１，４８３

１３９，２６１

１４７，７６０

※購入量とI溌陽が購入したニジマスの数量の事である。

表２最近４年間の経営内容

SＣ

９６６

〈国際虹鰭
ｄし

ザ波国際灯鰻
ＪＩ８

穴

臣１陰
５．０６６

0

4）最近増えつつある客層団体５，家族づれ４、若い人２，常連２．

家族で来て、父親が釣、家族は河原で遊ぶパターンが増えている。
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３経営上の問題

１）施設の拡張が困難

２）上流より砂利の流入が多い

３）少しの雨でも濁る

４）天候により客数が不安定、日、祭日に客が集中する。

４本調査はアンケート形式により１９７６年６月１４．１５日に実施した｡

河川つり場は大都市を控えた東京ならではの特異な形態で従前のつり堀とは異なっている。近年、
河川つり場は更に増加の傾向にあり、鳩の巣のつり場が客を集めているほか、１９７６年に竣工した
自然休暇村の魚園（日の出町）、その他１９７９年完成予定の盆堀川の自然休養村等である｡

（奥多摩業績７６０８）

④都下養鱒業者の実態

西村和久、鈴木敏雄

東京都鮎鱒養殖漁業協同組合の構成員は組合員３７名、準組合員８名の計４５名である○
Ｌ経営形態

釣り堀を併用するのが普通であるが、釣って楽しんで、しかもそれが食べられ/をしという事で人気か
ある。

２親模

１）養鱒を専業とし、自家採卵または自家生産出来る大手業者は６～７軒である｡自家採卵量2,900
千粒、自家生産（水産試験場の分譲卵）1,500千粒である。

２）稚魚の需要は春稚魚３００千尾、秋稚魚３００千尾の６００千尾(内水産試馬甫場配付550千尾)であ
水試の配付でも稚魚の不足している業者には組合が斡旋しているか次のような問題がある○
（１）都に稚魚の販売業者がいない。

（２）病気のない稚魚を探・すのか大変である。

（３）水試に稚魚がない事が判ると単価が異常に高くなる･
３経営上の問題

１）魚病対策

２）投資を終るときかないが、融資も補助金もない。
4．業界の問題

１）組合員の経営規模に大差があるのでまとまりか悪い。
２）組合員が広範囲に分散している○

５．１９７６年６月１５日に聞取り調査により実施した。

(奥多摩業績７６０７）
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⑤矢川の実態（回復されつつある自然）

西村和久、鈴木敏雄

国立市を流れる矢｣||は立川市東南部、都立高等職業訓練枝北側の湧水を起点とし、立川段丘のいたる
ところから湧き出している水を集めて府中用水に至る流程１５Km程度の小Ⅱ|であるか、経済の高度成
長時期に工場や都市廃水により汚染され（魚類の生息し得たい川となってしまったのを市民と市当局の
尽力により再び魚類の生息出来る川へと甦りつつある。今回、市の要請により１９７６年１０月４日に
調査を行方い現状の把握と将来方向について若干の検討を行たった。
Ｌ矢川の略歴

国立市|/ては湧水が多く、かって桑や麦畑の間をこれら湧水か小川となって流れていたが、農業用水
と降雨対策として矢jllかつ〈られ多摩Ｉｌｌにまで流れる111にたったとの事である。従って矢川は岸の
大部分および一部河床がコンクリート（部分的には玉石）で出来ている。

経済高度成長期にモヤシエ場、ウト゛ン工場等が沿川に建設され、これらからの廃水が矢川に流れ込
み水質が悪化、魚類の生息したい下水と左ってし注ったが、１９７０年頃に公共下水道が完成し、立
川市よりの下水の分離、工場の休止等のため水質は急速に好転し、１９７３年より市民クループ等に
よる矢川の浄化運動が軌道に乗り現在に至っている。

2〆矢川の保護

１９７３年より開始された河川浄化メンバーは市民グループの青柳中央会、四軒在家町内会、久保
町内会に多摩川漁業協同組合国立支部、国立第６小学校等で、国立市役所環境整備課が事務局として
活躍.すると共に市からこれらグループに若干の助成金が出されているＯ

，活動状況は毎月輪番に約３０名の市民が矢川のゴミ収集および水草等の刈り取りを行っている。
また、市役所で毎月１回の水質調査と１９７４年より魚類放流を実施し、１９７６年には奥多摩分

場よりニジマス（１，０００尾）が放流された。なお、魚類の繁殖保護の観点より保護区か一部に設定
されている○

表１矢川の水質（１９７５年：年平均）

朱且】

蚤名刺脇蔭

５．F

行中用水合『
５－P

(国立市役所が実施）
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3．矢川の環境

矢川の水質は表１に示したとおり甲州街道注ではＢＯＤ２ｐｐｍ以下の清例な水であるが甲州街道を

こえると水質は急激に悪化する。これは甲州街道付近より都市排水が大量に流入しているためである○

なお、山桜名刺脇の湧水では国立市の青年会によりワサビが栽培されている。

水温は表２に示すとおり比較的低温である。

のう【Ｋ棉（１９７６

BＨ２６Ｅ

妾名刺脇獲

8．０

８．６

行中用水合一流目

(国立市役所実施）

川の形態は河巾３～４ｍ、水深１０～３０cmで各所に水草が繁茂し、底質は－部に砂利もみられ

るがほぼ泥質である。またｗ暗渠部が数ケ所認められた。

Ⅱ|岸の道路は舗装されているが降雨が流れ込性ない工法がとられており、これによる水量の増減は
あ性Dないとのことである。

魚類は今年放流したニジマスのほか、フナ（キンブナ）の稚魚や成魚、モツゴ、ウグイ等の生息か

みられ、またワサビ田にはホトケドジョウを多数みることが出来た。なお、ホトケトヅョウは都下で
激減している種である。

その他動物としてはアメリカザリガニと甲州街道付近にカワニナの生息がみられた。カワニナ(の生息
５３）

により都蚕糸指導所は矢川水源地域の自然度は極めて良いとしている。

４今後の方向

今後の方向の検討は、市環境整備課の勉強会という名目で市より三田課長他８名、当場より鈴木分
場長他1名の計’１名による話し合いにより導かれたものである。

１）放流魚種

市としてはニジマス、ヤマメ等溪流魚放流の希望が強かったが、地元のフナの繁殖かみられてい

ることを最重視し、これを食害する恐れのあるマス類は放流しないほうが良いｃまた、フナも地元

産のものが繁殖しているのでわざわざヘラプナを入れる必要もない。もし放流魚を選定するならば

コイ（イロゴイ含）か適種である。放流を続ける場合、甲州街道付近より下流に魚かくだらない堰
堤や越冬場の検討も必要であろう。

２）川の管理

現在の体制で問題はないか、コイ、フナの繁殖を考えると、特定の場所さたは特定の時期の水草
は刈取りしないほうが産卵床としての効果が高い。
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３）矢川の活用

子供中心の現在の考え方で問題はたく、子供か水と親しみ、魚と親しめる場としたい。従って、
なるべく子供が自由に川に入り魚にふれられる川でありたい。

５おわりに

都市のなかに溪流がある光景に違和感をおぼえるほど私達の注わりから自然か消えつつあるoしか
し、各種施策により河ﾉＩｌの浄化かなされ、そこに魚影がみられはじめたとき、住民は河川を昔のよう
なレクリエーションの場として復活させることを望み、注た、自然と人間のふれあいのなかで、より
多くの魚を求める。このように回復されつつある自然、回復した自然に対し水産試験場かどのように
対応すべきであるかは今後大きな問題であり十分な場内検討か必要である。

(奥多摩業績７６２２）
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合論議４総

西村和久

(1)何故魚を調べるのか

蛇口をひらけば水か出、風呂のせんを抜けば汚水が糖えてゆく。ごく一般的な家庭生活において、

その前後はどうなっているのだろうか。蛇口を遡って行きつくところは川であり、風呂の排水の行き

つくところも、下水道の完備したいかぎり、また川である。

この川→蛇口→排水→）||のサイクルが多摩)||の上流からくり返され、人口増加とともに)||の汚染

は上流におよび､蛇口へ来る途中で浄化のために添加される薬品の量が増加してゆく。従って、このサ

イクルを続ける限り川は汚れ、飲料水は上流へ求めつづけなければならなくなるｏ

水産試験場は昭和のはじめから河川や海の魚を調査している。ところが近年、汚染された水界など

で投網を打つと人々か集って魚が取れる事を不,思議がり、次に何故魚を調べるのかと聞かれる事が多

くなった。これに対しての私達の答えは次のようである。魚の生活出来ない川は私達の飲料水ともな

りえない)||であることを意味しており、従って私達が魚を調査する目的もそこに生息する魚をとおし

て私達か今、川に対して何をなすべきかの判断材料を得る事にあると。

(2)多摩川の現況

多摩川の現況を要約して図１に示した。上流での低水温、羽村堰での取水、堰より下流部の水量不

足、都市廃水による汚染等、すでに各章で述べたとおりてある。

fiirifiJTrJJf□JPl1ifi=。
奥多摩糊

，型

<雪(､；

ＩＩｍ
ｏ
廿

唾【画）
八王子

図１多摩川水系の現状（模式図）

○内は環境に負の要因となっている事項。

しかし、かっての多摩川は河口にシラウオが群れ、アユか遡上し、屋形船か浮んだ)||であった○こ

の光景はそんなに昔の事ではなく、今の５０才代の人々の胸に生きる多摩川である。更に多摩)I|を徹
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底的に破壊し、汚染したのは、ここ１５年間位の事で今の３０才代の人友は多摩Ⅱ|で魚とりをしたり
泳いだりした子供の日の記憶を持っている。

このように現在人々から遠ざかった感のある多摩川ではあるが、ひとたび眼を水の中に向ければこ
の環境のなかで多数の生物が生きている②

］篤(類については最上流部にイワナが生息し、次いでヤマメ、カジカ、ウグイ、アユなどが現われ上
流域の魚相を形成しているｏ中流に近づくとこれらに変ってオイカワの出現が目立つようにたるｏそ
して汚濁の進行と平行するようにフナ、モッゴなども多くたり、やがて魚影もみえない死の川.となる。
しかし、現在、上流域の魚の感かあるアユ、ウグイ、カジカもかっては中・下流域に広く分布してい
た魚である○

これらの魚種の分布の変遷が河川の環境の変化（悪化）によるものであることはいうまでもない。
私達はこれらの魚の消長を生物による環境の指標として考えた｡この指標は現在の河川の状態をみ
る物差しとして使うことができると同時に、やがては環境の回復したことも知らせてくれるであろう｡
そして更にその後におこなわれるべき積極的増殖策の対象魚種の選定にも役立つはずである。
底生動物、水生植物についても同じ考え方で検討した。底生動物についてはＦ１、ＤＩの活用

や環境に対応したすみ分け等の資料壜によって水質を判定できよう･ゴた、造網型係数によって河
床の安定度、ひいては水中生物相の安定度を推測することも可能であろう。水生植物については特に
目につく水生顕花植物（ヒルムシロ、エビモ等）や肉眼的藻類（キヌミドロ、アミミドロ、カワノリ
等）およびクロロフィルａ量などが環境の質の有効な判断材料になりそうである。いずれにしても魚、
底生動物、水生植物の三者を有効に組み合わせ河川の環境の質を判定する方法を早急に定める必要か
ある○

だか、これらの指標生物による判定もその結果は必.ずしも化学分析値のような絶対的数値で表現さ
れるとは限らないのである。従って私達は生物を指標として扱う場合、これらについて量的にも時間
的にもできるだけ多くの資料を蓄積しなければたらない。しかし、生物による環境の評価はそこに生
息する生物の生命とその歴史を背景としており、私達はその示す結果を人間を含めた生命尊重の立場
から謙虚かつ素直に解釈していかねばならをい○注六、それだからこそ福島も「生きものの指標は生

５４）

きているものか、その全存在をかけて環境の変化に対応することによって未知のすべての要因を､フィ
ルターなしに表現している｡」と述べているのであろう。

（５）ノⅡと人とのふれあい

川は多数の支流を集めて水量を増し海にそそぐが支流の多くが家庭排水、工場排水などの下水路
と化して悪臭を放ち、それこそ「くさいものに蓋」の格言どおり暗渠化され私達の目から次々にみえ
なくなり、みえたいところで汚染は更に進行している。

５５）

多摩川に関するアンケート調査によると、かって川で遊んだ事のある人は多く、その中では水泳か
筆頭を占めていた。しかし現在では川に泳ぎに出かける人の数は少なくたり川での水泳の記憶は子供
の頃のノスタルジアとしてのみ残されている。但し、将来の多摩川の姿となると「ノｌｌで泳いだり魚と
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Dなどが出来る川」「住民が自由に散策できる憩いの場」というような、かってのjIlと人間が触れあ

っている情景を描いた人が約４０冊あったと言う。

現在、秋)||は都内で泳げる唯一の川として人気を集めており、ここでも私達は「多摩川は何時にた

れば泳げる川になるのか」「何故、多摩川は冷たいのか」と聞かれる。玄た、アユ釣りを楽しむ人々

の中には「都下でアユが釣れる川は多摩)'|上流と秋)||の二本しかないのに何故もっと都が放流に力

を入れないのか。」と怒る人から「アユ解禁はお祭りだから釣れる釣れをいは関係なく自然に親しめ

るだけで十分だ。」と言う人在で、その意見は様々である。

私達はこれらの人々の意見を大切にする必要があろう。

(4)限りある水

現在、羽村堰より下流域には水がたい。上流でも古老に聞くと近年水量が減ってし養ったと言う。

この原因としては樹相の変化、採石による山の消失、その他いろいろ考えられるが水源確保のための

適切な措置を講じずこの注在放置･すれば私達がふだん蛇口を開けばいきおいよく吹き出す水もいつま

でも保障されたいであろう。

山鄭｢閉鎖系をたした地球においては一切の物質がたけ循環する宇宙船経済ﾝﾆﾃﾑが樹立さ
れねばなら左い」としている。これは全てに言える事で水だけが上流よりきれいな水をとり、下流に

汚水を吐き出す現在のシステムを永続き出来るはずがない。水も有限であり、有限である限り使えば

減る事は当然でこの打開策として他)'|や上流に水を求める事は問題を先に伸ばしているにすぎない。

水が有限である事のコンセンサスが得られれば、次に排水を有効に活用する事が重要となってくる。
５７）

河jIlの浄化について東京都は目標を定めているか、多摩川の水量増加については対策かないどころ

か将来の水不足を予想して効率的取水を強める目的で小作堰が完成しつつあり多摩川中流域を流れる

きれいな水が更に減少しようとしている。

目下、多摩)'|流域でおこなわれている流域下水道も完成後には羽村堰より下流の水質浄化が期待さ

れる反面、横浜弁護士会は「い雀各地で進められている流域下水道は家庭汚水と工場排水を一括して

処理する仕組であるため、この計画を現在の法制・行政のもとで進めれば東京湾は死の海と化する。
５８）

家庭汚水と工場排水を分離し独自に処理して水質保全を図るよう」指摘している。本間は多くの疑問
１８）

力汕されている流域下７１)G道については当分建設を見合わ出そ(､1;鈴侶の見直しをはかるよう提案し加藤も流域下

水道計画の扉尿、生活排水一括処理に対してその有効性に問題を投げかけている。

私達の今迄の調査でも処理施設の下流では河川の水質かかえって悪くなっている事例を多くみてお

り（本文、魚類、底生動物の項参照）下水処理万能の考え方には疑問がある。

(5)私達の考える多摩川
５９）６０）

多摩ｌｌｌはどうあれば良いのか、鈴木は運河としての)'|の見直しを、横山は自然教育河川としての多

摩111を述べ、その他復元のための構想も河)'|敦を含めて数多い。

こうした中で私達がなさねば、ならないのは多摩川を「ノ'|らしい)'|」にする事ではないだろうか。

「川らしい川」とは具体的には「魚の泳ぐ)'|」である。そして魚が泳ぐためにはまず豊富な水がなけ
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ればたらをい・
２４）

中村は「羽村での取水を大幅に制限し、たるべく多量の水を本流に流してその大部分の水を丸子の
今の防潮堰堤から取水することにすれば今の羽村から丸子の防潮堤注での中流域は、とと魚類に関し
ては、ある程度復元できるのではないか」と述べている。私達もこの考え方に賛成であるｏ
実現するには問題が多数あり容易でない事は事実であるが、将来の水不足を考えればより下流より

取水する事が必要であり下流よりの取水はそれだけ多量の水が得られる訳であり飲料水確保の必須条
件ではなかろうか。

無論、この条件を満-す河川に生息･する魚はアユでありウグイでありカジカである事が必要左のは魚
類の項で述べたとおりである。また、これには残堀)||、大栗川等をはじめとする下水路と化した支流
の浄化もおこなわなければならない。いくら下流での取水と言っても汚染された支流が流入してはそ
の意味はなくなるｏ言う注でもなくこれら下水路も昔は清流であり、その源は湧水であった。
国立市を流れる矢川は経済の高度成長時期に下水と化したが、２，３の工場の操業停止と家庭排水

を分離した事により清流かよみがえった貴重を事例であり、これら事例を数多く生み出す事が必要で
あるｏ

復元される多摩)||に泳ぐ魚をアユ、カジカ、ウグイ等としたか、このような川は「飲料水とたりえ
る)||｣であると同時に、に人が泳げる)||」であり、「人が遊べる川」であることは言う注でもない。
そして私達は川と人とのつながりを単産るノスタルジアとして残すのではなく、自分達の子供や孫

に「川らしい川」を残す義務かあろう。

このための施策として特に魚類の項で考察を行ったが私達の専門である水生生物（特に魚類）の保
全を主眼とした立場から施策を整理すると次のとおりであるｏ
①河川水量の確保

１）ダム放水方法の再検討により多摩川本流の水量の安定化をはかる。

２）羽村堰の取水を制限し下流部よりの取水により中流域の水量を確保する。
②水質の保全と回復

１）上流の非汚染域における生活排水、観光排水（旅館、キャンプ場等）等による汚濁を防止するｏ
２）一般下水、尿尿の一括処理等の下水処理方法を再検討する｡

③魚類の保護と再生産の助長

１）近年減少の著しいイワナ生息域（日原川）を保護する。

２）種苗生産技術の確立した魚種を適正に放流する（イワナ、ヤマメ、アユ等）。
３）各種の産卵場（藻場、産卵床）を保護する○

４）湧水、小支流を保護する。

５）一般市民、釣り人に自然保護,思想を啓蒙するｏ
④その他

１）ダムの放水層および放水方法の改良により、多摩川本流の水温の上昇と安定をはかる。
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2）林道建設、採鉱、採石事業等、水中生物の生息空間を破壊する乱開発行為を抑制する｡

3）すでに河床の荒廃した秋川等では失われた生物の生息空間を再現するために特に淵と瀬の正常

友構成の復元をはかる。

最後に環境保全に関する真の問題は「どう調査したか」でなく、その結果を「どう実行するか」と

言うことにあるのだという事を付言しておきたい。

（６）アユの悲鳴（エピローグにかえて）

悪臭をはなつ東京湾を離れ剣崎の燈台をすぎて外海に出ると伊豆の島々が浮んでいる○その中の一

つ伊豆大島（東京都大島町）の波浮港は歌で有名な港であり、注え、湾内は湧水が多くアサリの潮干

狩でにぎわう－面を持っている。その湧水域で１９７１年６月２１日にアユの群れ泳ぐのが認められ

たｏ大きさは平均尾叉長７．７C77z（範囲６．０～８．３cﾌﾟｱﾊ

Ｎ＝１４）であった。また、新島（東京者噺島本村）

の前浜は三宅島とともに地曳網で有名であるが、地

曳網調査を実施した１９７３年４月２４日、'７４

年４月１８日にそれぞれ１尾（尾叉長６．４，１）、

３５尾（尾叉長６６ｍz、範囲４７～８６c７７１）のアユ

が入網したｏ

この大きさのアユは川にのぼらなければ、ヘい死

の運命しか待っていないか、のぼろうとした川は全

て汚染され行き場がたく大島、新島までやって来た

と考えてみたくもたる。

06
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一一リクヒー～／〃～、１－Ｊグー▽￣'Ｕ １３９ｔ１４０８

２１）

東京都水試によれば１９７４年４月３日からほほ図１ｱﾆﾕｰ採取位置図

１ケ月、多摩川丸子堰下の四ツ手綱で稚アユが捕獲１．大島波浮港、２新島前浜

され、４月１４日の平均体長は７．０cmであったという｡

ごく一握りのアユが悪臭をはなつあの東京湾を泳ぎきり、多摩川河口に達した壮挙に思わず拍手を

送りたくなるのは私達だけだろうか。無論、河口に達したアユは、い〈たの堰堤で遮断された現在の

多摩Ⅱ|を遡上することは不可能で、ヘい死の運命しか待っていたいが広い海の中には多摩川へ向うア

ユの群れが来年も河口や東京湾かきれいにたる日を沖合で待っていてくれるのであろう。
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